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　第一章　虹







　　　　１




　ホールの隅すみで壁かべにもたれ、三み輪わ芹せり也やは眉み間けんに皺しわを寄よせ、唇くちびるをぎゅっと閉とじた険けわしい表ひよう情じようで会議の成り行きを見守る。短く刈かった銀ぎん髪ぱつが天てん井じようから届とどいた照明に輝かがやく、美しい白はく貌ぼうの青年である。普ふ段だんから固い表情をする彼だが、今の表情ときたらもはや哲てつ学がく者しや級だと隣となりにいる有あり本もと奈な生おは思う。

　……セフィロに合流したこと、後こう悔かいしてるんだろうなぁ……。

　つくづくと奈生は思うが、とりあえず芹也が議事堂から出て行く様子はないのでもう少しつきあうことにした。

　奈生としては、会議の成り行きはともかく、空調が壊こわれた議事堂の肌はだに絡からみつく泥どろのような空気がうっとうしくて仕方がない。さっさとここから出て、夜の涼すずやかな空気を思いきり吸すいたかった。

　……あーもう、気持ち悪いなあ……。

　奈生は肌をさすり、なんとか不ふ快かい感を落とそうとした。無む駄だな努力だったが、他ほかにすることもない。

　今、二人が居いるのはオーストラリアのシドニーである。現げん在ざい、オーストラリアは天使の占せん領りよう下かにあり、シドニーは天てん使し団だん〝セフィロ〟の本ほん拠きよ地ちとなっている。元は人間が使っていたこの議事堂には、今、セフィロの氏族幹かん部ぶたちが集まり、アジア一帯の司し政せいを担になう人間の連合国家〝東区管理団〟──との戦争に関する重要な会議を行っていた。会議とはいうが最初から結けつ論ろんなどひとつしかない様子だった。

　氏族幹部たちの自由な意見が飛び交かった後、壇だん上じようの男が威い厳げんに満ちた重じゆう厚こう感のある声で演えん説ぜつをはじめた。

「最初の襲しゆう撃げきから二か月。我われ々われはすでに五度にわたる襲撃を行い、そのすべてで成果を上げてきた。しかし、我々天使は個こ々この力に秀ひいでているとはいえ少数。勝利しつづけているとはいえ占領には至いたっていない。そのことを危き惧ぐする声もあるようだが、少し考えればわかることだ。我々には占領など必要ないのである！　かつて天使は人間のために我わが身を省かえりみず神への抗こう議ぎを行い、結果、楽園より墜おとされ大地へと来た！　なのに彼らは天使に何をした？　彼らは我々を虐ぎやく殺さつし、蹂じゆう躙りんし、嘲あざけり笑った！

　しかし、今はちがう！　我々は組そ織しきした！

　もはや、人間など恐おそれるには足りぬ！　問おう！　我々に必要なものは何だ！　それは壊かい滅めつ！　愚おろかなる者どもの戦力を根こそぎ剝はぎ、彼らの中心地東京を焦しよう土どとし、それを以もつて我らが天使の正せい義ぎを世界と神に示しめすのである！」

　壇上に立つ議長の名はジルド・グランツ。派は手でな飾かざり物を身につけたこの男と奈生は南米のグランドテーブルで会ったことがある。人間との関係を保たもつために、身よりのない天使の少女を玩がん具ぐとして人間の支し配はい者しやに送っていた男だ。この男に対して、奈生は良い印象をひとかけらも持っていない。

　しかし、ジルド・グランツは〝セフィロ〟の議長──つまりは、天使団の長であり司令長官である。

　彼の語った内ない容ようは、まさに氏族幹部たちの総そう意いであった。一いつ斉せいに議場は賛さん同どうの声で埋うめ尽つくされ、東区管理団への総そう攻こう撃げきが議決された。あわせてジルドは退しりぞき、かわって彼の息子むすこであるダウィル・グランツが壇上に上がる。ダウィルが説明する侵しん攻こう作戦は至ってシンプルなものだった。天使全軍で台たい湾わんに奇き襲しゆうし、台湾を制せい圧あつし、そこから一気に東京へと攻せめ込こんで壊滅させる……である。

「ちょっといいですか？」耐たえかねた芹也が左ひだり腕うでを上げた。「台湾は管理団の主力である南部方面隊の拠点で防ぼう御ぎよは整っている。今までに貴方あなたがたが攻めた小さな駐ちゆう屯とん地ちとはちがいますが、具体的にどう奇襲をかけるというのですか？」

「資し格かくのない者が口を出すなゲスが！　我々には正義がある！　そして、我々天使の能のう力りよくは人間のそれを遥はるかに凌りよう駕がしている！　我々は鳥よりも速く空を飛ぶ！　我々は銃じゆうよりも激はげしい破は壊かいの力を持つ！　疾しつ風ぷう迅じん雷らいたる我々の前に、人間どもの鈍どん重じゆうな兵器が意味を成すはずがないのは当然の道理！

　──そういえば貴き様さまの隣の男は、〝最さい凶きよう〟と言われて人間どもから恐れられ、一人で軍を相手にしていたというが、それは事実だな？」

「ああ……」

　芹也は渋しぶ々しぶと認みとめた。隣の男とは、もちろん、奈生のことではない。

「フ。なれば小細工など不要とわかるだろう？　盗とう賊ぞく崩くずれしか相手にできない軍が我々の敵てきになるはずがないではないか」

「俺おれたちが相手にしてきたのは敵本体そのものではなかった！　それに、俺たちとアンタたちが同じだと思っているのか！」

「黙だまれ！　たかが盗賊崩れがなにを粋いきがっているのか！」

　これはダウィルではなく、議員席から飛んだ芹也への罵ば声せいだった。

「無む謀ぼうなことはやめろと言っているんだ！　攻撃するよりも今は防御を固めて、まだ世界に散っている天使たちと連れん絡らくを取った方がいい！　セフィロが本当に無む視しできない勢せい力りよくになれば進化種のように認められる可か能のう性せいだってある！」

「て──ッ、天使の誇ほこりすら忘わすれたのか貴様は！　人間に下れなど愚かな！」

「ちがう！　下るのではなく、共きよう存ぞんできる可能性もあると言っているんだ！」

「はぁ」

　奈生は肩かたを落とし、目立たないようにため息をついた。二週間前、香港ホンコンにいた奈生たちがセフィロ行きを決意したのは、ダウィルの妹であるハーシェ・グランツの懇こん願がんがあってのことだ。このままではセフィロは自滅する、助けてほしいと泣きつかれて、迷まよいながらも了りよう承しようしたのだ。彼女の心配は正せい鵠こくを得ていたのかもしれないが、芹也の意見など取り上げられるはずもなかった。会議の見学が可能になったのも、奈生たちの力が認められたからではなく、ハーシェの強い口くち添ぞえがあってのことである。

　と、見れば、いつの間にか百もも川かわが姿すがたを消していた。つい今まで、奈生の横でぼんやりと虚こ空くうを眺ながめていたのに……。

　奈生は議事堂を見渡し、どこにも百川の姿がないことを確たしかめる。

　百川康やす貴たかは、奈生のかけがえない親友だが、同時に〝最凶〟と人間から恐れられた狂きよう暴ぼうな天使である。その気き性しようの荒あらさといったら、もう、空くう腹ふくの虎とらも真っ青なくらいだ。だからこんな時は、怒おこって壇だん上じようの男につかみかかり──が常つねなのに、どうやらふらりと議事堂の外に出て行ったようだ。

「百川──」

　一体、親友になにがあったのか……奈生は少しだけ知っている。




　一か月前──

　香港に帰ってきた百川は、独ひとりだった。




　世界は今、混こん沌とんの只ただ中なかにあった。ヨーロッパには魔ま物ものが出しゆつ現げんして人々を襲おそい、もはや国家は機能していない。聖せい女じよが住まう神聖たる連れん邦ぽう都はヴェネチア騎き士し団だんが占せん拠きよ──連邦都に住んでいた大勢の天使や人間を殺した。アジアでは、オーストラリアに一大拠点を築きずいた天使団セフィロと東区管理団とが小こ競ぜり合いを行っていて──いよいよ大だい規き模ぼな戦争に突とつ入にゆうしようとしている。




　　　　２




　薄うす暗ぐらいビルの階かい段だんを上る内、奈生は、議事堂を出ても離はなれない肌はだにからみつく粘ねばり気の正体に気づいた。

　最後の扉とびらを開けて屋上に出れば、灰はい色いろの雲に覆おおわれた雨夜があった。いつの間にか雨が降ふりはじめていたのだ。コンクリートの床ゆかを無数の雨あま粒つぶが打ちつけ、その音は郷きよう愁しゆうを想おもわす静かな波の音に似にていた。

「ねえ、百川──。あのさあ……」

「ンだよ──」

　百川はひさしの下でジャケットのポケットに手を突つっ込み、ここでもぼんやりと、空の向こうを見ている。

「さすがに雲が厚あついと、例の夢ゆめのお城しろも見えないね。百川と彩さい、ミラン・ベルティールと戦った後、柱に吸すい込まれて、その城の中に行ったんだよね……。そうして聖女と──イルミナと逢あった」

　奈生は隣となりに並ならび、雨夜を眺めながら語りかける。

「あっけないもんだったさ──」

　百川はつぶやく。




　　　　◇




　あの時──囚とらわれていたジルを救った後──百川と彩は、どこまでもつづいた草原の中で目覚めた。しばらく倒たおれたままで呆ぼう然ぜんとし、立ち上がったところで草を巻まき込んだ一いち陣じんの風が吹ふき抜ぬけた。目を閉とじた一いつ瞬しゆんの中で景色は転てん換かんし、気がつけば、床が円えん状じように広がる艶つややかな黒色のタイル貼ばりの部屋にいた。

　背せ中なかに翼つばさは持たない、だけど彩とそっくりな面おも立だちをした金きん髪ぱつの少女が、二人を出で迎むかえるように立っていた。少女は、最初に百川に微笑ほほえみかけ、次に彩に微笑みを向けると寂さびしそうにこう言った。

「私を、起こして」

　と──。

「イルミナ・ルクシエール……。か……」

　その少女の名を百川は知っていた。以前に夢の中で会ったことがある。

「貴女あなたが……。あたし……？」

　ふらつきながらイルミナに歩み寄よる彩を、百川は止めなかった。

　彩はどうなるのか。彩はイルミナの夢から生まれた存そん在ざいだと百川は聞いた。イルミナの意い識しきに直結している世界のコーティングが仮かりに剝はげるとすれば、『鉄てつ槌つい』以前への世界のリセットと共に彩は消えるのか。ミラン・ベルティールは、彩とイルミナの接せつ触しよくは二人の消しよう滅めつを意味する──というように言っていた気がする。

　しかし、消滅の懸け念ねんよりも──現げん実じつから目を背そむけて自分から逃にげようとしていた彩の姿すがたを知っている百川は──彩はだからこそ、自分自身でいるために真実を知らねばならないのだという気持ちが強かった。

「でも──」イルミナが言う。「貴女を見たら、貴女と彼を見たら、私には何が正しいのかわからなくなったの。彩……。白い翼の天使……。貴女は、私の夢見たそのままに世界を自由に飛ぶことのできる人」

　城の最上階に位置するらしき部屋からは、世界の出来事を見ることができた。光をわずかに反はん射しやする無色でドーム状の壁かべと天てん井じようには青空が透すけている。空にはシャボン玉に似て様々な景色や場面が浮うかんでは消える。

　……まちがいなく、ここは世界の中心なのだろう。

　そう思える窓まどの光景だった。

「私が起きれば、『鉄槌』の時とは逆ぎやくの相そう転てん移いが起こって──私の夢に包まれたこの世界はすべて私の夢の中に消えて、世界は元の形に戻もどる……たぶん……『鉄槌』が起きるその前に……。そして、『鉄槌』の起きないもうひとつの時間がはじまる……。でも、それが正しいのか私にはわからない。わからなくなっちゃった」

「起きるって、どうすれば起きるの？」

　イルミナと両方の手を握にぎり合い、あどけない眼まな差ざしが愛くるしい緋ひ色いろ髪がみの少女──緒お原ばら彩はたずねた。

「死ねば、いいの」

「死……？」

「それが、今の私たちにとっての、世界との完全なる離り別べつだから」

「…………」

「私は貴女でもあるの。貴女は私でもある。貴女に伝えたかったの、このことを。私が消える前に──。城が〝境きよう界かい〟から出てしまった以上、もう消えたはずの私は物ぶつ質しつの空間では存在していられない」

「え──」

「ありがとう、彩。……ごめんね、貴女に選せん択たくを任まかせて」

　まばたきひとつの間に、蠟ろう燭そくの火がフッと消えるほどのあっけなさで、イルミナは部屋のどこにも居いなくなった。

「私が──。決める──」

　彩は、イルミナの感かん触しよくが残る手のひらを見つめる。

「あの子は……。百川？」

　百川が返事をするより早く空間は喪そう失しつした。世界が闇やみに染そまる。

「彩！」

　咄とつ嗟さに百川は叫さけび、彩の手を取ろうとしたが間に合わなかった。足元の床ゆかがすっぽりと抜け落ちた感覚に囚われ、自由落下を意識した直後、地じ震しんのせいで激はげしく亀き裂れつを走らせたどこかの大地の上にいた。

　そこは、もう城しろの中ではなかった。

　百川は呆然と立ちすくんだ。

　見上げれば、世界には深い青色の空が広がる。空は水面のように揺ゆらめき、虹にじ色いろの光を煌きらめかせている。

　こぼれた水彩絵の具のような虹色の光を追っていけば、そこには──

「百川──。あれは──」

　隣となりにいた彩が指を差す。

　空の一角には、月よりも大きな輪りん郭かくで白い城があった。夢ゆめの中の景色を鏡で映うつしているように幻げん想そう的で、だけど城は目をこすっても消えず、蜃しん気き楼ろうより確たしかな輪郭で虹色に煌めく空の果てに見える。

　百川は直感で理り解かいする。夢の時間は短く、儚はかなかった。

　俺たちは、あの城の中にいた……。

「ここはどこだ……。イルミナ！　イルミナ！」

　聖せい女じよの名を叫ぶ金切り声はミラン・ベルティールのものだった。血に濡ぬれた白衣をまとう金きん髪ぱつのこの男は、ジルに癒いやされたとはいえ未いまだ百川に貫つらぬかれた傷きずが回かい復ふくしておらず、苦しげに膝ひざに手をついた。血走った蒼あおい目であたりを見回し、強く嚙かみしめた唇くちびるからは血と涎よだれとがぼたぼたとこぼれていた。

「イルミナ！　どこだ！　私のたった一人の愛いとしい妹……。安心しなさい、もう君を捕とらえているなにかに怯おびえることはない……。私たちは不幸だった。君は不幸だった……。幼おさない頃ころに親に捨すてられた私たちはそれぞれに生き、私が見つけた時、もう君は正せい常じような人間として機き能のうしていなかった……。だから私は君を救うために、君に自由な翼つばさを与あたえるために君を停止させて計画の柱にした……」

　ベルティールは、もうまわりの状じよう況きようを見ていない。彩にも百川にも気づかず、彼は自分の顔をかきむしる。

「そうだ……。私には力がある……。もう苦しまなくても、誰だれにも抑よく圧あつされなくても済すむ圧あつ倒とう的なこの力が！　フフフフ……。ハハハハハハハハハハハッ！　そうだ！　私には力がある！　イルミナ！　イルミナイルミナイルミナ！　もういいんだ！　もういい！　もう君を苦しめる何者もこの世界にはない！　だからさあ、私の元に帰るんだ！　……どこだ。どこなんだイルミナどうして私の前から消える？　イルミナ……。ああぁぁぁあああぁぁぁぁぁァアアァ！　世界が見えないイルミナ私を助けてくれ！　私を抱だきしめて愛していると言ってくれ！　イル──」

　足をもつれさせ、狂きよう乱らんしたまま大地の亀裂に落ちた魔ま術じゆつ師しの最後を、百川は静かな眼差しで見つめた。

　嘲あざける気はなかった。ただ、虚むなしくはあった。

「チッ──。まさかこのようなことになるとは──予よ測そくが外れたか」

　ヘスティア・ハーマインと名乗るボディスーツに灰はい色いろ肌はだ、赤い眼めをしたこの男もまた城から出されていた。

　ハーマインは苦々しく舌したを打つと、ベルティールの落ちた亀裂を見下ろす。

「しかし、魔術師は呆あつ気けない最期を遂とげたものだ。元々狂くるっていた男だが、こうまで惨みじめだと失しつ笑しようすら浮うかばんな」

「テメェ──」

　百川がにじりよるとハーマインは片かた腕うでのない肩かたをすくめ、

「よせ。俺おれたちが、今、ここで殺し合う必然はないだろう。見ればわかるだろう。俺の計画は頓とん挫ざしたところだ」

「なにが……どうなったってんだよ……」

「深海魚は深海でしか生きることはできない。海面に浮かべば、水圧の差から膨ふくらんで死ぬのみ。ミラン・ベルティールの妹救出作戦は、彼女を消しよう滅めつさせることにつながっていたというわけだ。大人しく霊れい子しの領りよう域いきで夢を見させていればよかったものを──。俺はここで失礼させてもらおう。別の計画を動かす必要があるのでね」

「──待て！」

　ハーマインの姿すがたは、叫んだ時にはもうなかった。

　ここで百川は振ふり向いた。うしろには、鞘さやに入った日本刀を片手で持つ黒いスーツ姿の進化種の男がいた。

　男は両目を閉とじ、口も開こうとはしない。

「緒原辰たつ弥や──」

　百川が男の名を口にすると、男は応こたえるかわりに両目を開けた。

　男の目は濁にごっていた。天使特有の内側から滲にじむような輝かがやきも、陽ひ射ざしを吸すい込こんで生まれる透とう明めい感もなかった。

「おまえ……視し力りよくを無くしたのか……」

「彩は、無事のようだな」

「ああ……」

「──ならば、いい」

　視力を無くしたのは、出雲いずも永えい子この魔術で空間転てん移いした時の代だい償しようだった。いちいち百川に説明することではない。緒原は背せを向け、立ち去ろうとした。

「待って」呼よび止めたのは彩だった。「──私には、東京に戻もどって、まだしなくちゃいけないことがあります。それに──私には決めなくちゃいけないことができました。もし貴方あなたにまだ時間があるのなら──あと少しだけ──。私が決着をつける時まで、私の力に──なって──くれませんか？」

「彩……。おまえ──」

　百川は驚おどろきを隠かくせなかった。彩が緒原に助力を頼たのむなど予想できなかった。緒原辰弥は彩の育ての親だが、同時に彩を殺そうとした本人である。

　彩は自分の感かん情じようより、世界を取ったのだろう。百川は、親と子のあいだに伸のびた一本の糸がどう揺ゆれるかを見守る。

　緒原はなにも言わない。背中に流した長い銀ぎん髪ぱつを陽射しに煌きらめかせながら、カチャリと音を立てて鞘を握にぎり直し、しばらくの逡しゆん巡じゆんを経へた後に、

「良かろう」

　短く、答えた。

「ありがとう」彩は言い、百川に向き直った。「百川、あたしは東京に戻るね」

「ああ」

　百川は小さくうなずいた。

「ここまで助けてくれて本当にありがとう。百川がいなかったら、あたし、自分で自分を壊こわしていたと思う」

「そんなことはねぇさ、おまえは強いよ」

「ありがとう。うん、だからあとは、自分で決めるね」

「決めるって、おまえまさか──。さっきの死ねとかいう言葉を──」

「ねえ、百川。覚えてる？　南米の港町にいたアリア先生のこと」

「……覚えてるよ。忘わすれるわけねぇだろ」

「先生、言ってくれたんだ。あたしのね、成長と夢ゆめと未来がひとつになれば、もう最強だって。必ずあたしに、みんなを守る力を与あたえてくれるって。思いつめてばかりで、自分にできることも自分のしたいことも、なにもわからなかったあたしに──先生はそういうことを言ってくれたの」

　彩の顔に迷まよいや悲ひ壮そうさはなかった。

　むしろ晴れ晴れと彩は語った。

「前に、百川にも聞いたかな？　一〇年後の自分がどうなりたいかってこと」

「ああ……。そういや、そんなこと言ってたな、おまえ」

「あたし、昔はなんにもなかったけど、今はちゃんとあるんだよ。これから一〇年経たった時に自分がやっていたいこと。あたしの夢。広げたい、あたしの翼つばさ」

「そうか」

「だから平気。だから百川は、天使のみんなを助けてあげて」

「…………」

「終わったら……。また逢あおうね」
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　唇くちびるの柔やわらかな感かん触しよくは、まだ左の頰ほおに残っていた。彩は、まだ顔にはあどけなさが残っていて大きく潤うるんだ眼めなんて愛らしいばかりなのに、いつの間にあんなに綺き麗れいに、いつの間にあんなに大人になっていたんだろう。別れた時の彼女を思い出す度たび、百川はそう思わずにはいられなかった。

　出会った時は、いきなり結けつ婚こんすると言って人の家に転がり込んできて、初対面の奈生にいちいち文もん句くをつけて、手に負えないお姫ひめさまだったはずなのに。

　百川は、それに、覚えていた。

〝お互たがい、次に会った時に言いたいことを言おう〟──告白の約束を香港で別れる時に交かわしたことを。

　あの時の約束はどうなったのか。彩はなにもそのことについて言わなかった。忘わすれてしまったのだろうか。

　……俺はバカか。

　女の腐くさったような奴やつ、なんて言葉が自分に重なる。

　彩はもう子こ供どもではない。彩は自分の意い志しで、自分の信念で生きている。それを無視して一いつ緒しよに来いなんて言ったところで、彩がうなずくはずはない。第一、そんなか弱い男に成り下がる気は毛頭なかった。

　百川にも感触はあった。空中帆はん船せん『連れん衡こう』から始まった百川と彩の旅は──イルミナと彩が出会ったことで終わったのだろうと。

　あとは、選せん択たくのみ。彩がどうするのか。世界をどうするのか。

　百川はなにも言えず、彩と別れた。情なさけない話だが、今でも彩にかけるべき言葉は見つからない。

　百川は苦く笑しようし、隣となりにいた奈生の頭をゴツンと拳こぶしで叩たたいた。

「あいて……ッ！　なにすんだよいきなりッ！」

「うるせぇ！　おまえが悪い！」

「なにがだよ」

「知るか！　自分で考えろ！」

「あのねえ！　俺の頭はガラスよりも繊せん細さいなんだからいい加か減げんにしてよね!?」

「雨──。降ふってるよな」

「……わけわかんないなぁ……。どうしたんだよ、百川」

「だから雨だよ……。晴れるのかなぁ、これ」

「そりゃ晴れるよ。たぶん、朝が来る頃ころまでにはね。虹にじの向こうのお城しろ、綺麗だから空にある分にはいいよね」

「まあな」

　夜の世界の中を、雨はしとしとと降りつづけている。

「……百川さあ、香港に戻もどってもいいんだよ。心配なんでしょ、彩のこと。セフィロにいたんじゃ自由に動けないし、なにかあっても東京まではかなり遠いし」

「おまえらはここに残って管かん理り団だんと戦うんだろ？」

「まあね。頼たのまれたからじゃなくて、放ほうっておけないしさ。くだらない会議してる連中なんてどうでもいいけど、ここにいる子供や女の人や……今まで苦しくても頑がん張ばってきたみんなを……」

「俺たちには──戦える力があるからな」

「うん。俺たちは戦える。今までは自分のためだったけど、今度は誰かのために戦ってもいいかなって思ってる」

「死んでもか？」

　たずねると、奈生はまじまじと百川を見つめた。

「……変なこときくね、百川」

「そうかよ？」

「うん。だって、戦えば死ぬかもしれないのは当然でしょ。覚かく悟ごするしない以前の問題だよそれは」

「香港にいた頃とはちがうってことか」

　百川は笑いつつ息をついた。

「そゆこと」奈生はにっこりとうなずいた。「あの頃はさー、適てき当とうに攻せめて、やばければ逃にげろォだもんね」

「俺たちだけなら、どこへでも行けたもんな」

「懐なつかしい……？」

「いや」百川は肩かたをすくめて、「現げん実じつから逃げててもしゃーねーだろ。あーあ。クリームパン食べてぇなあ」

「俺はあれだな……。カリッと香こうばしいフライドチキンがいいな……」

「おいっ！　二人ともなにしてるんだこんなところで！」

　そこに芹也が来た。

　芹也は現あらわれるや否いなや二人の襟えり首くびをつかみ、

「人が胃を痛いためて戦っている時に、二人そろってさぼりやがって！　来いっ！　俺たちはめでたく後方の補ほ給きゆう隊たいに配はい属ぞくだ。指し揮き官かんはハーシェだ。これから早さつ速そく、いろいろな計画を練らなくちゃいけないから行くぞ！」

「って──。俺たちとハーシェ？　なんで補給なんて重要な仕事に、俺たちみたいなのと女の子が出てくるわけ？」

　と、奈生。

「補給など不要と考えているからに決まっているだろう！　いいから来い！」
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「どいてどいて～っ！　どいてくださ～いっ！」

　叫さけびつつ角の向こうから走ってきたメイド姿すがたの天使の少女は、誰もいないのに角を曲がり損そこねてワゴンごと壁かべに激げき突とつした。ワゴンが倒たおれて、廊ろう下かにサンドイッチやコーヒーなどの食事が散らばる。

「イーア大だい丈じよう夫ぶかいっ！」

　あわてて芹也が駆かけ寄よってへたりこんだ彼女を介かい抱ほうする。

　イーアもまた、奈生たちと共にセフィロに来ていた。

「あ……芹也さん……。はい、イーアは平気です……。またやっちゃいました」

「あははは！」

　奈生は腹はらを抱かかえて笑った。

「お。けっこうウメェな」

　サンドイッチを拾い上げて百川は口に放る。かつてジルドが支し配はいする天使の園そのに住んでいたイーアは、ジルドによって人間へと愛あい玩がん用ように贈ぞう与よされた。イーアは、天使に捨すてられた天使だった。だから当初、ジルドの支配するセフィロへ来ることをイーアは激はげしく拒こばんだが、どうやら馴な染じめているようで百川はほっとした。

　イーアは進化種として連れん邦ぽう都で暮くらしていた。本人は今でも戻りたい様子だが、連邦都は独どく裁さい者しやに蹂じゆう躙りんされた。もう過か去この平へい穏おんはない。

「これはどうだ」

　百川がピザをつまもうとすると、さっと手を伸のばしたイーアが百川よりも早くピザをつまんで皿に戻す。

　そうして、百川をムッと睨にらみつけると、

「イーアが作ったものを、貴方あなたには食べてほしくありませんっ！」

「はいはい」

　百川は相手にせずそっぽを向いた。

「イーア」芹也は困こまってしまって、「そんな意地悪しないでやってくれよ」

「意地悪じゃありません。イーアだって、嫌きらいなのは嫌いなだけです。目の届とどかないところで食べてくれるのなら文もん句くは言いません」

「あはは！」と、奈生。「見えないなら、百川が食べたこともわからないもんね」

「それで、奈生さんと芹也さんはどちらに行かれるのですか？」

「ハーシェのところさ」

　芹也が言うと、イーアは「そうですか」と顔を伏ふせた。百川に食ってかかっていた元気はもうどこにもない。

「イーア、よかったら一いつ緒しよに来るかい？　ハーシェは、君に謝あやまりたいと、君とまた友達に戻もどりたいと言っているけど……」

「お嬢じようさまは主人であって友達ではないです……。それにイーアには、お嬢さまに謝ってもらうことなんてなにもありませんから。ベルティールさまは、イーアに本当によくしてくれましたし」

「イーア……」

「ベルティールさまは、亡なくなられたんですよね？」

「あの男は、地じ獄ごくに墜おちたよ」

　百川が冷れい淡たんに答える。

　イーアはそそくさと散らばった食べ物をワゴンに戻すと、

「じゃあ、イーアは急いで作り直してきます」

　と、足早に来た道を戻っていった。未いまだ、ハーシェとの間には深い溝みぞがある。そのことを芹也は悲しく思った。
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　補ほ給きゆう事じ務むのために準じゆん備びされた部屋は、机つくえと椅い子すと空っぽの棚たながあるだけの普ふ段だんは使われていない小さな会議室だった。

「そっか……。イーアはまだ私を恨うらんでいるんだね、当然か。あ、それより。急いで計画を立てないと。──見て」

　芹也からイーアの話を聞き、ハーシェ・グランツが勝ち気な白はく貌ぼうに落らく胆たんの色を見せたのは数秒のことだった。すぐに彼女は気持ちを切り替かえると、テーブルの上に広げておいた地図に百川たちの視し線せんを集めた。

　ハーシェはワイシャツにタイトスカートという、どこかの会社の秘ひ書しよのように貴き公こう子し然とした姿すがたで三人を迎むかえた。他の天使たちが、人間が描えがいた天使の姿を真ま似ねるようにゆったりした白衣を好んで着ているのとは明らかに趣しゆ向こうがちがう。族長の親族──氏族連合であるセフィロにおける貴族階級──であれば、一ひと際きわ手の込こんだ衣い装しようと装そう飾しよく品ひんを普段から身につけているのが常つねなのに。

　芹也は、迂う闊かつにイーアの話をしたことを悔くいた。芹也としては、なんとか二人の仲を修しゆう復ふくしたかったが。

「とりあえず至し急きゆう考えなくちゃいけないのは、シドニーからインドネシアのフロレス島にまで物ぶつ資しを送る道みち筋すじなの。このあたりは管かん理り団だんの辺へん境きようで向こうもたいした兵力は配備していないし、私たちが小さな駐ちゆう屯とん地ちの多くは叩たたいたから、たしかに妨ぼう害がい者しやはいないかもしれないけど。用心にこしたことはないでしょ」

「ここの連中は、フロレス島のゴーストタウンを前線基き地ちにして、そこから台湾目指してイナゴ作戦を行うらしい」芹也が補足する。「フィリピンの駐屯地を叩きながら台湾の南部方面基地までを一気に滅ほろぼして、台湾の物資で消しよう耗もうを回復、あとは台湾を拠きよ点てんにして東京壊かい滅めつを目指すらしい」

「ハハハッ！　そりゃいいぜケッサク最高！」

「もう。茶ちや化かさないでよ、康貴君。これは議決された本気の計画なのよ」

「まあ、さ」奈生が言う。「とりあえず現げん地ちに行ってみて、管理団の目がどれくらい張はられているかを確たしかめてからだよね」

「それがそうも言ってられないの」

　腰こしに手を当ててハーシェは息をついた。

「どういうこと？」

　奈生がたずねると、芹也が、

「──つまり、明日の朝には各氏族単位で全軍出しゆつ撃げきだ。とりあえずフロレス島に集結してそこから台湾争そう奪だつレースを開始するらしい。天使の強さとは、人間を凌りよう駕がした個こ々この圧あつ倒とう的な力であり、速度。早ければ早いほど計画は向こうに知られず、準備されないだけ奇き襲しゆうは容易たやすくなる、という考えらしい」

「あっという間に制せい圧あつする気なんだね。だから補給はいらない、か。んで、ハーシェが補給事務の責せき任にん者しやを志し願がんしたわけだね？」

「ええ」奈生にたずねられて、ハーシェは肩かたをすくめる。「やりたければ勝手にやれと簡かん単たんに認みとめてもらえてよかったわ。お兄さまに感かん謝しやね」

「さすが族長の娘むすめ」

　百川は相変わらずのからかい口調である。

「百川」

　と、芹也はたしなめて、でもまあ……からかわれても、

「康貴君、ホントに頼たのもしいなあ」

　ハーシェの百川への信しん頼らいに満ちた熱い視線がかわらないことを見て、安心すると同時になんだか複ふく雑ざつな心境の自分に気づいて苦く笑しようした。

　……まったく、いつから俺おれはこんなに惚ほれっぽい男になったんだ。

　……同どう情じようか、心配しているだけなんだろうけどな。

　そうとも芹也は思う。

　ハーシェは、人間など歯し牙がにもかけない同どう胞ほうの中、彩と連れん絡らくをとって今まで和平への道を模も索さくしてきた。

　イーアを人間に差し出した件けんについても、彼女は最初から反対していた。

　ハーシェは親族から疎うとまれている。たった一人の友達だと信じていたイーアに彼女の想おもいはまったく届とどいていない。

　なにひとつ上う手まくいかなくても、ハーシェはあきらめないで、なんとか上手くいくように頑がん張ばっている。

　協力してやりたいと──芹也は思ったのだ。

　たぶん、それだけの話だ。




　快かい晴せいの翌よく朝あさ。

　銀ぎん髪ぱつを朝日に輝かがやかせ、白い衣い装しようをひらめかせた天使たちが、ほぼ一いつ斉せいにシドニーの空に飛び立つ。

　彼らは全員が天てん使し脈みやく動どうを理り解かいしており、一部の者は百川や芹也や奈生と同じようにタリスマンを左手の甲こうに埋うめていた。

　一いつ騎き当千──人間と比くらべればたしかにその力は持っている。芹也は彼らの全員のことを知っているわけではない。むしろ、まったく知らない。もしかしたら百川ほどに圧倒的な力を持つ者がいるのかもしれない。そうであれば、個々に目の前の敵てきを倒たおしていくだけで勝利できるのかもしれない。

　彼らの武ぶ器きは剣つるぎが主で、あとは建物破は壊かい用ように単発のロケットランチャーを担かついでいるくらいだった。

　芹也は彼らの出撃を、空中帆はん船せんドックのガレージから眺ながめた。

　総そう勢ぜい五〇〇〇名弱。

　これから殺し合いを行いにいくというのに、それは、そのまま絵画にしてもよいほどに幻げん想そう的で美しい光景だった。

　空中帆船は、補ほ給きゆうに使えることになった。話をまとめたハーシェは整せい備び長ちようと熱心に話し込んでいる。

　芹也は空中帆船の乗組員たちと打ち合わせを進める。芹也は若じやく輩はいだが、管かん理り団だんとの戦せん闘とうに関して経けい験けん豊ほう富ふなことを被ひ支し配はい者しや階級の天使たちは認めてくれていて、打ち合わせはスムーズだった。
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　芹也がとりあえずの打ち合わせを終わらせた時、ドックの外では小さな黒い翼つばさを背せ中なかでピコピコと揺ゆらす黒くろ髪かみの少女ジルが、百川にじゃれついていた。

「おまえ、ホントに大だい丈じよう夫ぶかよ」

「うんっ！　わたし、がんばる！　誰だれか攻せめてきたら、そいつら皆みな殺ごろしにしちゃえばいいんだよね。えへへ。だから褒ほめて褒めて～」

　彼女もまた、一いつ緒しよにセフィロに来ていた。

　黒い翼、黒い髪の天使……。

　忌き諱きそのものだとすべての天使から避けられたが、それでもまったく気にせずジルは無む邪じや気きに笑う。

「ねえ、嫌いやなやつは殺していいんだよね？」

「嫌なやつじゃねぇ。敵は、だ」

「どこがちがうの？」

「前に言っただろ！　敵っていうのは、おまえだけじゃなくて、そばにいるみんなに暴ぼう力りよくをふるってくるような奴やつのことだ！」

「うんっ！　わかった！　とにかく殺すね！」

　ジルは、空中帆船に乗り込んで、護ご衛えい役やくをすることが決まっていた。

「……マジでわかってるのかよ、おまえよお」

　百川の心配はもっともだった。

　芹也としても正直、かなり心配だが、しかしジルは強い。襲しゆう撃げきを受けても一人で簡かん単たんに撃げき退たいできる。

　百川と奈生は、万が一に備そなえてシドニーに残ることになった。シドニーには戦いに参加しない女おんな子こ供どもが大勢いる。

　全軍が出た以上、シドニーは裸はだかなのだ。

　作戦司令官ダウィル・グランツは、管理団が我われ々われの留る守すを衝つくなど有り得ないと言い切った。天使とちがって人間は愚ぐ鈍どんでそんな動きがあるならとっくに察知できているからというのが理由だった。

「あっ！　奈生くんだ！　奈生くーんっ！」

「ジル。来てたんだ」

「うんっ。ねーねー、あそぼー」

「ダメだよ。俺は今けっこう忙いそがしいんだから」

「じゃあ、わたしも手伝う。奈生くんと一緒にいる～」

「百川、ちょっといいか？」

　奈生が来たことでジルから解放された百川に芹也は声をかけた。

「ん？　なんだよ」

　二人はドックに入り、整備中の空中帆船の陰かげに行く。

「俺は一いち段だん落らくついたら一いつ旦たん香港に戻もどるな。──例の男と、やっと連れん絡らくが取れた。来てくれることになってな」

「俺は残るな。おまえに任まかせるよ」

「いいのか？」

「もし、留守の内に敵てきが来たら……殺されるだろ、みんな。俺がいれば、少しは守ることができる。──おい、逃にげてるわけじゃねぇぞ」

「わかってるよ」芹也は笑って、「それぞれの役やく割わり、だろ。鉄てつ槌つい前まえにミラン・ベルティールが計画した『新理り想そう郷きよう計画』の失敗からはじまった今の世界──イルミナが異い空くう間かんに放ほうり込まれた時のエネルギーの暴走で世界は壊かい滅めつし、同時に世界にはイルミナの意い識しきがコーティングされ、そこに彩は生まれた。そして、現あらわれた俺たち天使……。俺たちはイルミナの夢ゆめではないとヘスティア・ハーマインは言った。連続しているようで連続していない世界の失われた環わを、あの男なら──あの男が見たという伝説の書物なら繫つなげることができるのかもしれない」

「……彩が死ねば夢は覚める。世界はリセットされて、『鉄槌』前に戻る。そんなことがあり得うると思うか？」

「わからん。ただ、イルミナがそうだと言ったのなら──」

　そのつづきを芹也は言葉にできない。香港『赤せき龍りゆう』の地下で出雲永子は言った。

〝明日に会う時には、夢から覚めた現実のどこかになるといいわね〟

　と──。

　これはそのまま百川の言葉に重なる。

　出雲永子は本当の名をリディア・フォルクと言い、ミラン・ベルティールと共に『新理想郷計画』を進めた魔ま術じゆつ師しの一人である。

　つまり、世界をリセットすることはできるのだろう。

「いや」芹也は言い直した。「巻まき戻しなんて、それが正しい結けつ論ろんのはずはない。俺たちは今ここに生きている。考えちゃいけないんだ、そんなことは」

「なあ、そういえば、永子さんはどうしたんだろうな──。いないんだろ？　脱だつ出しゆつに成功した後から」

「ああ……。俺も気になってはいるが……」

　永子は、崩ほう壊かいする夢む界かいの城しろから芹也たちを助けた後、忽こつ然ぜんと香港から姿すがたを消した。以来消息不明だった。

　どこでなにをしているのか、芹也には見当がつかない。

　先生は彩を殺すのだろうか……。

　そう思ったこともあるが、彩はまだ生きている。敬けい愛あいする彼女が──そんなことをするとは信じたくない。

「あとはあの男か」百川は手のひらを拳こぶしで叩たたき、眉まゆを吊つり上げた狂きよう暴ぼうな眼まな差ざしで空中帆はん船せんの外がい壁へきを睨にらんだ。「中なか嶋じま信しの武ぶ──。生きているのなら出てきやがるぜ、絶ぜつ対たいに」

「あ、それ、俺がやるね」

　帆船の脇わきからひょいと首を覗のぞかせた奈生が、百川に言った。奈生はジルにくっつかれながらもテキパキと荷物搬はん入にゆうの指し示じを出していた。

「奈生？　俺か？」

　百川はキョトンとした。

「中嶋信武でしょ？」

「あ、おう」

「俺、あいつの部下の中に、どうしても話をしたい相手がいるからさ。あ、芹也、香港の商人と連絡が取れてジャカルタで食料を買える算さん段だんがついたけど、これって話を進めておいていいのかな？」

「ああ、頼たのむ──。ここにもそんなに備び蓄ちくはないしな」

「了りよう解かい」

　敬礼すると奈生は、さっさと仕事に戻った。百川と芹也は顔を見あわせ、なんとなく笑いあった。




　奈生の予よ測そくは当たり、雨は上がった。

　空は晴れていた。

　空には虹にじ色いろの光が揺ゆらめく。

　虹色の光の向こうには、白い城が鮮せん明めいに映うつる。

　世界は今、異い変へんの只ただ中なかにあった。
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「──それで君は、どちらの勝利を望んでいるのかね？」

「どちらの勝利も俺には必要ない。必要なのは、あの魔術師があれをより過か酷こくに使用するだけの状じよう況きようだ」

「では、俺は動かぬ方がいいかね」

「天使は殺す。君に望むその希望にかわりはない」

　ヘスティア・ハーマインはそういうと、微笑ほほえんだのだろう──左右に持ち上げた唇くちびるの隙すき間まから牙きばを覗かせた。ボディスーツに身を包んだ灰はい色いろ肌はだのこの男の双そう眸ぼうは、夜の中で輝かがやく狼おおかみのそれに似にていた。

　ハーマインは人じん外がいのものだ。そのことは、外見よりもむしろ、肌に伝わるピリピリとした不ふ快かい感でセアラ・ラプトには確かく信しんできている。かつてハーマインはヘズと名乗り、セアラと共にベルティールの側にいた。当時からセアラはこの男を嫌きらい、折あれば殺したいと願ったが──皮肉にもハーマインはセアラの仲間でありつづけ、こともあろうか今ではセアラの敬愛する男の〝マスター〟になっている。

　岩のような筋きん肉にくを軍服に包んだ中嶋信武は、新型の空中帆船を操あやつり、ハーマインの指示の元で動いている。

　今、三人がいるのはその空中帆船『ヘルメス』のブリッジだった。

　セアラは中嶋の腹ふく心しんとして、常つねに中嶋のうしろにいた。

　……私は死ねと言われれば死ぬ。

　……やれと言われればどんなことでもやる。

　セアラは思う。

　しかし──。

　……この男……ヘスティア・ハーマインのためには絶対に死なない。

　中嶋は煙草たばこに火をつけると、

「進路を南東に取れ」

　と操そう舵だ手しゆに命じた。

　現げん在ざい、『ヘルメス』はペルシア湾わん上空にいる。南東といえば、最終的な到とう達たつ地ちはオーストラリアだろうか。

　我われ々われはこれからどうするのですか──

　今度は人間ではなく、天使を無差別に殺すのですか──

　セアラは聞きたかったが、ハーマインの前で氷の仮か面めんを外すことはできず、直立不動のまま気持ちを抑おさえ込こんだ。

　先日、セアラは中嶋の命令で一〇〇名の人間を斬きった。その前には、ベルティールの命令で天使の園そのを襲しゆう撃げきした。今さらいい子ぶったところで現実はかわらない。

「まずは香港に行く」中嶋が言う。「香港で情じよう報ほう収しゆう集しゆうを行い、東京に戻もどる」

　……目的地は東京なのか。東京で、なにをするのか。

　……そして、

　……香港か。

　聞いてセアラは、真っ先に、ある天使の青年の顔を思い浮かべた。

　その顔は男というには優やさしすぎ、少女の顔といってよかった。そいつとは以前に東京で出会い、なぜかセアラは同じ席でお茶を飲んだ。

　その男は叫さけんだものだ。

　君の笑え顔がおが見たい──

　と。

「くだらない話だ。私をからかうな」

「どうしたセアラ」

「あ、いえ」

　ついこぼれた独ひとり言を中嶋に聞かれ、セアラは赤面してうつむく。

　それを見た中嶋が愉たのしげに、

「おまえは下がれ。香港では〝魔ま女じよ〟と遭そう遇ぐうすることになるかもしれん。そうなればおまえの力を借りることにもなる。休んでおけ」

「はい──」

　うまく氷の仮面を被かぶり直せず、セアラは素す直なおに退しりぞいた。

　一人で帆はん船せんの廊ろう下かを歩く。
















　第二章　絆
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　東京。彩さいが管かん理り団だん敗北の情報を聞いたのは、自じ宅たくではなく、管理団の初代にして現げん役えき首相である近こん藤どう英えい司じが住む官かん邸ていの客室だった。

　情報をくれたのは、官邸を訪おとずれていたジャーナリストの女じよ性せいだった。ちょっと化け粧しようは濃こいけれど、日焼けした肌はだが健康的で快かい活かつな彼女のことを彩は以前から知っている。真しん成じよう寺じ綾あや瀬せ──彼女は緒お原ばらの部下として以前は地球環かん境きよう調ちよう査さ室しつにいた。

「調査室は閉へい鎖さされたしね……室長が天使に殺されて……。でも、私はまだしなくちゃいけない。地球に緑を取り戻もどすために、自分にできることを。それで今は気持ちも新たに記者をしているの。政せい府ふの取り組みや地球の現げん状じよう、これからどうすればいいかをいろいろな人に聞いて、伝えるために」

「それであの──。負けたって──」

「ええ。確たしかな筋すじの情報よ。とうとうセフィロが大だい攻こう勢せいをかけてきたの。昨日の夜、セレベス海上で、全方面隊から編へん制せいされた連合空軍と激げき突とつしたというわ」

「……すぐに、反はん応のうはできたんですね」

「こっちもバカじゃないから敵てきの動向ぐらいは監かん視ししているんでしょ」

「でも──」

「負けた。天使の動きにまったくついていけずに、次々と船を落とされて──」

「…………」

　きっと、たくさんの人が死んだのだろう。そう思うと、彩はどう言葉を返せばいいのかわからなくなる。

「台たい湾わんまでは光の海が通っているから、情報はすぐに届とどいたわ。うちの社からは、もう何人も戦地に出かけた」

「……危き険けんじゃないんですか？」

「危険に決まっているでしょ」綾瀬は笑って、それから真ま面じ目めに、「でも、伝えるの。眼めに映うつるものが真実だと言い切ることはできないけれど、少なくともなにも知らないよりはいい。どうして『鉄てつ槌つい』が起きたのか、本当のことを私たちは知らない。気づいた時には世界は破は壊かいされていた……。そんなのは嫌いやでしょ。今回の敗北も、私たちはそのまま真実を流すつもりでいる」

「戦争は──はじまったんですね──」

「そうね。悲しいけれど」

　綾瀬はうなずくと、ソファーに座すわったままだらりと体の力を抜ぬいた。

　ウンと腕うでを伸のばして背せ伸のびをしつつ、

「あーあ。本当に、どうしてこんな世界になっちゃったんだろうね。せめて平和な時に天使が来てくれれば、こんなことになるはずはなかったのに。いろいろなこと──やり直せたらいいのにね」

　ここでドアがノックされ、秘ひ書しよの男性から近藤が戻もどってきたことが伝えられた。

「あ、じゃあ、私は行くね」

　微笑ほほえんで綾瀬は席を立つ。

「そうだ」と、彩は、「今度、うちに遊びに来て下さい。……その……実は……緒原が家に戻ってきているから」

　その言葉を聞くと、綾瀬は驚おどろきを隠かくせずに大きく目を開いた。

　そして、彩に背を向け、

「そう──。なんだ──」

　と、目め頭がしらを一度だけ指で拭ぬぐった。

「今日もいるんだ？」

「ううん。今日は、緒原は大切な用事とかでどこかに出かけているけど、すぐに戻るっていってたから」

「あ、じゃあ、私は行くね」

　振ふり返って、綾瀬はさっきと同じように微笑む。

「……今は、私にも仕事があるから。室長には戦争が終わったら……会いたいな」

「はい──」

「彩ちゃん──。ううん。彩は、大人になったね」

「…………」

「頑がん張ばろうね、お互たがい」

「はい」

　笑顔に笑顔で答えて、彩は綾瀬を見送った。




「失礼。待たせたね」

　急ぎ足で来たのだろう。少し息を切らせながら近藤英司が彩の待つ部屋に来る。高こう価かなスーツを自然に着こなす近藤には紳しん士しの印象があり、首相という地位にありながらも高こう圧あつ的な態たい度どは取らない。温おん厚こうな物もの腰ごしの男だった。

　近藤がソファーに腰かけると、彩は挨あい拶さつもそこそこに口を開いた。

「あの──。戦争がはじまったって」

「残念だが事実だ。私はどうにか回かい避ひしたいと思っていたが、むこうから仕し掛かけられてはもうどうしようもない。──わかってほしい」

「……でも」

「彩君。君は管かん理り団だん市民の精せい神しん的支ささえだ。君にはかわらず東京にいてほしい」

「天使なのに──ですか？」

「ああ。君だけが、世界で唯ゆい一いつの本当の天使だからだ。今、我われ々われが戦っているのは便べん宜ぎ上じよう天使と呼ばれているが、あれは天使ではない。正確には、神に逆らい、神により楽園から追放された堕だ天てん使し──悪あく魔まだ」

「…………」

「今日、来てもらったのは実はそのことに関係している。君には世界全土に、絵画から抜け出したように美しい姿すがたをした我々の敵が、神の使徒ではなく破壊魔──魔王に魂たましいを売ったバケモノどもであることを、あらためて伝えてほしい。それを以もつて私は、人類の一いつ致ち団結とセフィロへの徹てつ底てい抗こう戦せんを訴うつたえるつもりだ」

「そんなこと──！　ちょっと待って下さい──。まだ──」

　彩はあたふたと訴える。

「天使は強い。団結した天使の力は我々の想そう像ぞうを遥はるかに超こえていた。先の海上決戦で我々は手も足も出ずに惨ざん敗ぱいした。団結しなければ我々は負ける。みんなのためなんだ。お願いだ協力してほしい」

　近藤はそういうとテーブルに手をつき、深々と頭を下げた。

「……あたしに、天使の敵てきになれと言うんですか？」

「今すぐに返事をしてくれとは言わない。しかし、時間はない。明日までに考えてもらえないだろうか」

「はい──。わかり……ました……」




　官かん邸ていを出て、自じ宅たくへ帰る車の中で彩は後こう悔かいする。近藤の要よう請せいなど、考えるまでもなく断ことわるべきだった。答えは否いなだ。天使を──仲間たちを悪魔と宣せん言げんするなんてこと……。なのに即そく答とうできず、明日まで考えることになった。

　彩が乗るのは黒くろ塗ぬりの高級車である。後部座ざ席せきはとてもゆったりとしていて、両手両足をウンと伸ばせた。

「ねえ、沙さ霧ぎりさん──」

　と、彩は、車を運転している進化種の女じよ性せいにたずねる。

「なんでしょう、お嬢じようさま」

　沙霧は緒原に剣けんの手ほどきを受けた唯一の存そん在ざいで、タリスマンを操あやつる屈くつ強きような一いつ騎き当千の天使である。昔から緒原邸で働いている。

「沙霧さんは、落とせる？　管理団の軍船を一人で」

「〈捨すて去りし者〉のように『連れん衡こう』クラスの船に攻せめ入ることはできませんが、小型の船であればできます」

「……沙霧さんって強いよね」

「タリスマンを扱あつかう天使としては平へい均きん的です。旦だん那なさまや〈捨て去りし者〉には遠く及およびません」

「他の天使も──そんな感じかな？」

「他の天使とは、セフィロの力天使隊ヴアーチユーズのことでしょうか？」

「──そう」

「タリスマンがなくとも、三人いれば一隻せきは落とせると思います」

「そうすると──。何千隻も船がいるね──。天使と戦うには」

「管理団が保ほ有ゆうする空中帆はん船せんは二〇〇〇です。先の海上戦で約半数が落ちた以上、空では天使には太た刀ち打うちできないかと」

「戦せん闘とう機きは？」

「私には未知数です。ただ、私見を述のべさせていただけば、保有五〇機では戦局を打開する力にはならないかとも思います」

「ヘリは？」

「優すぐれた機動兵器です。要所防ぼう御ぎよには有ゆう効こうかと思いますが、天使の速度に対たい応おうして広い範はん囲いをカバーすることは不ふ可か能のうかと思います」

「……じゃあ、東京まで来られちゃうのかな」

「私にはわかりません」

　沙霧は冷れい淡たんに答える。

　彩は窓まどごしに、東京の町まち並なみを見つめる。街路には学生の姿があった。ちょうど下校の時じ刻こくなのだろう。

　近藤が戦いを回避するために努力してきたことを彩は知っている。香港ホンコンにいた彩を東京に呼んで抗こう戦せん派はと戦おうとしたのは近藤だ。彩は平和を訴え、近藤は努力し、どうにか先せん制せい攻こう撃げきは回避できたのに、セフィロが先に攻撃してきた。

「どうすれば……いいと思う？」

　彩はたずねる。

「私にはわかりません」

　先ほどと同じ。それが沙霧の返事だ。

「ただ──」と沙霧は、「旦那さまがきっとどうにかして下さると、旦那さまがお嬢さまを守って下さると、私は信じます」

「…………」

　緒原の腹ふく心しんとも言える沙霧だが、彼女は〝コードＷ〟の詳しよう細さいを知らない。

　緒原は家人の誰だれにも計画の真実を告げなかった。

　だから沙霧は本当に信じているのだ。緒原は昔からかわらず、彩を守りつづけるために努力していると。

　今、緒原がどこに出かけているのかを彩は知らない。それを聞けるほど、二人の関係は改かい善ぜんしていない。家に戻もどってきた緒原だが、彩としゃべることはない。彩から口をきくこともなかった。

　なにが最善なのか。どうすればいいのか。

　彩は、きっと答えはあるはずだと信じて、だけど出口のない迷めい路ろをさ迷まようような気持ちで、ひたすらに考えた。




　各種メディアによって大敗北が報ほうじられたのは、この日の夕方だった。
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「あいつらバカか？」

　それが百もも川かわの率そつ直ちよくな感想だった。なにに対してかと言えば、光の海から流れてきた管かん理り団だん民みん営えい放送のテレビニュース──天使の圧あつ倒とう的な戦闘力と管理団空軍の大敗北を報じたその内ない容ように対してである。

　夜。百川は、セフィロ本部内の宿しゆく泊はく所じよでくつろいでいた。ビジネスホテルに近いシャワーと机つくえとベッドがあるくらいの部屋だ。

「正せい確かくではあるんだろうけど、ちょっとないよね。負けたにしたって、せめて戦せん略りやく的後こう退たいで被ひ害がい軽けい微びくらいにしとけばいいのに」

　熱いシャワーを浴びたばかりの奈な生おは、自じ慢まんの銀ぎん髪ぱつをタオルで拭ふいている。ショートパンツから伸のびた流りゆう麗れいな二脚きやくはまだ火ほ照てっていた。

「あれだれだっけ、近藤か。あいつ、人がよさそうだったからな。最さい低てい限げんの報道規き制せいすらかけられなかったのかよ」

　百川はベッドに腰こしかけてテレビを眺ながめる。テレビでは、一命を取り留とめた兵士たちが近きん郊こうの村に設せつ置ちされた臨りん時じのキャンプ施し設せつで治ち療りようを受けている様子が、男だん性せい記者によって報じられていた。大敗北を証しよう明めいするかのように、画面には、もはや戦意の欠片かけらもみえない重じゆう傷しよう患かん者じやたちの姿すがたがあった。

「普ふ通つう、かけるよね……。どういうつもりなんだろ……」

　敵てきである奈生が見ても、正直、気持ちが萎なえる。

　それほどまでに惨ざん敗ぱいした兵士たちは悲惨だった。

「敗戦を糧かてに戦意高こう揚よう作戦か？　それかあれだ、脳のう筋きん天使どもを調子づかせて大きな罠わなに誘い込むためとかな」

「そうかもしれないけど……。そのために船を一〇〇〇隻せきも使う？　二〇〇〇〇名以上の兵士が死んだとか出てるし……。初戦でも決戦だろ、これ……」

「さあな」

「うーん……。管理団は天使とさんざん戦ってきているんだし、天使の敏びん捷しよう性せいは予よ測そくできるよね普通……」

「だからバカなんだろ」

「お。なるほど。でも、情じよう報ほう網もうはちゃんと整せい備びしてるっぽいよね──。うーん。なんか矛む盾じゆんしてるなあ」

　ニュースの中では、結果だけではなく今回の戦いの推すい移いも報じられていた。管理団は事前に天使たちの出しゆつ撃げきを察知していた。だから、全方面隊の空軍連合である大だい規き模ぼな迎げい撃げき隊たいを編へん制せい、天使に隠かくれ場所を与あたえないために海上におびき出して殲せん滅めつを狙ねらった。天使は管理団の陽動にひっかかって海上におびき出されたが──。海鳥よりも速く飛来する天使の大軍に管理団空軍は翻ほん弄ろうされ、あっという間に陣じん形けいは乱みだれ、船に乗り込まれ、一方的な虐ぎやく殺さつを受けた。逃にげ延のびた船は一割わりに満たなかった。

「テレビの情報が全部正確とは限かぎらねぇしな。九割本当でも、残りの一割に俺おれたちをどこかに誘ゆう導どうしたい罠が潜ひそんでいる可か能のう性せいはあるだろ」

「康やす貴たかくん！　奈生くん！　ちょっといい!?　……あ」

　いきなりドアを開けて部屋に入ってきたハーシェが、ショートパンツ一枚で立っていた奈生に気づいて、赤面。

「ご、ごごごごめん！」

　手のひらで顔を隠す。

「いや、えーと、べつにいいけどね」と、奈生は、「見たければ見ても」

「……そう？」ハーシェはおずおずと手のひらをどけると、「奈生くんって、本当に綺き麗れいな体してるね……」

「おい、おまえ、奈生の裸はだか見に来たのかよ？」

　百川はからかい顔で言った。

「まさか！　大変なのよ！　今、フロレスから連れん絡らくが来て、武ぶ器き弾だん薬やくと食べ物が足りないから至し急きゆう送ってこいって！　二人のツテでまた入荷してほしいの！」

　部屋に入ってきて、ハーシェは大きな仕草で訴うつたえる。

「至急ならある分送りゃいいだろ？　取引してると遅おくれるぞ」

「それが……。実は在ざい庫こがほとんどなくて」

「おいおい」

「だってしょうがないじゃない。もともと少なかったんだから。お兄さまは、倒たおした敵から奪うばう気でいたらしいんだけど、ほら、海上戦だったでしょ？　圧あつ勝しようだったんだけどかわりにほとんど物ぶつ資しが手に入らなくて。だからみんな、一いつ旦たん、フロレスに戻もどってシドニーからの船を待っている状じよう態たいなの」

「ジルが乗り込んだ第一便はもうついた頃ころだよね？」

　タオルをバスルームに投げ入れて、奈生は前髪を手で押おし上げた。水気を落としただけの髪かみはそれでもさらさらで、ふわりと舞まった後、肌はだの上を滑なめらかに流れる。普ふ段だんは三つ編あみなのに癖くせひとつない。天使特有の髪質だった。

「その分で食いつないで待ってるんだろ」

「うん……実はそうみたい」

「ふーん。じゃあさあ、補ほ給きゆうを絶たたれたらヤバイね。向こうは、まず間ま違ちがいなくこっちの前線で物資が不足していることは理り解かいしているだろうし」

　部屋の隅すみに置いたバッグから適てき当とうにシャツを出し、袖そでを通しながら奈生はなんでもないことのように言った。

「だから大変なのよ！　でも、向こうは大敗北で、テレビなんかでもすごい怖おじ気けづいていて攻せめるなら今がチャンスだし！　でも、芹せり也やくんはどっかに行っちゃったし。私は情なさけないけどなにもできないし……」

「弱気になるなって。おまえは言うなれば、彩と同じで〝顔〟だろ。毅き然ぜんとした態度でみんなの前にいることが大切だぞ。安心しろ、俺たちがなんとかしてやるさ」

「康貴くん……」

　頼たのもしい言葉に感動したハーシェが、潤うるんだ瞳ひとみを百川に向ける。

「天使を助けるために、俺たちはここに来たんだからよ」

　百川はテレビを消すと立ち上がった。窓まどから夜景を──ガラスに映うつった自分の鋭するどい双そう眸ぼうを見つめた。

　──彩は、もう決めたのだろうか。

　百川はふと思った。

　彩には世界の核かく心しんに触ふれる力がある。そのことを百川は疑うたがっていない。破は滅めつの剣つるぎの呪のろわれた力を借りなければまともに動けないまでに肉体を傷きずつけた自分が、夢ゆめの城しろの中で彩に癒いやされて今では普ふ通つうに歩いている。

「出て来いよ、破滅の剣」

　命じると、百川の左手には赤黒い片かた刃はの剣がどこからともなく現あらわれた。

　一体、この剣はどこから現れているのか──

　剣は望めば必要な時に現れ、用が済すめば消える。それはどこか、天使に力をもたらす天てん使し脈みやく動どうに似にた力だった。

　彩の力。剣の力。天使の力。

　すべてを身の内で感じたことのある百川にはわかる。

　剣の力と天使の力は近しい。

　だけど、彩の力はちがう。剣の力とも天使の力とも、彩の癒す力は異い質しつだ。

　それは、

　なにを意味するのか。

　激はげしい憤いきどおりに耐たえ、百川は強く剣を握にぎる。

　トン──

　と、こんな時、いつもそうだったように、奈生の肩かたが百川の肩に触れた。

　百川は視し線せんを向けなくてもわかる。奈生は、昔から変わらない柔にゆう和わな顔で百川に微笑ほほえみを向けている。

「なあ、奈生」

　気持ちをほぐすように友の名を呼よぶと、剣は手から消えた。

「死んで解決する問題って、世界にあると思うか？　誰かが死ぬことで解決して良くなる出来事ってあると思うか？」

「ないね」奈生はあっさりと答える。「だから俺は、百川にも彩にも期待することは最初からひとつしかないよ。だけど、俺はそれは言わない。──どうして言わないか、百川にはわかる？」

「……わりィ。俺、バカだな。ちっともわかんねぇよ。教えてくれ」

「わかってるじゃん。バ・カ、だからに決まってるだろ」

　そういうと奈生はケラケラと笑った。

　はじめ百川はキョトンとそんな友人を眺ながめたが、やがてからかわれたことに気づくと眉まゆを吊つり上げた。

「テメェ！　マジで殺す！」




　本気なのか冗じよう談だんなのかわからないとっくみあいをハーシェはそばで見ていた。自然に表ひよう情じようはほころんでいる。本当にもう遠く昔のことだが、昔はハーシェもそんな風にイーアとイーアの姉と三人で遊んだことがある。

　だけど、イーアとイーアの姉はハーシェの父の手で人間に贈おくられた。

　イーアの姉はむごたらしく殺された。

　イーアは生き延のびた──天使の慈じ悲ひではなく、人間の支し配はい者しやミラン・ベルティールの慈悲によって。

　ハーシェは、自分には罪つみがあると強く思っていた。知らなかった、自分に止める力はなかったのだ、と、そんな言い訳わけで済すむ問題ではない。だから、まだイーアには謝あやまることすらできていない。ひたすらに避さけ、他人を通じて間かん接せつ的に気持ちを伝えようとしたりズルいことをするばかりで、顔をあわせないようにしている。

　それにくらべて、百川と奈生はどうだろうか。どうしてこんなに、わかりあえた顔ができるのか。彼女にはわからなかった。
















　第三章　楽園







　　　　１




　芹せり也やは香港ホンコンに来ていた。約束の男が指定してきたのは日にちだけで、会うための場所や時間は決めていない。だから見晴らしの良い高台の上から、廃はい都との混こん然ぜんとした町まち並なみと海に浮うかぶ死んだビル群ぐんを見下ろす。長年住んできた場所だ。自じ宅たくの場所も、恩おん師しである出雲いずも永えい子こが社長を務つとめる『赤せき龍りゆう』の場所もわかる。

　……まったく、どうして俺はこうやることが中ちゆう途と半はん端ぱなのか。

　向こうにも大切な仕事のあることはわかっている。だけど、どうしても芹也にはその男と会う必要があった。

　だから強ごう引いんに、どうしても会わなくてはいけないんだとまくし立てて、半ば強引に男をうなずかせた。

　会う目的を達することに精せい一いつ杯ぱいで、どこで会うかまでには頭が回らなかった。

　つい先ほど、それらしき場所──自宅と『赤龍』には行ってきた。しかし、男はその二か所にはいなかった。

　まだ来ていないのだろう……。

　と、ふいにうしろから自分の足元に別の影かげが伸のびた。

　振り向けば、長い銀ぎん髪ぱつを背せ中なかに流すスーツを着た長身の男がいた。

「緒お原ばら辰たつ弥や──」芹也は男の名をつぶやき、「どうして……ここがわかった？」

「君が堂々と空を飛んでいたというのでな」

「──そうか。いえ、わざわざ来てもらって済すまない」

　この男に敬けい語ごを使う気にはならない。が、きちんと来てくれたことに対する礼として芹也は頭を下げた。

「って、おまえたしか眼めが──」

　緒原は視力を無くしたようだと芹也は百もも川かわから聞いていた。緒原は瞼まぶたを閉とじたままでいるので瞳ひとみの状じよう態たいはわからないが──。

「水先の案内人がいれば問題はないでしょう？　芹也」

「先生！」

　霧きりが発生するよりも自然に、チャイナドレスを着た長い黒くろ髪かみの眼鏡めがねの女──出雲永子が緒原の隣となりにはいた。

「どうしてここに──。一体、あれからどこでなにを──！」

「ここにはもう二人来るわ。私で驚おどろいていては、まだまだだと言われるわよ」

「用よう件けんを聞こう」

　緒原は芹也の横に並ならび立ち、物もの憂うげな白はく貌ぼうを空に向けた。

　午後。香港の空には雲が多い。揺ゆらめく虹にじ色いろの光は雲の向こう側にある。夢む界かいの城しろはどこか雲の陰かげに隠かくれていた。

　芹也はためらいながらも口を開いた。

「……貴方あなたが見たという本のことを。〝天あま照てらす〟が持っていたという、最後の大天使が書いたというあの本のことを──俺に教えてくれ」

「あの本とは？」

「──『楽園記』だ」

「あの本は俺にとって、まさに魔ま道どう書しよだった。俺はあの本で世界を知り、世界を再さい生せいするために尽じん力りよくした」

「ミラン・ベルティールを殺して、彩さいを攫さらって、だな？」

「俺が殺したのは──最後の大天使〈時を纏まといし者〉だ」

「だからそれは、ミラン・ベルティールの──最後の大天使とは──世界に鉄てつ槌ついをもたらした最高位魔ま術じゆつ師したちのことなんだろう!?」

「では、俺おれたちはなにかね？　大天使が『鉄槌』以前の最高位魔術師だというなら、世界中の空から落ちてきたという俺たち天使と呼よばれる者は」

「それは──」

　わからないから芹也は、緒原に話を聞く必要があった。

「〈時を纏いし者〉は、まだすべての希望を捨すてたわけではなかったのだろう。だからそのあたりをあえてぼかして書いた。それが俺の誤解した理由──奴やつの罪つみだ。そして、それが天使と呼ばれる者の正体を示し唆さしている」

「意味がわからない！　時間がないんだ！　はっきり教えてくれ！」

「天使は『楽園』から来た。そのことにまちがいはない。だが『楽園』とは〝神〟の住む御み園そのではない」

「では──。なんだというんだ──」

「ここと同じ、『世界』だ」

「世界……？」

「過か去こ・現げん在ざい・未来の相がすべての地ち域いきにまたがって存そん在ざいする所──それが世界だ。俺たち天使は──おそらく、こことは別の過去・現在・未来の相を持つ所から来た。同じ次元相に存在する隣りん接せつ世界の住民と言えばいいのか。俺は年ねん齢れい的には、『楽園』で生まれたはずだが『楽園』の記き憶おくをなにも持っていない。──芹也君。君は、具体的に、年配の天使から聞いたことはあるかね。『楽園』とは、どんな場所だったか」

「いや、ないが──。それは天使が神に逆さからい、だから楽園への未練を断たち切ったが故ゆえのことなんだろう？　それか──神が天使の記憶を消した」

「では、なぜ俺たちは天使と名乗る？　記憶がないのであれば、どうして俺たちは自らを神の使徒だと断だん言げんできる？」

「それは──」

「俺たちが天使なのは、人間が俺たちを天使だと決めつけたからだ。空から落ちてきたことと、俺たちに共通するこちらの世界から見た時の卓たく越えつした美貌と、その美貌が彼らのイメージする天使の姿すがたに重なっていたことと。そして、『鉄槌』──神の怒いかりが大地に降ふり注いだ直後で天使墜つい落らくの理由を付けやすかったこと。それらすべてが重なり、俺たちは天使と呼ばれる異い世せ界かいの存在になった」

「『楽園記』に……書かれていたのか？」

「いや、書かれてはいない。世界救世の夢ゆめから覚めた──俺の推すい測そくだ」

「……結局、どっちなんだ。俺たちは『楽園』から来たのか、来ていないのか。だいたい『楽園記』にはなにが書かれていた！」

「俺たちは、人間が『楽園』と名づけた異世界から来た。その異世界は、この世界からの搾さく取しゆを受けつづけていた。楽園記には、搾取されつづけて滅ほろび行く異世界の姿がこの世界の末路であるように書かれていた。世界を救世する方法として、二つの世界の接続を断ち切る方法が書かれていた。

　次元を結んだそのパイプのことを、〈時を纏いし者〉は龍りゆう王おうと名づけた。龍王は〈命の泉いずみ〉に住まうもの。龍王は、この世界の太古の魔術師が作り上げた魔力の生成装そう置ち──。彼らが異世界の存在を認にん識しきしていたかはわからない。だがその装置は魔力を生み出すものではなく、異世界にパイプをつないで、異世界から魔力を──根こん源げん的なエネルギーを汲くみ上げるものだった。そのエネルギーによって、こちらの世界は大きく発はつ展てんし、エネルギーを吸すい取られるばかりの異世界──『楽園』は目に見えて滅ほろびへの道を辿たどっていった。そして、やがて異世界のエネルギーはほぼ底を尽つき、魔力生成装置である龍王は〈命の泉〉から魔力を生み出しはじめた。

　異変はすぐに起きた。相次ぐ災さい害がいに大地の衰おとろえ、魔術の弱体──。魔術師はそれを神界への扉とびらが閉とじかけているからだと考えた。そうして神界──無む限げんのエネルギーに満ちた世界に近づくことで世界の更さらなる発展を目指す『新理り想そう郷きよう計画』は生まれた。すでに吸い出すエネルギーなどないにもかかわらず。時を同じくして、黄昏たそがれの世界『楽園』では別の世界がエネルギーを搾取していることに気づいた者がいた」

「……〈時を纏いし者〉か？」

「わからない。だが、おそらくはそうなのだろう。我われ々われは──搾取された異世界のわずかな生き残りは──、生き延のびるために、向こうから開かれようとする扉を抜ぬけて、彼の手でこちらの世界へと転てん移いされた難なん民みんなのだろう。──君は、イルミナ・ルクシエールのことを知っているな？」

「ああ──。少しは」

「〝彼〟は、彼女と同調することで相転移を果たしたのだろう。イルミナの相転移が成功したのは、逆ぎやくにいえば〝彼〟が呼びかけたが故だ。だから〝彼〟はイルミナの夢にも重なり、ミラン・ベルティールの姿を纏ったのだろう。そして我々はイルミナがそうであったのと同じように、より小さくだが相転移によって特とく殊しゆなエネルギーを得た。それが天てん使し脈みやく動どうと呼よばれるものなのだろう」

「俺には──一度に理り解かいすることはできそうもないが──。彩は……俺たちでもなければこちらの人間でも……ないのか？　彩は本当にイルミナが生み出した夢なのか？　イルミナの夢とやらでコーティングされたこの世界の上に映うつっている、蜃しん気き楼ろうや──幻まぼろしのような存在なのか？」

「ちがう。彩はイルミナの転移によって、彼女が唯ゆい一いつ生み出したものだが、それは幻でもなければ蜃気楼でもない。すべてのものと同じように〈命の泉〉から彼女は紡つむがれた。ただ生成の方法が若じやつ干かん異ことなっただけだ」

「……イルミナは言ったという。彩に世界の運命を託たくすと。彩が死ぬことで、世界のコーティングは剝はがれて、世界は『鉄てつ槌つい』以前に戻もどると」

「あり得んな」緒原はハッキリと答えた。「世界はコーティングなどされていない。それはミラン・ベルティールが生み出した幻げん想そうだ。世界が崩ほう壊かいしたのは強ごう引いんに扉を開けようとした反動だ。彩はたしかに特別だ。しかしそれは幻の存在だからではない。特殊に生まれたが故、イルミナと同じように龍王と同調できるからだ」

「では、彩が死んでもなにもかわらないんだな？　ならどうして、おまえはそのことを彩に伝えない!?」

「知らなかったからよ」

　今まで黙だまって話を聞いていた永子が、うしろからはじめて口を挟はさんだ。

「先生──」

　芹也はふりむいて永子を見た。

「彩が死ねば──の話は、私にとっても初耳ね」

「しかし」芹也は永子から視し線せんを変え、緒原を睨にらみ、「聞けば理解できたはずだ！　おまえなら！」

「彩と緒原辰弥──二人のあいだに信しん頼らい関係があると思う？　芹也。なぜ、彼が彩のそばから離はなれてここに来たのか」

「……それは。でも、先生は……彩を殺して時間を巻まき戻すつもりで、だから姿すがたを消す前に俺に、〝明日に会う時には、夢から覚めた現げん実じつのどこかになるといいわね〟と言ったのではないのですか？」

「私が覚ましたかったのは、魔術師たちの狂くるった夢よ。この世界を楽園とし、自らが神として君くん臨りんする──できるはずはないのにね」

「ミラン・ベルティールは……死んだんですよね……。じゃあ、先生は、もう目的を達成したんですか？」

「まだ他ほかにもいるでしょ」

「──先生も、支し配はい者しやになりたいんですか？」

「まさか」永子は肩かたをすくめた。「もちろん私にも野心はあったけれど……。私は──彼女と出会ったから」

「誰だれ──ですか？」

「貴方あなたもよく知っているはずよ。まだ迫はく害がいされるばかりだった中、天使の子こ供どもたちを必死に集めて、守り、育て、そして死んでいった私の大切な友──」

「天照さま……」

「ええ。彼女は私を友と呼んでくれた。天使に化け、『楽園記』を得るために学院に来ていた私の正体を看かん破ぱしても尚なお。彼女を殺そうとした私に、彼女はバカみたいに涼すずしい微笑ほほえみをくれた。フフ。今思い出しても笑えるわ。あんまりにもバカらしくて、ただひたすらに最強の魔ま術じゆつ師しになりたかった私の野心は、その時に綺き麗れいに消えた。まあ、だからこそケリはつけなくちゃいけないと思っているけれど」

「──先生じゃないなら、まだ他にもいる敵てきとは誰なんですか？」

「その前にこれをあげるわ」

　眼鏡めがねの奥おくで優やさしく眼を細め、永子が懐ふところから取り出したのは、親指ほどの大きさの安っぽい銀色のケースだった。先せん端たんにはコネクターのようなものがある。コンピュータ用の情じよう報ほう記き憶おく装そう置ちだと芹也は知っている。

「これは……？」

　受け取って手のひらに乗せ、芹也はたずねた。

「『楽園記』、よ」

　永子が言う。

「え？」思わず芹也はケースに顔を近づけた。「『楽園記』って──」

「正真正しよう銘めいの本物。本だと思った？」

「はい──」

　芹也は、今にも崩くずれそうなボロボロの古文書を想そう像ぞうしていた。

「『楽園記』は、〈時を纏まといし者〉が『鉄槌』後に書いたものよ。それは、彼と交流のあった天照が彼から受け取った本物のひとつ。ダメもとで高天たかまが原はらの廃はい墟きよを探さがしてみたら、奇き跡せき的に残っていたわ。読み取るためにはいくつかのプロテクトを外す必要があるけど貴方なら問題はないわよね」

「……いいんですか？　こんな──世界に関かかわる大切なものを」

「だからこそ、でしょ」

　永子はウィンクする。そういうお茶ちや目めな部分は昔からかわらない人だ。

「はい」

　芹也は苦く笑しようして、ありがたく預あずかることにした。動いても落ちないように、しっかりとポケットの奥にしまう。

「それで──。敵の話ですが──」

「わからない？　貴方は会ったことがあるはずよ」

　永子はすぐに答えず、こんな時、いつもそうしてきたように、可愛かわいい愛まな弟で子しに自ら考え答えを導みちびき出す時間を与あたえた。

　直後、永子の華きや奢しやな体に一ひと筋すじの閃せん光こうが抜ぬけた。

　芹也は、見開いた眼でそれを見た。

　閃光は一筋では止まらず、二筋、三筋、四筋と……連続して永子の胸むねや腹はらをうしろから貫つらぬいた。チャイナドレスに濃こい染しみが広がる。その光が天使を殺すに適かなう光こう彩さい素そ子し弾だんのものであると気づいた時、永子の体がぐらりと前後に揺ゆれた。

　芹也が抱だきとめる。永子は口から血を吐はきながらうっすらと微笑む。小さく動いた唇くちびるがなにを言おうとしたか芹也にはわからない。

　先の答えを伝えようとしたのか、それともゲンキデネと言ったのか。

　それとも、友の名を紡つむいだのか。

　ただ、わかることは──。

「先生……」

　わかることは──。

　抱きとめた腕うでの感覚がなくなるほどに永子の体は熱い。だけどその熱気は、もうすぐ冷めて消える。

　──訪おとずれる、数すう刻こく後の未来だった。
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　生き残るためには抑おさえなければならない。怒いかりも悲しみも抑えて冷静になり、状じよう況きようを判はん断だんして最さい善ぜんを取らねばならない。

　芹也は永子を足元に寝ねかせると、拳こぶしをきつく握にぎり、白はく貌ぼうから一いつ切さいの感情は消して現あらわれた者たちに対たい峙じする。記憶に蘇よみがえるのは過か去こ。先生と共に過すごした高天原、そして、香港でのもう帰らない日々。

「天使だろうが魔術師だろうが、油断していればこんなものだ。もっとも俺は以前、貴き様さまにも同じようにしたはずだが貴様は生きている。今度も奇跡は起きるのかな」

　ブーツで荒あれ地を踏ふみながら中なか嶋じま信しの武ぶはゆっくりと近づいてくる。手には永子を撃うち抜いたアサルトライフルがあった。岩のような巨きよ軀くを軍服に包んだ姿すがたはそれだけで迫はく力りよくに満ちていたが、この男には屈くつ強きようだけでは済すまない魔ま性しようがある。

　つい数すう瞬しゆん前まで気配すら感じさせなかったのに、今では万まん力りきじみた威い圧あつ感が芹也を押おしつぶしにかかる。

「もう、起きぬだろうな」

　わずかに顔を伏ふせ、緒原が静かに答える。

「なぜ──」芹也はたずねた。「なぜこんなことをする──」

「敵てきだからに決まっている。君はいつからこの俺おれの味方になったのかね？」

　あと二メートルのところで足を止め、中嶋が言った。

「……クソ。──貴様」

「もっとも、その魔女は俺に話があったようだが。だから油断していたのだろうな。甘あまいことだ」

「貴様は世界を──どう考えているんだ！」

「知らんよ。どうでもいいことだ」

「なんだと！　おまえは──おまえは一体なにがしたいんだ！」

「君は行け」会話を遮さえぎり、緒原が芹也と中嶋の間に割わって入る。「行って彩に、百川君に伝えてほしい、現実と戦え、と。中嶋──死し闘とうの相手は俺が務つとめさせてもらう」

「よかろう」

「……緒原」

　芹也は、中嶋に従したがう警けい護ご官かんの制せい服ふくを着た少女──セアラ・ラプトを見み据すえた。

　状況は二対二。

　緒原が中嶋とぶつかるのであれば、芹也の相手はセアラだ。

　永子の死を悼いたんでいる暇ひまはなかった。虚こ空くうに現れた灰はい色いろ肌はだの男ハーマインが、長く伸のびた爪つめを振ふり立てて緒原の脳のう天てんを裂さこうとする。その爪を刀で受け止め、緒原は残ざん像ぞうが生まれるほどの速度で横に跳とんだ。

　中嶋の銃じゆう口こうが芹也に向いた。芹也は緒原の真後ろから動いていなかった。前足で地面を踏んだ緒原が体を返して中嶋を刀で突ついた。トリガーが引かれるよりも早く刃やいばは届とどき、中嶋はスウェイバックで刃は先さきをかわす。かわすと同時に中嶋は緒原を撃つ。その初しよ弾だんを刀で弾はじく緒原だったが、わずかに体勢を崩くずした。そこにハーマインが襲おそいかかる。ぎらついた爪が緒原の肩かたを裂いた。しかし致ち命めい傷しようには至いたらず、緒原は身を屈かがめた。

「光牙ライトフアング！」

　緒原は発動力を発はつ揮き。

　左さ甲こうのタリスマンが輝かがやくと同時に刃が一いつ閃せんする。

　芹也はそこまでの戦いを呆ぼう然ぜんと眺ながめ、ハッと自分の立場に気づいた。足元では永子が倒たおれている。紅くれないに染そまる彼女は、もう動かない。

　そして、遠く東京には彩がいて、世界の謎なぞを知らないまま夢ゆめのヴェールの中で決断を迫せまられている。

　……今、俺はなにをするべきだ。

　命を賭かけて、先生の仇かたきを取る？　百川ならそうすることで正面に血路を拓ひらくだろう。それが奴やつだ。

　俺は──。どうだ──。

　緒原の放った閃光の一撃が戦闘にわずかな切れ間を作った。

　今なら行くことができた。

「──俺は！」

　芹也は身を返すと、勢いきおいをつけて崖がけから飛び降おりた。降こう下かの力で加速して、一気にフルスピードまで上げる。

「逃にがすな！　先の会話の内ない容ようを伝えられては俺の計画が狂くるう！　殺せ！」

　ハーマインが金切り声で叫さけんだ。

「追って殺せ、セアラ」

　中嶋が命じる。

　芹也は振り返らず追つい跡せき者しやを認にん識しきした。

　果たして、先の緒原の言葉を──彼が語った内容を全面的に信じてもいいのか。芹也にはわからない。

　だけど、わかることもある。

　彩には死んでほしくはない。まして、自分で命を絶たつなどさせるわけにはいかない。全身で風を切りながら考える。結局、なにを知ろうが知るまいが、自分の想おもいにはいささかの変化もない。優ゆう先せん順位は最初から決まっていた。

　問題はどう逃げるかだった。背はい後ごから放たれた光こう彩さい素そ子し弾だんが脇わきすれすれを抜ぬけた。当たらなかったのは偶ぐう然ぜんだ。芹也は飛行で逃げ切ることはあきらめ、香港の雑ざつ踏とうの町まち並なみで相手を撒まくことに決める。芹也は香港に土と地ち勘かんがある。相手にはない。素す早ばやく撒いて、海ではなく内陸から南下してセフィロに戻もどるルートを芹也は頭に描えがいた。

　なにより百川に緒原との会話の内容は伝えなくてはならない──。芹也は迷まよわずにそう考えていた。おそらく一方に傾かたむくであろう彩の結けつ論ろんを覆くつがえせるのは百川しかいない。その確かく信しんがあった。

　まずは光の海を通じてでいい。とにかくセアラを撒いて、どこかでコンピュータに入れれば連れん絡らくは取れる。

　新九龍クーロン区。左右に崩れかけたビルの建ち並ならんだ鬱うつ蒼そうとした繁はん華か街がいに入る。看かん板ばんや鉄てつ枠わくが頭上でひしめいた中で、わずかな陽ひ射ざしが路地にこぼれている。陽射しを避さけ、陰かげの部分を芹也は全力で走った。ビルの隙すき間まを抜けて裏うら路ろ地じに入り、裏路地から裏路地、廃はい屋おくから廃屋をいくつも抜ける。空からの追跡は不ふ可か能のうだ。

「どけ！」

　廃ビルの陰にたむろしていたギャングどもを押しのける。

　背後から二度目の射しや撃げきが行われることはなかった。撒いたな──。芹也は足を止めて振り向いた。

　激はげしい機械音が狭せまい裏路地に轟とどろく。硝しよう煙えんが鼻をついた。全身に銃弾を当てられ、芹也は吹き飛ばされた。相手は天使ではない。先ほど押しのけたギャングだった。彼らがサブマシンガンで芹也を撃うったのだ。

「な──」

　予期し得なかった攻こう撃げきに芹也は呆然とした。

　咄とつ嗟さに天使脈動を発揮したので、銃じゆう撃げきは体の表面で弾はじいた。だが、衝しよう撃げきで一時的に体が麻ま痺ひして動かない。

「まさかこんなところで会うとはな、三み輪わ。知ってるか？　テメェの命にはけっこうな金がかかってるんだよ。へへへ」

　油ゆ断だんせず銃口を向けながらギャングどもが躙にじり寄よってくる。

　どの顔も芹也は知っていた。香港にいた頃ころ、何度も争ったことがある連中だ。

「おい、やれ」

　くいと顎あごをひねり、リーダーの男が命じる。

　悪あく夢むだった。いや、これは完全に自分自身の油断だった。廃都・香港は住処すみかだが、だからこそ平和な場所でないことはわかっていたはずなのに。背後の敵てきにばかり囚とらわれて眼がん前ぜんの敵に眼めが行っていなかった。どうして俺はこう──ツメが甘あまいのか──。どうして俺はこう仲間の信しん頼らいに応こたえることができないのか──。

　……クソ。

　……こんな……ところで……。
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　戦いはつづいていた。芹也が無事に遠ざかったのを理り解かいし、緒原はふと笑う。

「なにが可お笑かしい」

　気づいた中嶋が愉たのしげにたずねた。中嶋はとっくにアサルトライフルを投げ捨すて、接せつ近きん戦せん用の分ぶ厚あついナイフを手にしている。緒原は中嶋と戦いつつ、ハーマインが消えて逃げないように剣けん圧あつをかける。

　だが、どうやら、十分な時間は稼かせげたようだ。

「あの時──〝コードＷ〟の時──神しん海かいで死に場所を無くした君だ。ようやく死に場を得て嬉うれしいのはわかる」

「ちがうな──」

「ほう」

「もっとも、ここでケリをつける気持ちにかわりはない」

　緒原は刀を鞘さやに戻もどし、自然体に構かまえた。あわせて中嶋もナイフをしまう。ハーマインの気配は感じられないが──そばにいる。芹也が逃げてしまった以上、ここで緒原を始末する気になったことは数すう瞬しゆん前の殺意でわかる。緒原は視し力りよくを無くしている。しかし、戦うだけなら今までと同じようにできた。

　次の抜ばつ刀とうで決める。長引かせる気はなかった。

　二人を仕し留とめることはできない。狙ねらいを定め、殺やるのは一方のみだ。

　意い識しきに広げたイメージの中に、背はい後ご、赤い光がぎらついた。

　構わず緒原は踏ふみ込こんで刃やいばを放った。

　中嶋が腰こしのホルスターから銃を抜く。

　斬きった。中嶋の腹はらから胸むねをしっかりと深く切り裂さき、刀を天に掲かかげたまま、緒原は背後から爪つめで胸を貫つらぬかれた。

　死の感覚は、色に譬たとえるなら真しん紅くと純じゆん白ぱくだろうか。他ほかはない。色だけが、すべての世界を覆おおい尽つくす。それを味わうのは二度目だ。一度目は神海で、三つ編あみの青年──有あり本もと奈な生おのかわりに光こう彩さい素そ子し弾だんを受けて味わった。

　記き憶おくのフラッシュバックで七色から無色を経へて意識は純白へと染そまる。激しく燃もえさかる全身は真紅に。

　緒原は踏みとどまり、ドサリ──と中嶋が倒たおれる音を聞いた。

　そうして、自分も倒れた。

「ククク……。残念だが、俺の勝ちだな、緒原辰弥」

　ハーマインが低く抑おさえた声で笑う。

　消えかけた意識の中で緒原は思う。

　少なくとも、彩にとっての大きな憂うれいのひとつを取り除のぞくことはできた。

　……すでに世界から退たい場じようしたはずの俺だ。

　……惨みじめに生き延のびてきたが、ひとつだけでも役に立てたのなら……そのことを喜ぶべきだろう……。

　だが、彩はまた怒おこるのかな……。

　俺は最後まで、約束を守らずに終わるか──。

　緒原は彩に頼たのまれた。東京で、彼女を守ってほしいと。緒原はうなずき、彩と共に東京の自じ宅たくに帰った。しかし、もう昔に戻もどることはできなかった。昔のように彩に触ふれることが緒原にはできなかった。だが、今さら理解できたが、昔のように触れる必要などもうなかったのだ。彩は子こ供どもではない。彩は成長していた。そのことを緒原は、こうして死ぬ瞬間まで理解できなかった。緒原は一いつ己この大人として彩と接し、自らに課せられた責せき任にんを果たせばよかったのだ。

　しかし、それでも、緒原は思う。

　本当に、ダメな父親だ──。

　と。

　蘇よみがえるのは、まだ幼おさない頃ころに彩が自分に向けてくれた無む垢くな笑え顔がおばかりだった。

　最後の力で緒原は、唇くちびるの端はしをわずかに歪ゆがませた。




「いつまで寝ねている気だ？　東京での本番はこれからのはずだが」

　ハーマインは冷れい淡たんに中嶋を見下ろす。彼は、緒原の死がまったくの無む駄だ死じにであることを知っていた。中嶋はもはや人間ではない。ハーマインと契けい約やくし、斬きられても再さい生せいすることのできる化ばけ物ものだ。

「余よ韻いんにでも浸ひたっているつもりかね。そんな暇ひまがあるなら、先ほど逃にげた天使を追ってほしいがね」

「愚おろかな男だな、君も」

　倒れたまま中嶋はそう言うと、地面に両方の手をつき、体の具合を確たしかめながら慎しん重ちように身を起こした。

「俺おれと奴やつとは旧きゆう知ちの仲だ。造ぞう花かでも手た向むけたい気持ちになったのだよ」

「愚かなのは、そのくだらない感かん傷しようだろう？」

　緒原の死体を靴くつ先さきで蹴け飛とばし、ハーマインがせせら笑う。

　中嶋の体は異い様ような変へん容ようの只ただ中なかにあった。緒原辰弥の剣つるぎによって切り裂さかれた臓ぞう器きや皮ひ膚ふが生物のように蠢うごめき、再生を行っている。流れ出した血はしかし粘ねばりついて離はなれず、ずるずると体内に引き戻る。

　中嶋は、常つねにかけている朱しゆ色いろのサングラスを拾い上げた。衝しよう撃げきで顔から外れていたが壊こわれてはいない。

「──死者への冒ぼう瀆とくはよした方がいい。君に死しに神がみが取り憑つくぞ」

　サングラスをかけ直し、中嶋は言う。

　中嶋はサングラスを指で押おし上げると共に言葉をつづけ、

「もっとも、すでに手て遅おくれかな」

「なに？」

「俺は別に、感傷だけで慎重になっていたわけではない。俺は斬られた。奴が本気なら俺は死んでいた。そのことを確かめていた」

「意味がわからんな」

「奴は強い。忘わすれたか？　君のその腕うでが奴によって斬られ、天使脈動で再生能のう力りよくを断たち切られたことを」

「あの時は油断していただけだ」

「──では今回は、奴が本気だっただけだな」

　中嶋は、サングラスを指で押し上げたまま、指の隙すき間まから契約者の最期を見た。

「愚かな本気だったわけだ」

　まだハーマインは自分の体になにが起こったのかを理り解かいしていない。真っ二つに切せつ断だんされながらも男は余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべた。

　だが、その笑顔はやがて凍こおりついた。

「え……？　あ……」

　左右の視し野やがずれていき、ようやくハーマインは気づいた。

　片かた方ほうしかない手で左右の体を触さわり、ずれを認にん識しきする。恐おそる恐る視線を下げれば、触れた通りにずれていた。

「バカ……な……この俺が……」

「どうやら、君は死ぬらしいな」

「死ぬ……。こんなどうでもいいところで……。まさか……有り得ない……。有り得うるはずがない……。イヤダァァァァァ──────っっ！」

　地面に叩たたきつけられたガラスよりも儚はかなく、男は塵ちりとなって消えた。

　どこかに逃げたわけではない。

　奴は消しよう滅めつした。

　塵と共に広がった生命の波動が中嶋の肌はだに触ふれた。なにも知らない者であれば、それは悪お寒かんと受け取るだろうか。いずれにせよ、清せい廉れんなものではない。

「俺を実じつ剣けんで斬きることで、奴はおまえを誘さそい込んだ。そして本当の力を、放出した天使脈動の刃やいばを、背はい後ごに振ふるったのだよ」

　中嶋の体は意い志しとは関係なく再生をつづける。どこからか注がれ、体を突つき破やぶって溢あふれんばかりに力は膨ふくれていく。どうやら雇こ用よう主ぬしが死んでも、エネルギーを通すパイプが消えてなくなるわけではないらしい。それどころか、今まで奴が得ていた力までもがこちらに流れはじめた気がする。人間個こ人じんで受けきれるものではなさそうだった──契約を交かわす時からわかっていたことだが。

「俺たちの時代は、そろそろ終わりそうだな」

　中嶋は旧知である足元の二人に語りかけた。

　二人はすでに死んだ。

　そのことに、特に深い想おもいはない。ただ、事実を伝えただけだった。

「俺は最後に、確たしかめることができるのかな」

　中嶋は、空と海の狭はざ間まで白く泡あわ立だつ弧こ状じようの水平線を見つめた。その先には天使たちの新しん興こう国家がある。

「──この俺は、どこまで限げん界かいを超こえることができるか」
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　私は強くなんてない。弱い。とても弱くて、もうギリギリの状じよう況きようなのに、まだ決けつ断だんできないでいる……。

　どうにも椅い子すに座すわっていることができず、彩は控ひかえ室から出ると暗い廊ろう下かを歩き、まばゆい白い光に照らされたステージを脇わきから見つめる。ステージには祭さい壇だんがセットされ、たくさんの清せい楚そな花が添そえられていた。その祭壇と献けん花かは、先日のセレベス海上戦で死んだ者たちへのものだ。

　追つい悼とう決起大会、と、約一万名の遺い族ぞくが来た今回の集会は呼よばれている。

　今、ステージでは近こん藤どうが演えん説ぜつを行っている。

　現げん在ざいの厳きびしい状況を認みとめつつも、市民が一いつ致ち団だん結けつして事に当たれば必ず勝利できるという内容だった。

　必ず堕だ天てん使しどもを撲ぼく滅めつすることはできる──と。

　彩の胸むねは酷ひどく痛いたむ。

　胃には、もうとっくに無数の針はりが突き刺ささっていて、作りものの笑顔でさえ作るのが苦しいほどだ。

　気のせい……ではなく、頭がくらくらして倒たおれそうだった。

　すべては、プレッシャーのせいだ。

　本当に、なにが真の天使かと思う。

　真の完かん璧ぺきな者が、たかがプレッシャーに負けて倒れそうになるだろうか？

　……私はどうしたらいいんだろう。

　彩は心にたずねる。

　彩はここまで来て、まだ決めることができないでいた。

　表ひよう層そうでの結けつ論ろんはとっくに出ている。天使を堕天使・悪あく魔まだと認め、自らのみが神の使徒だと言い、人々に祝福を与あたえる……。そんなことができるはずはなかった。彩は神の使徒どころかイルミナの夢ゆめから生まれた粘ねん土ど細工のような作りもの……。だから百川たちこそがやはり神の使徒なのだ。

　それに──みんなに戦争をしろなんて……。けしかけること……。

　できるはずはない。

　彩は絶ぜつ対たいに、戦争などしてほしくなかった。

　だけど、近藤は言う。

「我われ々われは戦争を防ふせぐために努力し、セフィロ側とも話し合おうとした。しかしセフィロは聞く耳すら持たず攻こう撃げきを開始した。先日の戦いで我々は大切な命の多くを失い、管理団空軍は半はん壊かいした。その大敗北は、すでにみなさんも知っていることだと思う。しかし、だからといって我々は退ひくことはできない。退いても敵てきは来る。敵は東京を破は壊かいし、我々を皆みな殺ごろしにすることを目標としているのだから。我々は守るために。残ざん虐ぎやく非ひ道どうな天使──いや悪魔どもと戦わなくてはならない」

　酷い言い様だと彩は思う。近藤は敵意を煽あおっている。もっと他ほかに、平和も模も索さくできるような言い様はないのだろうか……。彩は非ひ難なんしたい気持ちでいっぱいになるが、彩にもかわりの言葉はない。

　だって実じつ際さい、天使たちは襲おそってきて、大おお勢ぜいが殺されたのだから……。

　つまり、理り屈くつで考えれば、もう選せん択たく肢しはないのだ。

　敵は問答無用。

　であれば、戦う以外にはない。

「我々には希望がある」

　近藤は淡たん々たんと、しかし力強くそう言った。

「四半世紀前、我々は自らの愚おろかさ故ゆえに神の『鉄てつ槌つい』を受け、魔力を、それまでの文明栄えい華がを失い──神から見み捨すてられた。その意味で考えれば、彼らは本当の天使で我々を抹まつ殺さつするために来たのかもしれない。しかし、そうではないと、神の正せい義ぎは我々の元にこそあるのだと私には言い切ることができる！　なぜなら彼らは天使ではない！　そして我らの元には真の天使がいる！　この世界で唯ゆい一いつ、神に愛され、神のご意い志しを我々に伝える真の神の使徒──白き翼つばさの天使が！」

　会場が沸わいた。会場には、先の戦いで殺された兵士の遺族たちが集まっている。その遺族たちが怒いかりとも期待ともつかない巨きよ大だいな感かん情じようの渦うずを作り、天使を殺せと叫さけび、管理団の勝利を期待し、彩を呼んだ。

「さあ、どうぞ」

　いつの間にかうしろにいた誰だれかにトンと背せ中なかを押おされ、彩は歩いた。

　まばゆいステージに、足を踏ふみ入れる。

　ひときわ大きな歓かん声せいが、津つ波なみとなって彩を飲み込こんだ。

　息が詰つまる。胸の痛みが全身に広がる。目の前の光景がいくつにもぶれた。もうこのまま彩は倒れそうだった。

　彩は近藤に招まねかれ、近藤と入れ替かわってステージの中央に立った。

　人々が静まる。

　……もう、逃にげることはできない。

　彩は決死の覚かく悟ごを固める。百川と出会ってからの旅を、彩は思い出していた。過か去この罪つみに苦しむ百川の横顔を彩は知っている。人間にむごたらしく殺された百川の大切な人のことを彩は知っている。

　この演えん説ぜつは、全世界に放ほう映えいされている。

　だからこそ……。

　……あたしは、言わなくちゃいけない。大好きな人を守るために。たとえそれが、たくさんの人の期待を裏切ることだとしても。

　彩は口を開いた。

「天使は、悪魔ではありません。私は、天使ではありません。戦争は、とても悲しいことだと思うけど……。でも、忘わすれちゃいけないのは……。私たちも──天使を殺して、だから天使は恨うらんでいて……。その悲しい繰り返しを、断たち切るための努力が私たちには必要だということです。もう戦いは回かい避ひできなくて……私にはなにもできないけれど……。そのことは──忘れないで下さい」

　彩は一礼すると、身を返してステージから立ち去る。

　近藤と視し線せんをあわせることはできなかった。彩がステージから去っても、会場は静まり返っていた。

　パチ──

　と、音がしたのはステージからだった。

　彩は近藤が手のひらをあわせるのを見た。それは拍はく手しゆだった。

　やがて会場は拍手に包まれ、しばらくして司会者が、

「では、次にですが──」

　と、何事もなかったように集会をつづけた。

　近藤がステージ脇わきに来た。

　彩は頭を下げると、

「すいませんでした」

　と、謝あやまる。

「なにがだい？」

　近藤は穏おだやかにたずねた。

「その──。期待に応こたえることができなくて──」

「君が言ったことは正しい。だから、そのことは誰も非ひ難なんしなかっただろう？　君は胸むねを張はっていればいい。だが、忘れないでほしい。次に負ければ東京は焦しよう土どと化す。すべてを守るために、次は勝たなくてはいけないのだと」

「…………」

　彩は、顔を上げることができない。肩かたと背中の翼を激はげしく震ふるわせた。

「疲つかれたようだね。家に帰りなさい」

　近藤は立ち去る。

　彩は考える。

　自分は正しいことをしたのか。自分は正しいことを言ったのか。

　自分は正しいことをした。正しいことを言った。

　そのはずなのに……。

　自分にはまったく自信が持てず、正しいことをしたとも思えず。

　私はみんなを裏切ったのだ──。みんなを見捨てて、自分だけを取ったのだ。

　と、だけ理り解かいした。

　どうしてあたしはあんなことを言ったのか。

　どうしてあたしは期待に応えなかったのか。

　彩はきつく眼めを閉とじ、涙なみだを必死に堪こらえ、押おし寄よせる後こう悔かいと戦った。もう迷まよわないと決意したはずなのに。信じる道を進むと決意したはずなのに。決意しても、決意しても、現げん実じつは容よう赦しやなく襲おそいかかる。

　惨みじめさに打ちひしがれ、彩は動くこともできなかった。
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　天てん井じようから落ちてきた水の感かん触しよくで、芹也は意い識しきを取り戻もどした。まわりは暗い。わずかな光が四角い枠わくからこぼれている。キリで刺さしたような痛いたみを頭に感じた。体のあちこちに熱気を感じて、まだ生きている自分を自覚する。

　身を起こすことはできなかった。体はがんじがらめに鎖で縛しばられている。あるいは神しん経けいが麻ま痺ひしているのか。

　なにはともあれ、殺されていなかったことは喜ぶべきだろう。

　これからどうされるとしても。

　同じことか、と思い、芹也は唇くちびるの隙すき間まから空気を漏もらす。自分がどれだけ急がなくてはいけないかが意識の中に思い出されてくる。

　次し第だいに闇やみに眼が慣なれてきたのか、放ほうり込まれているのが五メートル四方ほどの密みつ室しつだと理解できてきた。

　もう使われていない、どこかの店の倉庫だろう……。

　それもまた、どうでもいい問題ではあるが。

　思考が戻ってきても、体は一向に神経信号を取り戻してくれない。

　百川……。

　済すまない……。

　やがて芹也は管かん理り団だんに引き渡わたされ、拷ごう問もんされるか処しよ刑けいされるかするのだろう。

　もちろんあきらめたわけではない。

　だが、状じよう況きようから考えて、死中に活があるとも思えない。

　と、

　首くび筋すじに冷たさを──

　空気の流れを感じた。

　寸すん前ぜんにガチャリと音がしたからドアが開いたのだ。明かりは延のびて来ない。廊ろう下かも暗いのだろう。

　同じテンポを踏ふんだ靴くつ音おとが三回だけ響ひびき、誰かが枕まくら元もとに立った。

　芹也はドアに背せを向けて横向きに倒たおれている。現あらわれた者の姿すがたを見るところまで眼球を動かすことはできなかった。

　殺すなら殺せ……。

　あきらめの中、芹也はそんなことを思う。

「惨めだな」

　低く抑よく揚ようの利きいた機械じみた声を現れた者は発する。

　女の声だった。

　その声に芹也は聞き覚えがある。

　セアラ・ラプト──。

　中嶋信武の愛まな弟で子し。ミラン・ベルティールの警けい護ご官かん。百川と奈生に因いん縁ねんの深い進化種の少女である。

　ついに、芹也の所しよ在ざいを突つき止めて、始末するために来たのだろう。

「この状況を……立りつ派ぱだと言う者はいないさ……」

　芹也は弱々しく口を開いた。

「惨めなのは貴き様さまの心だ」セアラが言う。「これが〈捨すて去りし者〉なら、四し肢しがちぎれようともあがきつづける。だが、貴様は死を覚かく悟ごしている」

「悪いな……。俺おれは、現実派なんでね……」

「では、殺そう」

　金きん属ぞくのこすれる音が芹也の耳に聞こえた。セアラがゆっくりと、愛用の刺突剣レイピアを腰こしの鞘さやから引き抜ぬく。

「最後に言いたいことはあるか？」

「……無念だよ」

「だろうな」

　死の感触を伝えるように、レイピアの先が芹也の首筋に触ふれる。

　芹也は抗あらがわない。我われながら惨めなのかもしれないが、抗ったところで死の刃やいばから逃のがれる術すべはないと結けつ論ろんを出していた。

　と、次の瞬しゆん間かん、静から動の一瞬の転てん換かんが起きた。

　ヒュンとかまいたちじみて風を切り、レイピアの細い刃が流りゆう麗れいにしなった。

　体を縛りつけていた鎖くさりの呪じゆ縛ばくが解とけ、芹也は全身に血と神経が戻ってくるムズ痒がゆい感触を覚えた。鎖は、管理団が捕とらえた天使を拘こう束そくする時によく利用する、天使脈動の流れを阻そ害がいする特とく殊しゆなものだったのだろう。

「どういう──クッ！」

　立ち上がろうとして芹也は、腰と膝ひざの両方から崩くずれた。

　落らく雷らいで撃うたれたように全身が激はげしく痛いたんだ。かろうじて膝を手で支ささえ、自分を冷然と見下ろす進化種の少女を睨にらんだ。

「つもり……だ」

「逃にげ延のびれば、セフィロに帰る気なのだろう？」

「当然だ──」

「では、貴様は死んだも同じだ。空を飛ぶどころか歩くこともままならないその体で辿たどり着くことができるものか。自らの死すら判はん断だんできる貴様なら、私の言っていることは正しいとわかるだろう？」

「…………」

　歯を嚙かみしめ、倒れず、睨みつづけることだけが芹也の意地だった。

　セアラは冷たい顔のままその視し線せんを受け止める。

　セアラはなにも言わずに背を返した。入ってきた時と同じテンポの足取りで、部屋から立ち去ろうとする。

「待て……！　どうして……助ける……」

「惨めなだけの男に、興きよう味みはない」

「なんだと──」

　セアラは立ち止まらず、部屋から出るとドアを閉めた。

　再ふたたび芹也は密みつ室しつの中に一人となる。

「クソ……ッ！　俺は──ッ！」

　芹也は壁かべに手をつき、悔くやしさと怒いかりと痛みで顔を引きつらせながら、必死に足を動かして部屋から出た。

　長く伸のびた暗い廊ろう下かを進み、建物の外を目指す。
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　フロレス島。射し込こむ陽光の中に埃ほこりが舞まい踊おどる薄うす暗ぐらい廃はい屋おくで、氏族幹かん部ぶたちの不満は頂ちよう点てんに達しようとしていた。

「議長、いつまでこんなゴーストタウンにいるつもりだ！」

「我々は勝利した！　管かん理り団だんの雑ざ魚こなど我々の敵てきではなかったではないか！　どうして侵しん攻こうしないのです！」

「弾だん薬やくがないことなどなんです!?　食料など現げん地ちで調達すればいい！」

「そうだ！　現に我々はそうして勝ち残ってきたではないか！」

「戦いくさにとってもっとも大切なのは機ですぞ！　機を逃せば、いくら物ぶつ資しがあっても勝利は天使の手から転がり落ちる！」

「そうだ！　なにを議長はのんびりくつろいでおられるのだ！」

「決戦を！」「決戦を！」「決戦を！」「決戦を！」

　怒ど濤とうの唱和を受けても、天使たちの前に立つ一ひと際きわ派は手でな白衣の議長ジルド・グランツの顔色はかわらない。

　そんな父親に、脇わきに控ひかえたダウィルが正面を向いたまま囁ささやく。

「──如何いかが致いたします？　ハーシェは緊きん急きゆうに手配すると言っておりましたがこのままでは我わが族の権けん威いに関かかわりますぞ」

「わかっておる。必勝を期すには補ほ給きゆうを待つべきだと考えてもいたが、ちょうど私もこの劣れつ悪あくな環かん境きようにはうんざりしていたところだ」

　ジルドは手を掲かかげ、居い並ならぶ血気盛さかんな氏族幹部たちに一時の沈ちん静せいを求めた。

　場が静まった後、彼は語る。

「諸しよ君くんの志こころざしはよくわかった。慎しん重ちような我わが娘むすめの言を汲くむ形で私も待機していたが、確たしかに今こそが機であると私も認みとめる。今夜の出しゆつ立たつを、ここで決議しようではないか。諸君らの意見を応おう否ひで聞かせてほしい」

　一いつ斉せいに応の叫さけびが廃屋にこだまし、セフィロの進軍は決定した。
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　けたたましい機械の稼か働どう音おんに包まれ、ドックでは急ピッチで船体の整せい備びや荷物の積み込みなどの作業が進む。オーストラリア、セフィロ本ほん拠きよ地ち。シドニーにある、元は人間が飛行場として使っていた敷しき地ちである。

「ねーねー。おにいちゃんが〝すてさりしもの〟？」

「おう。おまえは誰だれだ？」

「ぼく、ギーニー。５さいだよ」

「ほー。で、俺になにか用か？」

「おにいちゃん、つよいんだよね？　あまてらすのたったひとりの〝まなでし〟で、せかいでさいきょーのてんし！」

「まあな」

「ぼく、おにいちゃんみたいにつよくなる！　ころしかたおしえて！」

「……いきなり物ぶつ騒そうな奴やつだなテメェも。まあいいか。殺し方はともかく、身の守り方なら教えてやるぜ」

　百もも川かわはドックの隅すみで仕事をさぼって子こ供どもと遊びはじめた。

　本当なら叱しかるところだが、奈な生おはタイミングよく百川の注意が逸それてくれてホッと胸むねを撫なで下ろした。

「……ねえ、ＪＢ。その話、裏うらはあるんだろうね？」

　奈生は声を潜ひそめてたずねた。まあ、普ふ通つうにしゃべっても三メートル離はなれれば聞こえないほどにドック内は騒々しいが、それでも念のために。

「当たり前だ。俺が今までガセネタをつかませたことがあるか？」

「あるだろ」

「……まあ、そうだが、今回は本当の話さ」

　ＪＢと名乗る彼は天使であるが武ぶ器き商人で、髪かみを染そめて人間に化け、人間と天使の取引を仲ちゆう介かいしている。今回、奈生の要よう請せいに応じて、危き険けんは承しよう知ちで愛機の空中帆はん船せんを駆かって武器と弾薬を届とどけてくれた。奈生とは古いつきあいである。

「世界がまたメチャクチャになりはじめて、香港ホンコンも対岸の火事ではなくなったってことなんだろうな」

「二人、か──」

「ああ。もう一人はスーツを着て刀を持った進化種だったらしいぜ」

「他ほかは？」

「二人だけだったらしいが？　心当たりでもあるのか？」

「ううん──。わかるだろ。俺は、あの人には世話になったから。所しよ詮せん人間といっても悲しくはあるさ」

「そういやおまえらは、『赤せき龍りゆう』のお抱かかえだったもんな」

　香港にいた頃ころ、奈生たちは永子との関わりを隠かくすために『赤龍』お抱えの仕事屋として動くこともあった。

　ＪＢがもたらした情じよう報ほうとは、永子の暗殺だった。

　同時に死んだのは緒お原ばらだろう……。

　では、芹せり也やは──。

　香港に行っていたはずの芹也は、きっとその場にいたはずだ。

　芹也からの連れん絡らくは今のところない。

　一体、なにがあったのか。死体が発見された時、もう犯はん人にんはいなかったという。

「で、どうなんだ、奈生？　おまえから見て今度の戦争はどっちが勝ちそうだ？」

「それがわかれば苦労はしないって」

「管かん理り団だんも食わせ物だが、天使の戦せん闘とう力りよくも侮あなどりがたいからな。俺としてはどちらに恩おんを売るべきか迷まよう」

「ＪＢはホントに図太いね」

「ケッ。なに言ってやがる。俺以上に図太く生きてきたくせによ」

「でも、管理団は食わせ物なの？」

「だろ？　この間の海戦だって、あんなもん、最初から負ける気だっただろうしな」

「……どういうこと？」

　奈生が怪け訝げんな顔でたずねる。

　商売相手がネタに食いついたのを見ると、ＪＢはニヤリと笑い、

「タケェぜ？　金きん塊かい一本」

「わかったよ」

　値ね引びきが無む駄だなことを奈生は知っている。

　それにまあ、どうせセフィロの金だ。

「実は持ってきてやったぜ。ほら、噂うわさどうこうよりこれなら確かく実じつだろ。かなりの遠とお目めだが逆ぎやくにわかりやすいだろ。見てみな」

　金塊と引き替かえにＪＢが奈生に渡わたしたのは、一冊さつの単行本ほどの大きさの機械──簡かん易いの映像再生装置プレイヤーだった。すでに記録カードはセットされていて、あとは再さい生せいボタンを押おすだけになっている。

　そこには、先の海上戦の様子が映っていた。陣じん形けいを整え静止する空中帆船団に、正面から天使たちが猛もうスピードで飛来する。帆船から一いつ斉せいにフラッシュが瞬またたく──設せつ置ちされた機き銃じゆう座ざからの砲ほう火かだ。その黒い雨を天使たちは螺ら旋せんを描えがいてかわし、象ぞうに群むらがる狂きよう暴ぼうな蟻ありのように帆船に食くらいついた。次々と空中帆船は煙けむりを吐はいて海に落ちていく。その無音の映えい像ぞうを奈生は驚きよう愕がくを隠かくせない顔で見つめる。

「こんなバカな──！」

「だろ」ＪＢは肩かたをすくめると、「あまりにもおかしな話だ。金塊一本分の価か値ちは十分にあるだろ、なあ」

「ああ……。十分すぎるよ……。ハーシェは!?」

「どうしたの、奈生くん」

　ちょうどハーシェがドックに来た。

「ハーシェ、ちょうどよかった──」

「武ぶ器き……来たんだ」ハーシェは力のない声で、「ごめんね……。せっかく準じゆん備びしてくれたのに要いらなくなったみたい」

「どういうこと？」

「もう待ちきれないって。疲つかれは取れたから、一気に台たい湾わんを攻せめて物ぶつ資しは現げん地ちで強ごう奪だつするからいいってお兄さまが言ってきた」

「そんなバカなこと！　最速だよ？　これ以上早く揃そろえることはできないくらいに早く準備したのに待ちきれないって──。なんだよそれ！　だいたい、弾だん薬やくもなしに剣つるぎだけで戦う気なの君の兄さんたちは!?」

「ごめんね……。あ、でも、払はらったお金を返せなんて言わないから」

「当然だぜ」

　と、ＪＢ。

「おい、どうしたんだよ奈生。柄がらにもなくでかい声出して」

「百川──。これ、見てよ」

　やってきた百川に、奈生は映像再生装置プレイヤーを渡した。あわせてハーシェも横から映像を見た。ハーシェには、天使が圧あつ勝しようしている映像にしか見えない。だけど百川の顔は、奈生がそうであったようにみるみる驚おどろきの色に染そまる。

「ねえ……どうしたの？」

　ハーシェは不安にかられ、百川の腕うでを握にぎった。

「ハーシェ……。テメェ、急いで連絡しろ……。進しん撃げきは、中止しろってな……」

「誰に？」

「連絡だよ！　アニキに！　急げ！　全員殺されるぞ今度は！」

　直後である。まるで大だい地じ震しんのような衝しよう撃げきが、鼓こ膜まくを突つき破やぶるほどの轟ごう音おんと共に、頑がん丈じようなドック全体を激はげしく揺ゆらした。

「な、なに？」

「敵てきだろ！　ハーシェ、おまえはみんなをまとめろ！　ドックから出るなよ！」

「──百川！」

「おう！」

　駆かけ抜ぬけた奈生につづいて百川は外に出た。空を見上げる。最初に百川は管理団空軍による爆ばく撃げきを考えた。空に飛行機の姿すがたはない。空にはいくらかの雲はあったが、雲間に隠かくれている様子もなかった。

　空の向こうにある白い城しろを見つめ、百川はチッと舌したを打った。鼻をつくのは粉ふん塵じんのツンとした刺し激げき臭しゆうだ。

「誰かが入り込こんで破は壊かい工作でもしたのかよ──」

「なのかな──。でも、ただの爆発であそこまで大地が揺れるかな──」

　ただの事じ故こだとはとても思えなかった。

　奈生も百川と同じように空くう襲しゆうを考えた。二人はしばらく空を見たが、やはりどこにも敵の姿はない。

　爆発があったのはドックに近いターミナルビルだった。黒こく煙えんが立ち上り、建物にいた天使たちの悲鳴が聞こえる。滑かつ走そう路ろに面して横に広がった建物の一角が崩くずれていて、大小の瓦が礫れきがあたりには飛び散っていた。

「──奈生。外からの攻撃だな、これは」

「うん──。でも、飛行機はいないって──。どういうこと──。近場から迫はく撃げき砲ほうでも撃うち込んだのかな──？」

　ターミナルビルは機き能のうしていないが、そこには一いつ般ぱんの天使たちがかなりの数暮くらしているはずだった。

　セフィロは国家を名乗っているが、社会機き構こうはなにも整備されていない。警けい察さつも消しよう防ぼうも存そん在ざいしていなかった。

　事故を〝なんとかする〟のは、氏族幹かん部ぶの仕事だった。

「ハーシェ！　やっぱり出てこい！」

「ど、どっちよもう！」

　呼よばれてあたふたとハーシェが走ってくる。

「──シドニーに残っている氏族の幹部って、おまえ一人だよな？」

「うん……。他の氏族の女の人は政せい治じに参加しようなんてしないし……あとはみんな戦いに行っちゃったから……」

「いい加か減げんだねー」

　と、奈生。

「だって、今度の戦いは人間に勝つ歴史的なものになるから、みんな、その勝利の名めい誉よがほしくて参戦を譲ゆずらないから──」

「んーなことは、どうでもいいんだよ！」百川は怒いかりも露あらわに叫さけんで、「それより人集めて被ひ害がい者しや救うことが先だろ！　奈生、俺おれらはまわりをあたるぞ！　潜せん入にゆうした工作員がいるなら始末しなきゃこれからどうしようもなんねえ！」

「お兄さまへの連れん絡らくは？　光の海に潜もぐってお兄さまの端たん末まつを探さがさなくちゃいけないから時間がかかるし私にしかできないよ？」

「同時にやれ！」

「そんなの無理だよ……。ねえ、私、なにからやればいいの？」

　ハーシェは困こん惑わくして弱気につぶやいた。

「テメェの義ぎ務むと責せき任にんだろ！　それを考えるのは！」

「わからないよ……。ねえ……」

「それじゃ死ぬぞ！」

　百川は傲ごう然ぜんと顔を背そむけ、左手に破は滅めつの剣つるぎを呼び出すとジャケットを翻ひるがえし、黒煙を吐はき出すターミナルビルの方に走った。

「まずは被害者を助けるために人を集めるんだよ。それで指し示じを出して、そのあとで光の海に潜ればいい。ね？」

　ハーシェを気き遣づかい、奈生は優やさしく伝えた。

　奈生は空中に飛ぶ。宝ほう石せきよりも綺き麗れいな奈生の三つ編あみが陽ひ射ざしに輝かがやく様をハーシェは数秒だけ見つめた。

　わかっている。見つめている場合じゃないことは。

「泣いてちゃダメだ……」

　ハーシェは涙なみだを拭ぬぐい、ドックに戻もどると、言われた通りに人員を集めた。




　百川は地上を走り、奈生は空から、それぞれ怪あやしい影かげを探す。元空港とあって見み渡わたしはよかったがそれらしき気配はいない。潜入テロとは考え難にくいな──百川は早めに結けつ論ろんを出して奈生と合流した。被害現げん場ばに行き、立ちこめる粉塵の中で被害者の救出に当たろうとする天使たちに早口で百川はたずねた。

「おいだれか！　これがどうなってんのか見た奴やつはいねぇか！」

「俺、見ました！」と、一人の天使が声を上げた。「なにかが空から来たんです！　虹にじの光を抜ぬけて矢のように突つき刺さって！」

「なんだそりゃ」

「わかりません──。わかりませんけど──。あれは確たしかに光の矢でした！」

「クソ！」

　百川は手のひらを拳こぶしで叩たたいた。なんという歯は痒がゆさだろうか。

「管かん理り団だんの攻こう撃げきと考えるのが無ぶ難なんだろうね」奈生が言う。「それか──イルミナの夢ゆめが終わろうとしていて、世界が崩れかけている。世界を包んだヴェールが剝はがれ落ちたのかも知れない。光の矢だっていうなら」

「まさか──。彩さい──」

　首から血を流しながら伏ふせて動かない彩の姿すがたが脳のう裏りに浮うかび、百川は空の向こうにある白い城しろを見上げた。それはあくまでも、夢の中に出てきた想そう像ぞうの彩だ。先日、百川はこともあろうに彩がナイフで首を切って自殺する夢を見た。ハッとして目覚めれば朝で胸むねを撫なで下ろしたものだが、忘わすれたはずの映えい像ぞうが再ふたたび蘇よみがえってくるとは。

　まさかとは思うが考えてしまう。

　彩が、ついに決けつ断だんを下したのではないのか、と。

「どういうこと……？　彩って？　光の矢って──。ねえ、奈生くんと百川くんは世界のなにを知っているの？」

　ハーシェが、おずおずとたずねる。彼女は迅じん速そくに人手を集め、救出の指示をすでに出し終えていた。

「芹也──。早く帰ってこいよ──」

　百川の耳にはハーシェの声は届とどいていなかった。

「あ」奈生は百川に、まだ芹也のことを伝えていない自分に気づいた。「百川」

「奈生！　おまえはハーシェと二人で光の海に潜れ！　とっととハーシェのアニキにあのことを伝えろ！」

「あ、うん──。そうだね──」

　ダウィルもジルドも、ハーシェの話を聞かず〝たかが女のたわごと〟で済すましてしまう可か能のう性せいが高い。では奈生や百川に説得力があるのかといえば否いなだが、少なくとも経けい験けんから具体的に理由を語ることはできる。眼がん前ぜんの敵てきがいないのであれば、奈生も行った方がいいことは確かだ。

「俺はターミナルビルに入って、まだ生きてる奴を助けてくる」

「ねえ、敵は!?」

　と、ハーシェ。

「いなかった。だから被ひ害がい者しやを助ける！」

「行こう、ハーシェ」

　奈生はハーシェの手を取って走った。ハーシェがついてきたところで地面を蹴けって体を前に倒たおす。低空を高速で飛び、四キロ離はなれたセフィロの本部ビルに向かう。飛んでみてあらためて思うが町は広い。全体を守ることはあきらかに不可能だ。とはいえ、残った天使たちは飛行場や本部近くのマンション街に集まっている。戦せん闘とう力りよくに欠けているとはいえ男手を駆く使しすれば警けい備び体たい制せいは敷しけるだろうか。

　本部に戻った奈生とハーシェは、急いでコンピュータ室に入った。コードを接せつ続ぞくして意い識しきと光の海をリンクさせる。

「いい、奈生くん？　私が泳いでお兄さまの代理媒ばい体たいを探さがしてコールするから、お兄さまが応おう答とうしてくれたら──あとはお願いしていいんだよね？」

「ＯＫ」

「じゃあ、後をついてきてね……」

「フウ。緊きん張ちようする。正直に言うと苦手なんだよね」

　苦く笑しようしつつ、奈生は光の海に潜もぐる。だけど、リンクを開始しても、意識の中に情じよう報ほうの海が染しみてくることはなかった。仕方なく浸しん水すい作業を中止すれば、ハーシェも困こん惑わくした顔でコードを外していた。

「おかしい」ハーシェはつぶやく。「どうしても、海に入れないわ……」

「機械が壊こわれている、とか？」

「ううん、違ちがう。光の海自体に、なにかが発生したのよ。浸水プロセスは正せい常じように作動していたから機械の故こ障しようは考えられない。きっと、誰だれかが、私たちのこの地ち域いきから海には入れないようにブロックをかけたのよ──」

「外せるのかな？」

「私には無理……。芹也くんじゃないと……。ねえ、芹也くんは？」

　奈生はこの時確たしかに、巨きよ大だいに張はられた蜘く蛛もの巣の糸が四方から絡からみついてくるような窒ちつ息そく感を覚えた。

　一体、なにがどうなっているのか。

　すべては不運な偶ぐう然ぜんなのか。偶然であるはずはない。

　では──。なんなのか。

　本当に世界は終わろうとしているのか。

　あるいは──。

　蜘蛛の巣の正体は、見えそうで、どうしても見ることができなかった。

　あと一歩、近づくことができれば。わかるのかもしれない。その鍵かぎを芹也が持っているのだとしたら。奈生は今すぐに香港に飛んでいきたい気持ちになる。どうして俺は同行しなかったのかと後こう悔かいもする。

　体が二つあれば。三つあれば、どれだけいいだろうか。

　だけど体は一つしかない。

「──ダメなものはダメだ。被害者を助けに戻もどろう。……ごめんね、ハーシェ。バタバタさせてばかりで頼たよりなくて」

「ううん──。そんなことない。そんなことないよ、奈生くん。そばにいてくれて本当にありがとう。一人だったら私、なにもできていないから──」

「じゃ、なんとか、がんばろうか」

「うん。頑がん張ばろう！」

　身を返して、二人はターミナルに戻った。ハーシェの指し示じに従したがって整備済みの消しよう防ぼう車しやが現げん場ばには到とう着ちやくしていた。黒こく煙えんに向かって水を放出する。黒煙を突つき破やぶって、百川がビルの中から飛び出す。意識のない女性を抱かかえている。待機していた医い療りようスタッフがすぐに手当てをはじめようとするが、はじめようとしたところで呼こ吸きゆうは途と絶だえた。緊急蘇そ生せい処しよ置ちを施ほどこしても回かい復ふくはしなかった。

「かあちゃん……。かあちゃん……？」

　ふらふらと近ちか寄よるのは、先ほど百川から身の守り方を教わっていた少年だった。

　少年は、最初、母親がどうなったのかわからなかったのだろう。

「ねえ、どうしたの？」

　と、きょとんとして、灰はいに汚よごれた母親にたずねた。

「ねえ、どうしたの？」

　母親が返事をしてくれないので、少年はまわりの大人たちにたずねた。誰も答えることができなかった。

「ごめんね……」

　ポロポロと涙なみだをこぼしながらハーシェが言う。

「──百川」

　奈生が小さな声で百川を呼んだ。百川と奈生は少年と母親から離はなれて、

「今、ハーシェと光の海に潜ろうとしたんだけど、遮しや断だんされていた。誰かがなにかを仕し掛かけてきている」

「そうか──。なら行くしかねぇな」

「俺が行くから──」

「いや、俺が行くぜ。おまえの体力じゃ、自力で台湾まで飛べねぇだろ」

「でも百川は天てん使し脈みやく動どうがもう」

「ここは頼む。しゃーねー話だが、見み捨すてれば終わるしな」

「──わかった」

「ハーシェ！　俺は行く！　あとは頼たのむ！」

　言うが早いか百川は宙ちゆうに浮ういた。ガキを慰なぐさめるどころか言葉すらかけず、自分のすべきことだけをしようとする自分は、まったく戦いに慣なれすぎていると思う。死に対して鈍どん感かんになりすぎているのだろう。天使が目の前で死んだ。悲しむ子こ供どもがいる。その事実を事実以上に捕とらえる気にはどうしてもならない。

　すべきことはひとつ。もう間に合わないとしても、とにかくセフィロの本隊を追って壊かい滅めつだけはなんとしても防ふせぐ。

「あ、うん。──ねえ、どういうことなの!?　どうしてみんなが負けるの？　私まだ聞いてないよ！」

　ハーシェは叫さけんだ。

「バカ野や郎ろう！　テメェだって映えい像ぞう見ただろう！」

「見たけど──」

　あっという間に百川は飛んで行ってしまった。

　信じられない速度だった。

「光こう彩さい素そ子し弾だん、だよ」奈生が言った。「ねえ、ハーシェ。ハーシェは、ピストルから撃うたれた弾丸を防ぐことはできる？」

「弾丸？　うん……。そりゃ、まあ、一発か二発なら」

「じゃあ、戦いに出て行った天使たちは？」

「みんなは──。ここまで生き残ってきた強い天使ばかりだから──。私よりは防ぐことができると思うけど……」

「だろ。でも、天使は人間に対して圧あつ倒とう的優ゆう位いではない。どうしてかといえば、光彩素子弾があるからだろ？」

「うん──。それはわかるけど」

　ハーシェも光彩素子弾くらいは知っている。天使脈動を狂くるわせて天使を無力化させる恐おそるべき兵器だ。

「前に南米でハーシェたちの園そのが襲おそわれた時も、人間は光彩素子弾を使った。光彩素子弾は高こう価かだから普ふ通つうの人間はもちろん持てないけど、軍隊は違ちがう。光彩素子弾は光彩結けつ晶しようを炸さく裂れつさせて鉛なまりのかわりにエネルギーを放つわけなんだけど、だから、その軌き道どうには光の尾おが煌きらめくんだよ。だから、光彩素子弾が使われていれば一発でわかる。でも、前の戦いを映した映像には一いつ閃せんの光の尾すらなかった。あったのは砲ほう火かだけ。それに──。天使たちが落としていたのは、あれは管かん理り団だんでもかなりの旧きゆう式しき船で、もう辺へん境きよう部隊にしか配はい属ぞくされていないはずのものだよ」

「じゃあ……」

「もちろん、偶ぐう然ぜんの遭そう遇ぐうという可か能のう性せいもあるけど……。何千人も犠ぎ牲せいにして酷ひどい作戦だと思うけど──。天使の進軍を誘さそったんだろうね。攻せめ込こめばきっと、今度は精せい鋭えい部隊が待ちかまえていて、光彩素子弾の雨が降ふり注ぐよ」

「そんな──」
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　彩は一人きりで、自じ宅たくの自室に閉とじこもっていた。ベッドの上に座すわって、手のひらを見つめている。

　いじけているわけではなかった。

　考えていた。

　彩は、百川と出会ってからの旅の中でたくさんのことを経けい験けんした。はじめて世界に出て無力感に打ちひしがれた時には百川が抱だきしめてくれた。港町で出会ったアリア・ベイジングは生きることの価か値ちを教えてくれた。ジルは誰からも愛されなくても、懸けん命めいに愛されることを望み、自ら愛そうとした。

　奈生と芹也は、もう彩にとって兄弟であり親友であり家族のような存そん在ざいだった。

　辛つらいことはたくさんあったはずなのに、思い出すのは仲間たちの笑え顔がおばかりだ。がんばれと声をかけてくれる。

　だから彩は、また、ちゃんと決意することができた。

　あきらめない、と。

　では、今、自分になにができるのだろうか。

　彩はそのことを考えていた。

　彩は自らの内にある力に気づいていた。彩は、部屋の隅すみに置いたクマのヌイグルミに意い識しきを集中させる。

　そして、浮うけ、と念じる。

　クマは念じた通りに浮き上がって、ふわふわと空中を漂ただよった。

　それは天使脈動ではない。いわば超ちよう能のう力りよく──彩とこの世界とがつながってはじめて成せる奇き跡せきだった。願う力が、世界そのものに作用するのだ。

　夢ゆめの城しろの入り口であった草原で、この力で彩は百川を癒いやした。元通りになってほしい。また元のように空を飛ぶことのできる天使になってほしい。願って抱きしめていたら、みるみる百川の傷きずは癒いえた。その時に彩は力を自覚した。

　その気になれば、もっと大きなことができるのかもしれない。

　たとえば──

　彩はイルミナの言葉を思い出す。

　すべてをなかったことにして、世界を巻まき戻もどす。

　もしも世界に『鉄てつ槌つい』が起こらなければ、世界は崩ほう壊かいせず、今ごろみんなはもっと幸せに生きているだろう。

　彩は意識の力──超能力で机つくえの引き出しを開いた。引き出しの中には、密ひそかに準じゆん備びしておいた一本のナイフがしまってある。そのナイフを喉のどに突つき刺させば、彩はまちがいなくこの世界からいなくなる。

　緒原は出かけたまま帰ってこない。

　戦争は加速していく。

　セフィロのハーシェ・グランツに連れん絡らくを取ることもできなかった。

　百川たちは、今、なにをしているのだろうか。

　彩は考える。

　だけど、そのこともわからない。

　彩は部屋から出た。廊ろう下かを歩いて広いリビングに入る。リビングに置かれた大型テレビのスイッチをつけた。テレビでは当然のように戦争のニュースが流れていた。復ふく讐しゆうの時は来たのだとアナウンサーが早口で言う。軍発表によれば、前夜、天使たちが大だい攻こう勢せいを開始したことを哨しよう戒かいに当たっていた部隊がつかんだという。軍は決戦の地を台湾に定め、天使迎げい撃げきの準備を整えていた。
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　支し配はい。いつからその熱ねつ欲よくに取り憑つかれたのか男は自覚していない。少なくとも過か去こ、まだ現げん在ざいがはじまる前、男は傍ぼう観かん者しやだった。様々な者が自らの欲のために突き進んでいく様を傍かたわらで見ていた。そこには冷笑も混まじっていたが、しかし彼らから距きよ離りを置こうと思うことはなかった。

　目の前の仕事を淡たん々たんとこなしてひとつずつの課題をクリアしていくことには純じゆん粋すいな学問的悦よろこびがあったし、その完成のあかつきに起こることを間近で見ていたい気持ちもあった──思えば、それが欲だったのかもしれない。

　気づいた時、男は自然な成り行きで支配の椅い子すを手に入れていた。革かわ張ばりの豪ごう華かな、ゆったりとした、大きなテーブルごしに世界を見下ろすことのできる黒い椅子だ。ガラス張りの窓まどからは、真っ青な空と発達した都市が一望できた。

　素す晴ばらしい。

　男は支配者だが、救世者であることを、その景色を見ていると理り解かいできる。

　すべては計画通りだった。ある男は熱欲に取り憑かれすぎて自じ滅めつした。ある男は疑ぎ心しん暗あん鬼きに囚とらわれた末に暴ぼう走そうして自滅への道を辿たどっている。ある女は欲望を無くし、愛する者たちのために殉じゆんじた。

　報ほう告こくでは、異い界かいのテクノロジーをもたらしたあの男が、自信過か剰じようが過すぎて不意をつかれて消滅したという。杞き憂ゆうすべき事じ態たいだが、すでに新システムは九割わり完成している。大きな問題にはならないだろう。むしろ、余よ計けいな干かん渉しようを受けることがなくなるだけ新エネルギーの生成計画は進めやすくなる。

　素晴らしい。

　男は、自らの信念が間ま違ちがっていないことを認にん識しきせずにはいられなかった。

　事を成すに於おいて、大切なのは待つことだ。その時が来るまで、たとえ土の中でも我が慢まんして羽う化かを待つことだ。

　ドアがノックされ、応おう答とうすると美女の秘ひ書しよが入ってくる。

　秘書がもたらした報告は、新兵器最終実験の成功だった。計画通りに目標地点まで届とどいて爆ばく発はつしたのだ。

『鉄槌』以前、世界の巨きよ大だい国家が普ふ通つうに配備していたその兵器は、世界に散らばる天使たちとの各かつ個こ撃げき破は戦では無用の長物だった。だから、『鉄槌』後の世界ではまるで重じゆう要よう視しされず、再さい配はい備びも行われなかった。

　しかし男は、この時代が来ることを早くから予見していた。相手が具体的に誰だれになるのかまでは想そう像ぞうできなかったが、やがて敵てきは〝天使それぞれ〟から〝国家〟になる──その確かく信しんはあった。

　だから、密かにこの大量破壊兵器の再生作業を進めてきた。

　秘書はまた、ある少女の現げん状じようも伝える。

　こちらもいい具合だ。

〝彼女〟には、まだ象しよう徴ちようであってもらわねばならない。しかし、人々の希望であることを自覚しすぎてもらっても困こまる。

　少なくとも眼がん前ぜんの敵を壊滅させるまでは現状維い持じが望ましい。

　その後は──

　──象徴を捨すてるのは惜おしい。やはり、手元に置いておくのが望まれた。

　たかが娘むすめ一人。どのようにでも支配する自信が男にはあった。

　男は煙草たばこを吸すわない。男は酒を飲まない。男は女で遊ばない。かといって偏へん向こうした性せい的てき嗜し好こうがあるわけではない。いろいろなことを思い通りにできる力を手に入れても、今までの真ま面じ目めさを失いたいとは思わない。欲望に流されるなど、この世界で最も愚おろかな者の姿すがただと考えていた。

　欲望でさえ、自らの支配下に置くことを男は望んでいた。

　男は、現げん在ざい、しっかりと自らを律りつしている自信があった。だから男は、誰からも疑うたがわれていない。

　素晴らしい。

　すべては計画通りなのだ。

　いよいよ、完かん璧ぺきな勝利がはじまろうとしていた。

　そこに、再ふたたびドアがノックされた。

「入れ」

　許きよ可かするとドアが開き、巨きよ軀くを軍服に包んだ朱しゆ色いろのサングラスの男と、その男に付き従したがう進化種の少女が入ってきた。

「久ひさしぶりだな、首相」

「ああ。君の部隊を解体させた時以来だ。あれは君のやりすぎだった。恨うらんでいるのなら考え直してほしいところだ」

「恨んではいない。君の判はん断だんは政せい治じ的に正しかった。それで、まだこの俺おれを必要とすることはなにかね」

「主が死んでも任にん務むには忠ちゆう実じつか。君らしいな、中なか嶋じま」

「君の元にいれば、俺は遠からず最強の敵と出会う。直感したのでね」

「それはセフィロのことかね？」

「連中など、最初から君の手のひらの中にいる。寄よせ餌えを使った甲か斐いがあって、飛び込こんでくるそうだな」

「寄せ餌ではない。確たしかめたのだよ。天使たちの戦せん術じゆつと、彼らが集しゆう団だんになった時の戦せん闘とう能のう力りよくをね。しかし、どうやら彼らには戦術という概がい念ねんがないようだ。とにかく戦いとは激げき突とつだと思っている。愚かな連中だよ。明日にはセフィロは兵力を失い、近日中にシドニーも壊かい滅めつだ。終わりだよ」

「終わりか。計画通りに上う手まくいくといいがね」

　中嶋がそういうと、

「いきますよ」

　と、隣りん室しつのドアが開いて、士官服に身を包んだ瘦そう身しんの男が姿を現あらわす。

「なぜなら、その〝寄せ餌〟──基き礎そ情じよう報ほう収しゆう集しゆう以い前ぜんから今回の作戦を立案し実行してきたのが私だからです」

「湊みなと川がわか。陰かげに隠かくれているとは相変わらずの臆おく病びようぶりだな」

　中嶋はその男を知っている。男は、湊川啓けい治じ。台湾領りよう主しゆとも呼よばれる管理団南部方面隊の司令官だ。

「ちょうど最終報ほう告こくに寄らせてもらっていたのですが、リアルタイムでの資し料りよう確かく認にんのために別室のコンピュータを借りていたんですよ」

　湊川は、プリントアウトした一枚まいの資料を、豪ごう華かな革かわ張ばりの椅い子すに座すわった国の支し配はい者しやたる男に渡わたすと、

「ご覧らんの通り、準じゆん備びしておいた情報閉へい鎖さも完全に行われたようです。これで勝しよう率りつは六％上がりました。ついに一〇〇％です」

「確率か。〝算数参さん謀ぼう〟──『鉄てつ槌つい』前、士官学校時代に君についていたあだ名は未いまだに健在のようだな」

「私はこれで今まで天使からアジアを守ってきた！」

　プライドを傷きずつけられ、湊川は金切り声を上げた。

「〈捨て去りし者〉は自由にやっていたようだが？　君の中の算数は、見たくないものは見ないでおくことによる完璧なのかな」

「な──」湊川の顔がみるみる赤く染そまる。彼は窒ちつ息そくしたカエルのように口をパクパクとさせながら、「なんだと貴き様さま……ッ！」

「よしたまえ」男は冷静に、「君たちとは『鉄槌』前からのつきあいだ。私は君たちのどちらも信しん頼らいしている。中嶋、集団戦闘は彼に任まかせればいい。君には、この政せい府ふビルの警けい護ごを頼たのむ。凶きよう悪あくなテロリストに備そなえてね」

「了りよう解かいした。引き受けよう」
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　夜。百川は海の上を飛んでいた。全力で、北へ。距きよ離りと時間を考えれば間に合うとは思えないが、進軍中のセフィロ軍に追いつくために。

　どうするかは迷まよった。

　シドニーには強力に戦える者が百川と奈生しかいなかった。たとえば管理団が奇き襲しゆうをかけてきた場合、二人ですべてを防ふせぐことは無理だが時間を稼かせぐことはできる。盗とう賊ぞくや一いつ個こ隊たい程てい度どなら撃げき退たいすることもできた。

　だが、いくらシドニーで耐たえても、台湾に進撃している本隊が壊かい滅めつしてはもうどうしようもなくなる。

　セフィロは、最終的に東京の壊滅を目指した今回の作戦に全軍を投入した。

　百川は、行くしかないと決けつ断だんした。行って本隊に合流し、間に合うのであれば攻こう撃げきを中止させるのだ。

　風を切り裂さいて飛ぶ。

　低空を飛んでいるので、波の加か減げんから時折、水しぶきが頰ほおに触ふれる。

　海は空より遥はるかに暗く、その色は漆しつ黒こくだった。

　ダークブルーに澄すんだ夜空には、真っ白な月光を浴びた虹にじ色いろのヴェールが相変わらず薄うすくたゆたう。

　百川は、先日、天使脈動を無くした。だけど今、天使脈動をフルに発はつ揮きさせて全力で空を飛んでいる。むしろ今までより、クリアに力を発揮することができる。力は、夢ゆめの城しろの入り口であった草原の中で、彩に癒いやされて回かい復ふくした。

　その時、彩は言った。

〝わかったみたい。あたしの中にある力のこと〟

　と。

　彩はなんでもなく言ったが、あれはどういう意味だったのだろうか。

　百川の師し匠しようであり、天使の知ち識しきの多くを持っていた天あま照てらすでさえ、無くした天使脈動を回復させることはできなかった。

　天使脈動とは、生命のエネルギーであり精せい神しんのエネルギーでありその二つをつないだ波動の力である。百川は、その波動の振しん幅ぷくをコントロールすることで力を得、生まれた力をタリスマンに注ぎ込むことで強大な破は壊かい技わざを駆く使ししてきた。

　振幅はゼロにはならない。ゼロになるのは、ゴムが伸のびきるのと同じことだった。完全に使い物にならなくなった時である。

　百川は、限げん界かいを超こえた戦いの果てに振幅を無くした。

　だけど彩の力は百川の中に再ふたたび波動を与あたえた。彩の力は、百川康やす貴たかの生命そのものに作用したのだ。

　彩は、世界とリンクしている。だからそうした力がある。

　そう考えることはできた。

　それはイコールして、イルミナの言は正しいのだと証しよう明めいすることになる。

　だから百川は自分の中で結けつ論ろんを出すことを避さける。

　とにかく今は──

　一いつ刻こくも早く。

　軍に追いつかなくてはいけなかった。
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　夕ゆう暮ぐれ近い時刻。天使たちは息を殺してフィリピン・ルソン島の北岸に居いた。ここから台湾までは北に四〇〇キロ弱。間にはいくつかの諸しよ島とうがあるが、一気に飛び抜ぬけて攻撃を仕し掛かけられる距離だ。

　沈しずみゆく太陽によって赤く焼けた空が、天てん頂ちようには広がる。

　影かげは深く、大地から鮮あざやかさは消えていた。

「……おなかすいたなあ」

　タンクトップ一枚まいに隠かくしたほっそりしたお腹なかを手でさすりながら、ジルは仲間たちの様子を少し離はなれた崖がけ上うえの木立から眺ながめる。

　補ほ給きゆう物ぶつ資しと共に本隊に合流したジルだが、誰からも相手にされず無む視しされた。とはいえ帰れとは言われず、一いつ緒しよにやってきた補給部隊とははぐれてしまい、一人では帰り道もわからないので、本隊のうしろを飛んでついてきた。

「あーあ。百川くんと奈生くん、なにやってるのかなあ……。早くおうちに帰ってまた遊びたいなあ……」

　グググ……。さっきからお腹は鳴りっぱなしだ。

　ジルは本隊に合流してから、パンの一切れすらもらえていない。

　天使たちは、太陽が水平線に隠れるのにあわせて飛び立つ。煌きらめく波間に隠れて天使たちの姿すがたはすぐに海面に消える。

「がんばれー。おー」

　来いとも言われていないジルは、木立の枝えだに座すわったまま、ショートパンツから伸びた足をぷらぷらと揺ゆらせて、気楽に仲間を応おう援えんした。だけど返ってくるのは、海から聞こえる波の音と風に揺れる木立のささやきのみだった。

「つまんない……」

　ジルは唇くちびるを尖とがらせた。空くう腹ふくで、もう仲間を追いかける気力はなかった。
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　ついに、台湾南岸でセフィロと管かん理り団だんの決戦がはじまる。




「ゆけぃ！　積年の恨うらみを今こそ晴らすのだ！　我われら天使の圧あつ倒とう的てきな優ゆう性せいを、今こそ人間どもに思い知らせろ！」

　ダウィルが叫さけぶ。セフィロに陣じん形けいや戦せん術じゆつはなかった。

　あるとすれば、突とつ撃げき。闇やみに紛まぎれて低空から上陸、各かつ個この判はん断だんで破壊を繰くり返す。管理団が海上で迎むかえ撃うつのであれば、正々堂々と受けて立って打ち破やぶる。事前に決めたのは、集結と退たい却きやくの打ち上げサイン。占せん領りよう後、敵てきの本部ビルに集結してその屋上で勝利の雄お叫たけびを上げようということくらいだった。

　しかし天使には、それで十分だった。彼らにはダウィルの言う通り、実力への自信と人間への激はげしい憎ぞう悪おがあった。

　氏族を支し配はいする幹かん部ぶたちには、この戦いで自らの氏族の力を示しめすことで今後の国家運うん営えいを有利にしたいとの思惑おもわくがある。人間を滅ほろぼす名めい誉よもほしかった。しかし、厳きびしい環かん境きようの中で戦いつづけてきた天使に、そうした気持ちは薄うすい。

　これは戦争ではない。

　これは復ふく讐しゆうなのだ。

　人間社会の中にぽつんと孤こ立りつし、助けてくれる者もなく、今まで無む惨ざんに殺されてきた家族や恋こい人びとの無念を晴らすための戦いだった。

　天使たちは、ついにこの時が来たと一団の矢となって炎ほのおが燃もえさかるような激げき情じようで侵しん攻こうをはじめた。

　武ぶ器き弾だん薬やくの不足も、食料の不足も、彼らには関係がなかった。

　弾薬はいつもなかった。

　空腹には慣なれている。

　剣つるぎとタリスマンで勝つ自信はあった。




　天使の直線突撃は、管理団軍が予よ測そくした天使の戦術そのままだった。

「来たか──。愚おろかな連中だ」

　管理団側の司令官である湊川啓治は、台湾南岸の後方で空中待機した新しん鋭えい帆はん船せん『烈れつ』の艦かん橋きようで冷れい笑しようと共に天使襲しゆう来らいの報ほう告こくを受けた。綿めん密みつに張はられた情じよう報ほう網もうによってセフィロの進軍は彼に逐ちく一いち知らされていた。湊川は正せい確かくに天使の進路を予測し、軍を配置した。第だい一いつ射しやはまさに、その情報の結けつ晶しようたるべきものとなった。

　夜。午後十一時。

　海面すれすれに一いつ斉せい突撃してくる天使たちに向けて、十分引きつけた後、湊川が射撃命令を下す。

　訓練された兵士たちは命令通りにトリガーを引いた。海岸のバリケードとその上空で横に長い面陣を組んだ空中帆船団から、光のシャワーが溢あふれる。湊川はこれまで、アジア地ち域いきで多くの天使を駆く逐ちくしてきた。そのすべては小しよう規き模ぼ戦せんで、こうした大規模戦せん闘とうは彼にもはじめての経けい験けんだったが、彼が経験と諸しよ島とうに配置した監かん察さつ兵へいからの報告で予測した天使の突撃高度は正確だった。

　放たれた光は、巨きよ大だいな光の壁かべとなって一いつ瞬しゆんで天使たちを包んだ。

　光こう彩さい素そ子しの光だ。前面の天使たちがバタバタと海に落ちる。その様子は光彩素子の光自体が夜に映うつし出す。

　つづけて湊川は第二射の命令を行う。そこでも突撃してくる天使の一いつ塊かいを撃ち落とすことに成功した。

「ヒャホイ！　チョロすぎだぜ！」

「なあ、賭かけるか!?」

「おう乗った！　俺おれは次で確実にまた殺すぜ！」

　あまりのたやすさに、バリケードに潜ひそんでトリガーを引く兵士たちはゲーム感覚で得点を競きそい合おうとした。

「あっけないが、これでおわりだ。第三射、撃て──！」

　湊川の号令にあわせ、三度目の光のシャワーが海面に巨大な壁を作った。

　この掃そう射しやで天使の集団としての突撃力は失うせる。あとは左右に潜んだ空中帆船団が挟はさんで始末すればいい。

「完かん璧ぺきじゃないか、私の計算は」

　その時だった。

　艦橋の前面に張られた強化パネルの前に、二つの人ひと影かげが現あらわれた。男と女だ。男は、白い特攻服を着ていて、その銀ぎん髪ぱつは額ひたいに巻まいたバンダナのせいで逆さか立だっている。女は、ド派は手でな和服に豊ほう満まんな肉体を包んで、銀髪は結ゆい上げてある。

　輝かがやいた銀色の髪……。

　そして、夜の中でも煌きらめきを失わない瞳ひとみ。

　雪のように白い肌はだ。美び貌ぼう。

「天使──」

　驚きよう愕がくする男の眼がん前ぜんで、男の天使がタリスマンの力を発動させ、その両手に漆しつ黒こくの巨大な鎌かまを出しゆつ現げんさせた。

　同時に女の天使が踊おどるように指を振ふるった。

　強化パネルが、女の指から振るわれた天使脈動の染しみた四本のワイヤーですっぱりと切断される。

「司令官さまよォ！　その首、もらったァァァァァァ！」

　怒ど号ごうと共に男が突つっ込こんでくる。

　瞬まばたきする中で、湊川の視し線せんは宙ちゆうに飛んだ。彼は、自らが首を跳はね飛ばされたとも気づかずに絶ぜつ命めいした。

「やりましたわね、影かげ虎とらさん」

「水みず花かさん！　水花さんの推すい測そくはカンペキ的中だったな！　さっすが！」

「伊だ達てに管かん理り団だん軍で暮くらしてきたわけではありませんわ。管理団の旗き艦かんは目立ちますから区別はつきますもの」

「う。俺にはさっぱりわかりませんでしたが」

「それは影虎さんがおサルだからですわ」

「お、おサルですか……。酷ひどい水花さん。俺はマジで泣けてきた」

　影虎と、─水花。

　管理団の兵士として香港で百川たちと戦い、敗北後、姿すがたを消していた彼らは、どうしようか迷まよった末、セフィロに合流していた。戦争などに興きよう味みはなかったが、セフィロが負けては天使の立場は地の底に落ちる。戦争になれば東京での進化種の立場も危あやうくなると考えての一時的な選せん択たくだった。

　とはいえ、やるからには、はっちゃけたいのが彼らである。最初から突とつ撃げきには加わらず空の高い場所から様子を見ていた二人は、天使が大打撃を受けても慌あわてることなく冷静に全体を見回し、敵てきの旗艦を判はん別べつしたのだ。

「おい──。なにぼけっと見てるんだよテメェらは！　殺すぞ！」

「ひ、ひぃぃ」

　影虎に脅おどされ、旗艦のブリッジは崩ほう壊かいした。全員が逃にげていく。銃じゆうを構かまえる者もいたがトリガーを引くには至いたらなかった。

　影虎はデスサイズを振るってブリッジの様々な機械を破は壊かいすると、その鎌を肩かたに担かついでやれやれと息をついた。

「さて。これからどうしますか、水花さん」

「決まっていますわ。次に行きますわよ。とりあえず、艦長総そう殺ごろし作戦ですわ」

「了りよう解かい！」

　これで流れがかわった。湊川の完全な統とう制せい下かにあった管理団軍は、司令官からの命令が途と絶だえたことで混こん乱らん状じよう態たいに陥おちいる。次の作戦行動に移うつってよいのか、眼前の敵に対たい応おうしてよいのかの判はん断だんを各部隊が取ることができず、あたふたする内に天使の接せつ近きんを許ゆるし、次々と艦内に乗り込まれた。

　乱戦となった。勝っているのか、負けているのか。誰だれにもわからない状じよう況きようの中で天使と人間はひたすらに殺し合う。

　そして事態は、天使側で回転することになる。

「……ダメだ」

　号令を発して天使たちを突撃させ、自身は後方で戦局を見守っていたダウィル・グランツは弱々しい声でつぶやいた。

　彼の脳のう裏りに蘇よみがえるのは、ミラン・ベルティールの攻こう撃げきで焦しよう土どと化した自身の園そのの惨みじめで凄せい惨さんな攻撃だった。

　三度にわたって放たれた圧あつ倒とう的な光量で彼の視覚は麻ま痺ひしたままだった。

　眼めがちかちかして、星ですらいくつかにぶれて見える。だから、なにがどうなっているのか彼にはわからない。

　ただ、多くの天使が光こう彩さい素そ子し弾だんの前に死んだことはわかる。

　やがて視野は回かい復ふくしたが、現げん在ざいは夜。ライトと砲ほう火かはあるが、それで遠目から戦場全体を見渡すことはできない。無数の号砲が前方では激はげしく響ひびく。天使の髪の煌めきはまるで存そん在ざいしていないかにも感じられた。わかるのは、三度の光の放出の後、左右に潜ひそんでいた管理団空軍が一いつ斉せいに展てん開かいして突撃していった天使を包囲したことだ。巨きよ大だいな破壊力で突進を止められて、あとは包囲殲せん滅めつ……。

　戦いがはじまって一時間が過すぎようとしても、勝利の雄お叫たけびは上がらない。

　誰かが連れん絡らくのために戻もどってくることもなかった。そもそも、そうした連絡体制は用意すらしていない。

「ダメだ……」

　ダウィルは繰くり返すと、同じように後方で戦局を見守る各氏族の幹かん部ぶたちに自分が思考した結果を訴うつたえた。

「このままでは負ける！　我われ々われは人間の罠わなにかかったのだ！　負ける！　あの時と同じように蹂じゆう躙りんされるのだこのままでは！　見ただろうあの光を！　三度もだ！　あれは我らを殺すに至る恐おそるべき光彩素子弾の呪のろわれた光！」

「で、では……どうする!?」

「決まっている！　撤てつ退たいだ！　一時撤退して態勢を立て直すのだ！」




　戦場から南に離はなれた海上に、一発のブルーに冴さえた照明弾が打ち上がった。その撤退の合図に影虎は我わが眼を疑うたがう。

「マジかよ！　これからだって時によ……。なにかあったのか？」

「わかりませんわ。どうしたのかしら」

　影虎と水花は、空中帆はん船せんに乗り込んでは艦橋を破壊して船の機き能のうを止め、今もまた次の目標を定めたところだった。多く移い動どうしているのでわかるが乱戦の中で天使たちは勇ゆう猛もうに戦っている。相手は東区管かん理り団だんが誇ほこる南部方面隊──強つわ者ものだ。一方的に殺さつ戮りくできているわけではないが、戦況は天使に有利だと影虎は感じていた。管理団軍は激しく混乱していてなにか大だい規き模ぼな作戦行動がもう取れるとは思えなかった。しかし、なにか、まだ伏せてある兵や兵器があったのかもしれない。

「どうする水花さん──。信号の打ち上げミスじゃないのか……これは……」

「でも、無む視しして取り残されたら大変ですわ──」

　そうして空中で足を止めていると、ふいに下から小型の空中帆船が現あらわれた。甲かん板ぱんからライトで照らされて影虎は顔を背そむけた。

　油断だった。甲板に設せつ置ちされた機銃が火を噴ふいた。

「三点結界──！」

　咄とつ嗟さに水花が結界を結んでかろうじて銃弾は防ふせいだが、いつものように二人に軽口を叩たたき合う余よ裕ゆうはない。

「このクソが！」

　影虎は飛び込み、振ふるった大おお鎌かまで帆船の胴どうを真っ二つに斬きり裂さく。前後に分かれた帆船が空中で大たい破はする。

「水花さん！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　爆ばく炎えんにさらされた影虎は、構かまわず振り返って水花の名を叫んだ。どこからか飛んできた光彩素子の輝かがやきが、影虎の胸むねを斜ななめから貫つらぬいた。

「がッ……。な、なんだよ……クソ……」

「影虎さん！」

　水花が影虎の名を叫ぶ。反はん射しや的に飛び寄よって相あい棒ぼうの青年を抱だきかかえた。

「影虎さん！　しっかりして下さい影虎さんッ！」

「……水花さん」

「影虎さん──」

「逃にげ……ろ……」

　影虎の虚うつろな眼まな差ざしは、天てん頂ちように向けられていた。

「え──？」

　覆おおい被かぶせてくるような巨大な深く黒い影を感じ、水花は顔を上げた。空を塗ぬり潰つぶす漆しつ黒こくが迫せまってきていた。

「黒い……塊かたまり……。なんですの……」

　それは、空中帆船の巨きよ大だいな船底だった。天使の攻こう撃げきで墜つい落らくしてきたのだ。

　影虎を抱いていては避よけることもできず、水花は船底に押おし込まれ、もろとも暗い夜の海に落ちた。墜落した帆船は海面で大きな爆発を起こした。

　他の天使たちも突とつ然ぜんの撤退信号に動どう揺ようしていた。彼らは戦局を把は握あくしておらず、ひたすらに激げき情じようで戦っていた。その激情──破は壊かい力りよくに転化されていた源みなもとが、突然の味方からの負けを知らせるに等しいコールで覚めた。一方、管理団の方は、ようやく司令官である湊川の死が台湾司令部に報ほう告こくされ、マニュアルに従したがい代理の司令官が任にん命めいされ、大だい損そん害がいの中でも規き律りつを取り戻しつつあった。代理司令官は東あずま真まことという四〇代の男だった。兵卒からの叩き上げで過か去この天使との激戦において数々の武ぶ功こうをあげてきた彼は、中嶋信しの武ぶに次いで名が知られており、兵士たちの信しん頼らいは厚あつい。

　天使たちは殺戮の手を休めると帆船から出て空に戻り、眼についた者同士で集まって状じよう況きようを確たしかめあう。

　一体、なにがどうなったのか……。

　俺たちは戦っていた。多くの船を落とした。まだ負けてはいないはずだ。

　俺たちは負けたのか？

　これで撤てつ退たいするのか？

　その隙すきをついて、管理団軍は一いつ旦たん天使から距きよ離りを置いた。天使たちも、自分の現状を確かめることの方が先決だった。

　東は、ここで迷まよわずに第二軍を投入した。彼が自ら指し揮きを取り今日に備そなえて鍛きたえてきた機械戦隊である。台湾に待機し、ここまで天使との決戦に参加してこなかった二〇〇〇機の武ぶ装そうヘリコプターが各所から飛び立つ。

　勝敗は決した。

　機き動どう性せいに優すぐれ、光こう彩さい素そ子し弾だんの連射が可か能のうな銃じゆう座ざを備えたヘリコプター部隊は、半球状に広く散開して攻撃を開始した。決して距離は詰つめず、互たがいに連れん携けいしあって天使の接せつ近きんを徹てつ底てい的てきに阻はばむその攻撃に天使たちは為なす術すべがなかった。士気が高く体力さえあれば、一か所に突撃して強行に破壊することはできたかもしれないが、無意味に打ち上げられたブルーの撤退信号が天使からそれを奪うばっていた。

「撤退だ……。もう、撤退しかない……」

　攻撃から逃のがれる術は、身を返して後方に逃げることのみだった。

　背せ中なかを見せたことで多くの天使が撃ち殺された。

　これまで疲つかれを忘わすれて戦ってきた天使たちは、ここで一気に疲れを感じ、速く飛ぶことができない。




　後方の海面上に待機していた幹かん部ぶたちの元には、ヘリと同時に離陸した七機の戦せん闘とう機き部隊が襲しゆう撃げきをかけていた。彼らは頭上を通り抜ぬけた戦闘機を見ても、なんだ……と呆ぼう然ぜんとするばかりだった。

　ダウィルは、見つからなかったのだと胸むねを撫なで下ろした。

　そうして、いらいらと仲間の帰き還かんを待つ。逃げるにしても護ご衛えいは必要だった。

　やがて戦闘機は旋せん回かいしてくる。

　投下されたのは、光彩素子を結けつ晶しよう化かさせた緋ひ色いろの炸さく裂れつ石だった。ひとつでも民家を吹ふき飛ばす威い力りよくを持っているのに、何百という数だった。炸裂石は、海面に触ふれると弾はじけてルビーのように輝いた高温の衝しよう撃げき波はを放つ。ダウィルが最後に見たのは、太陽が生まれたかにも思える圧あつ倒とう的てきな赤の輝きと、幾いく重えにも重なりあって渦うずとなったその輝きが自分を軸じくにして天へと昇のぼり行く光景だった。




　東は勝ち時を読み取った。

　彼は再さい編へん制せいもそこそこに、空中帆はん船せん団だんに天使追撃を命じた。




　　　　５




　ルソン島を飛び抜け、戦場まであと少しのところまで来ていた百川は、海上でセフィロの天使軍と正面から出会う。飛ぶ力のない者を左右から二人で支ささえ、支える者の顔にも生気のない天使を見て、百川は戦いの結果を知った。百川はここまでほとんど休まずに全力で飛んできた。だから百川自身、全身で息をしていたし、憔しよう悴すいしきっていて、とても助けにきたといえる状況ではなかったが、それでも百川は両方の眉まゆを吊つり上げ、狂きよう暴ぼうだが頼たのもしくもある笑えみを浮うかべた。

「よう」

　夜明け近い時間だった。虹にじ色いろの光が揺ゆらめく淡あわいスモークブルーの空には、水平線の下から太陽の光が滲にじみ出しつつある。

　雲の流れは速い。海面では冷たい風が強く吹いていた。

　現あらわれた〈捨すて去りし者〉を前に、天使たちは足を止めた。なにを今さら来たのか──と言う者はいない。彼らは皆みな、〈捨て去りし者〉が氏族幹部から疎うとまれて、今回の作戦から外されたことを知っている。たしか奴やつは、後方の雑ざつ務むをやらされていたはずだ……それがどうして前線にいる……？

「敵てき、追ってきてるんだろ？」

「……残念だが、追いつかれるのは……時間の問題だろうな」

「行けよ」

　くいとうしろに顎あごをひねり、百川が言う。強気な言葉とは裏うら腹はらに、今にも百川こそ海に墜つい落らくしそうだった。実じつ際さい、強い風の中で、疲れきった百川は体を安定させていることができずふらふらと揺ゆれていた。

　しばらく見み据すえあった後、

「──行こう」

　一人が言い、天使たちは百川の脇わきを抜ける。停てい滞たいしている猶ゆう予よはなかった。

「……すまない」

　誰かが言った。百川は答えない。

　……間に合わなかったか。

　わかっていたことだが、やはりオーストラリアから台湾までは遠い。即そく移い動どうできるものではなかった。

　わずかな間を置いて、北の空にいくつもの黒い点が現れる。点はみるみる大きくなって空中帆船団だと理り解かいできる。百川は軽く息を吐はいた。寒さと疲れからくる震ふるえを一いつ瞬しゆんだけ全身に強く力をこめることで弾き飛ばす。

　そうしてから〈破は滅めつの剣つるぎ〉を左手に生み出した。

　無数の生き血をすすってきた赤黒い刃やいばは光を跳はね返さず、まばゆく朝日が広がりはじめた世界の中で、逆ぎやくに存そん在ざい感を放つ。

　帆船は陣じん形けいを組んでおらず、先に立った一隻せきが突とつ出しゆつしていた。ちっぽけな天使一人が仁に王おう立だちで待ちかまえていても、帆船は止まらない。船体自体の重量と速度で当て殺すつもりなのだ。正面から突っ込んできた。

「おぉぉぉぉォォおおおおおおぉぉぉォォォォォ────────ッ！」

　百川は雄お叫たけびを放った。

　振ふりかぶって、全身全ぜん霊れいの力で上から下に剣を振るう。破滅の剣を伝わり放出された天使脈動が巨きよ大だいな刃となって帆船を一刀に斬きる。

　爆ばく発はつ。

　突然の出来事に管かん理り団だんの代理司令官である東は全船に緊きん急きゆう停止を命じた。

　やがて爆風が収おさまり、東は見た。

「あれは──。まさか──。〈捨て去りし者〉か──？」

　数年にわたり、たった一人で管理団と渡りあってきた〝最さい凶きようの天使〟と、彼は以前に中国大陸で遭そう遇ぐうした経けい験けんがある。他の天使とは明らかに違ちがう、純じゆん粋すいすぎるほどの殺意に満ちた鋭えい利りな眼まな差ざしを見間違うはずはなかった。

「だが……。奴は香港を出て……。セフィロに合流していたというのか……？　だがどうして今さら……」

　襲撃してきた天使の中に〈捨て去りし者〉はいなかったはずだ。いれば、報ほう告こくが来ているはずである。〈捨て去りし者〉は、管理団軍の中で、もっとも忌いむべき天使として誰だれもが知っているのだから。それにもしも奴がいれば──ああも簡かん単たんにセフィロ軍が崩くずれることはなかっただろう……。東は知っている。以前、遭遇した時、奴はたった一人で二〇〇人はいた味方を殺し、死しに神がみのように笑ってみせた。東は生き延のびたが、あの時に感じた恐きよう怖ふは未いまだ心に張はりついて離はなれない。

　と、停止命令を無む視しして、一隻の帆はん船せんが百川に距きよ離りを詰つめていった。甲かん板ぱんから光こう彩さい素そ子し弾だんを放って仕し留とめようとする。

　艦かん橋きようにいた東は、双そう眼がん鏡きようのレンズごしに見た。百川康貴が、あの時のように──死神じみた余よ裕ゆうの笑えみを口元に浮うかべたのを。

　一撃。

　剣によるたったの一撃で、またも武ぶ装そうした空中帆船は大破した。

「動かせるな！　全軍に停止を徹底させろ！」

　東は、背せ筋すじが凍こおりつくような恐怖を覚えた。

　彼は軍人だが、無む為いに命を捨すてようとは思わない。勝利は、生きてこそ手につかむことができるのだというのが信しん条じようだった。

「奴やつは……一人なのか？」

　東はまた、百川康貴に、破は壊かい工作に秀ひいでた二人の仲間がいることを知っていた。わずか二人だが、信しん頼らいできる噂うわさでは、わずか二人は神しん海かいにおいて他国の最新空母と戦せん闘とう機きをことごとく破壊してのけたと言う。

「どうする……撃つか……」

　数百隻単位の帆船から一いつ斉せいに攻こう撃げきを受ければ、いくら〈捨て去りし者〉とて無事で済すむはずはない。

　当たれば……。だが。

　東は百川康貴が空中で佇たたずむ南西に、小さな島があることに気づいた。

　まさか──。

　嫌いやな予感がした。

　百川康貴がセフィロに合流しているとすれば、二人の仲間もまたセフィロに合流しているはずである。あるいは、なにかとんでもない罠わなを仕し掛かけて、こちらに大きな被ひ害がいを与あたえようとしているのかもしれない。たった三人でなにができるのかと思いたいが、実じつ際さいに彼らはそれをしてここまで生き延びてきた。

「全軍後こう退たいだ」東は言った。「もはやセフィロ軍は壊滅した。深追いしすぎて無意味な被害を出すことはなにもない」

　命令はすぐさま全軍に伝達された。

　下がっていく帆船の群むれを、百川は追わなかった。




「──フウ」

　敵てき船せんが小さな点に戻もどってから、百川はぐったりと息をついた。

　虚むなしかった。

　自分の無力を痛つう感かんして仕方がない。なにが〝最凶〟かと思う。戦争という巨大な渦うずの中で個こ人じんにできることは本当に少ない。いや、なにもできないと言って良かった。睨にらみを利きかせることに成功して敵を追い返したところで……。一体、この戦争のなにがどうかわるというのだろうか。

　今日の敗北があさってに延びただけのような気がする。

　訪おとずれる結果はなにもかわらない。

　ここで剣つるぎを振ふるっても、なにも。

　逃にげてきた天使たちの正せい確かくな数を百川は把は握あくできていないが、しかし、激げき減げんしていたのは確たしかだ。

　よくて六割わり……。

　悪ければ四割を切っていたかもしれない。

　そして、豪ごう華かな装そう飾しよく品ひんで身を飾かざって威い張ばり散らしていた氏族幹かん部ぶとかいう連中が一人もいなかった。死んだのだろう。

　……俺おれは無力だ。

　……なにひとつ、世界を変えることなんてできやしねぇ。

「なにも──。できやしねぇのかな──。どれだけ必死になっても、結局……」

　つぶやいても、それ以上はもう思考が働かない。

　疲ひ労ろうはとっくに限げん界かいを超こえている。

　とにかく、少し休もう。

　百川は身を返すと気力を振り絞しぼって飛行し、十分に台湾から距離の離れたルソン島の北岸に着地した。

　見晴らしのいい崖がけ上うえの、木立の下を選ぶ。

　すると……。

　そこには、横に身を丸めて気持ちよさそうに眠ねむる、背せ中なかにふわふわとした小さな黒い翼つばさを折りたたんだ華きや奢しやな少女がいた。

　百川は相そう好ごうを崩くずし、その少女──ジルのとなりに腰こしを下ろした。

　気配を感じてジルが眼めを覚ます。

「……百川くんだ」

　なんというか、あまりにのほほんとした、平和すぎるような声と顔だった。

　百川は笑って、

「よう。元気か？」

「うんっ！　百川くんは？」

「まあまあだ。しかし、俺さまはちと疲つかれた。これから昼まで眠るから、昼になったら俺さまを起こしてくれ」

「仕事？」

「おう。おまえの大切な仕事だ。信頼しているから頼たのむぞ」

「おー。わかった！　がんばる！」

　ジルは嬉うれしそうに、本当に嬉しそうにうなずく。

　たったそれだけのことでも。

　なにかを頼まれたことが、信じてもらえたことがジルには嬉しかった。

　ジルは両りよう腕うでで膝ひざを抱かかえてしゃがんだ。

　眠りについた百川の脇わきで、じっと太陽を見つめる。昼が来るのを見み逃のがさないように彼女は頑がん張ばりはじめた。
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　彩さいは自じ宅たくのリビングでテレビを見ていた。台たい湾わん南岸の決戦から七日が過すぎ、テレビでは検けん証しようの盛さかりだった。テレビ局のヘリコプターは戦いのあった海にまで足を延ばし、勝手に帆はん船せんの破は片へんを拾い上げては破は壊かい時の状じよう況きようを専せん門もん家かが推すい測そくする。時には天使の死体が無む修しゆう正せいでテレビ画面に映うつることもあった。

　そんな時、彩は必ず眼を背そむけ、しかし逃げちゃダメだと思い直して、しっかりと画面を見つめた。

　ソファーからテレビまでの距きよ離りは一〇メートルもない。

　せいぜい五メートルだ。

　眼に見える戦場は、そんなにも近かった。

　だけど、なんの実感もない。眼に見えて音も聞こえて死体だってあったのに。

　彩は何度もオーストラリアにいるハーシェや百もも川かわに連れん絡らくを取ろうとした。だけど電話がつながることは一度もない。今までは通じていたのに、戦争がはじまって光の海が閉へい鎖さされたのだろう。

　戦争を、なんとかして止めたい。

　彩は強く願っていた。

　今からだって、きっと和平への道はなにかあるはずなのだ。

　テレビには、戦争に関連した最新ニュースが流れる。

〝天使壊かい滅めつに向けた大作戦がついに！〟

　一度は棚たなに上げられていたセフィロの本ほん拠きよ地ちシドニーの破壊を狙ねらう〝草くさ薙なぎの剣つるぎ〟作戦が緊きん急きゆう国会で可か決けつされたというものだった。作戦はすでに完成しているため、近日中に軍の編へん制せいを完かん了りようし、完了次し第だい、作戦を開始するという。その作戦によって、天使の完全敗北は確かく定ていするだろうとアナウンサーは報ほうじた。先に天使が仕し掛かけてきた東京壊滅計画とは逆ぎやくのことを、今度は管かん理り団だんが行うのだ。

「いけない……。そんなこと……」

　彩は受話器を取った。首しゆ相しよう官かん邸ていに電話をかける。近こん藤どうにも、なかなか電話がつながることはなかった。今日も近藤は留る守すだと言われた。彩は電話がほしい旨むねを秘ひ書しよに伝えると受話器を元の場所に戻もどした。

　彩はこうして、無む為いに日々を過ごしていた。まずは連絡を取りたい。だけど、どこにも連絡が取れない。

　と、彩は、外の方がなんとなく騒さわがしいことに気づいた。

　なんていうか、潮しお騒さいに似にた印象だろうか……。

　ざわざわとした……。

　リビングと外は、とても広い庭と分ぶ厚あついガラスによって隔へだてられているから、ソファーに座すわっていたのではなにもわからない。

　彩は立ち上がると窓まどを開けて、ふわりと体を浮うかせた。昔、東京にいた頃ころ、彩は空もまともに飛べない無力な天使だったが、今では屈くつ強きような天使にも負けない速度で自由に空を飛ぶことができる。

　外──緒お原ばら邸ていの巨きよ大だいな正門の前には大おお勢ぜいの人間が集まっていた。彩の自宅住所は秘ひ密みつにされていたはずだが、どこかで漏もれたのだろう。

　一〇〇人では利きかない数だった。

　応おう対たいに出ているのは壮そう年ねんの執しつ事じの早はや田たで、迷めい惑わくだから帰ってほしいと懇こん願がんしているが人々は聞き入れない。

「会わせてくれ！　白き翼つばさの天使に俺たちは会いたいんだ！」

「どうして会わせてくれないんですか！」

「だから申し上げておりますように、お嬢じようさまは公こう務むでお疲つかれなのです。どうかご理り解かいの上お引き取り下さい」

「あの──」

　彩は空から舞まい降おりると、早田のとなりに立った。

「天使だ！　天使が空から来た！」

　渦うずのように歓かん声せいが起こった。

「あの──。私になにかご用ですか？」

　彩はたずねた。

「世界は、この世界はどうなってしまうんだ！　また鉄てつ槌ついが起こって、結局、俺たちは全員死ぬんだろうそうだろう!?」

「天使と戦ったって、戦争したって、神は俺たちをなにも許ゆるしていないんだ！」

「だから空が変へん容ようしているんだ！」

「教えてくれ！」「教えてくれ！」「教えてくれ！」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　彩はにっこりと笑って、興こう奮ふんしきって詰つめ寄よる大おお柄がらな男の額ひたいに触ふれた。

「あ……」

　天使の手のひらから伝わる涼すずやかな気配に、男は意気をなくし、まるで少女のようにその場にへたりこんだ。

「神さまは世界を見み捨すててなんていません。まだみんな生きてるじゃないですか。みんなで作れと言っているんだよ」

　当たり障さわりのない言葉で彩は言う。

　当たり障りはないが、心からの言葉だった。

「どいて！　お願いどいて！」

　と、人の壁かべをかき分け、必死の形相で二〇代後半らしき女じよ性せいがやってきた。彼女は両手で車くるま椅い子すを押していた。車椅子には、まだ幼おさない男の子が乗っていた。一見して、重い病気にかかっているのだとわかる。腕うでは枯かれ枝えだのように細く、目の大きな顔には骨ほねの輪りん郭かくばかりが浮き立ち、肌に艶つやはない。

「天使さま！　この子を──この子を神の祝福で癒いやして！　この子には作りたくても作る未来もないんです！　お願いしますお願いします！」

「この子は……」

　彩は子こ供どもを見つめる。

「病気なんです──。体中に腫しゆ瘍ようが出来てしまっていて……。もう長くないとお医者さまからも言われていて！」

　子供は、こんな人前に連れてこられて、恥はじているのだろうか。それとも、なにもかもがどうでもいいと思っているのだろうか。男の子の顔に見えるのは、拒きよ絶ぜつと、否ひ定てい、完全な無む反はん応のうだった。

　彩が膝ひざを折って、同じ眼めの高さで、

「こんにちは」

　と、声をかけても視し線せんすらあわせようとしない。

　人々のざわめきが静まる。誰だれもが固かた唾ずをのみ、彩がどうするのかを見つめた。

「いいよ」彩は優やさしく言う。「君を癒してあげる」

「天使さま……！」

　彩は、正面から男の子を抱だきしめる。骨と皮ばかりの背せ中なかに手を回して、自分の中にあるなにかを男の子に注いだ。彩の背中についた一対の白い翼は、自然に広がっていた。緋ひ色いろの髪かみは輝かがやきを帯び、その翼と髪の美しさ故ゆえだろうか──人々は彩の全身から、泡あわ立だつような光が広がるのを感じた。

　しばらくして、彩は男の子から身を離はなした。

　男の子はまばたきして、彩を見つめた。男の子は、信じられない──という、驚おどろきの顔をしていた。

　誰の目からも、男の子の顔色はよくなっているように思えた。

「天使さま……。ありがとう……！　ありがとうございます！」

　かわりに、彩がよろめいた。

　ふらついて倒たおれかけたところを早田が支ささえ、

「お嬢さま！」

　叫さけぶ声を彩は聞いた。貧ひん血けつになったように急に体から力が抜ぬけてしまった。しっかりと意識を保つことができない。一体、どうなったのか。わからない。彩はまだ、偶ぐう発はつ的に発はつ揮きされる〝癒す〟という力を理り解かいしていない。

　彩は、必死に早田から離れて一人で立った。再ふたたび膝を折ると、同じ視線の高さで男の子に微笑ほほえみかける。

「──大切にしてね、側そばにいる人のことを。君を愛してくれている人のことを。

〝ありがとう〟

　って、お母さんに言ってあげてね」

　どうして忘わすれていたのか。

　彩は、一番大切な、忘れちゃいけなかったことを今さらに思い出した。




　　　　◇




　──セフィロ。シドニーの空、高度一〇〇〇メートル。

　これは、無む駄だなあがきなのかもしれない。

　いや、きっと、

〝無駄なあがき〟

　奈な生おはその言葉を飲み込こみ、ジャケットを風になびかせた百川から、下方二〇〇メートルの位置でバックアップの体たい制せいを取っていた。

　いつどの瞬しゆん間かんに光が煌きらめいても、即そく、タリスマンを起動させることができるように精せい神しんを研とぎ澄すませる。

　日本の方から飛んでくる光の矢は、毎日、決まって正午丁ちよう度どだった。

　あと、三〇秒。

　それは光の矢ではなく、破は壊かい兵器──大型のミサイルだった。

　毎日、決まって一発。

　都市の破壊を狙ねらってではなく、天使を精神的に追い込むための攻こう撃げきだろう。

　虹にじ色いろの光を破やぶり、空の彼方かなたが煌めいた。

　次の刹せつ那な、

　快晴の空に大だい爆ばく発はつが起こった。

　奈生の出番はなかった。百川が、天てん使し脈みやく動どうを浸しん透とうさせた〝破は滅めつの剣つるぎ〟でミサイルを切り裂さいたのだ。

「成功だな」奈生のところに戻もどってきた百川はケロリとした顔をしている。「時間と弾だん道どうがわかってりゃ、明日も防ふせげるな」

「まったく。よく一瞬の煌めきに即そく応おうして剣が振ふるえるよね」

「俺おれさまは天才さまだからな。とーぜんよ」

「はいはい」

　奈生は呆あきれた顔で肩かたをすくめた。なるべくいつものように。心の中にある未来のヨミは出さないように。

　──こんなことをしたって、意味はないよ。今は一発だけど、来月にはきっと一〇発になって、その次の月には一〇〇発になるか、もっと恐おそろしいなにかがシドニーを包みこんで天使を皆みな殺ごろしにかかるよ。

　それが戦争なのだ。

　個こ人じんの戦いとはまるでちがう、見えない誰かが広げた巨きよ大だいな蜘く蛛もの巣なのだ。

　でも、

　そんなことを言って、果たしてなにがあるのだろうか。

　なにもない。だから奈生は言わない。かわりにどうすればいいかを考えるが、なにひとつ名案はない。

　二人は都市に戻ると、本部ビルの屋上に降おり立つ。

「奈生。メシでも食うか」

「だね」

　百川に誘さそわれて奈生は食堂に行く。メニューはなく、配給されるのはパンと野菜スープと干し肉だった。食べているとジルが走ってきて、百川と奈生、向かいあって座すわるどちらの側そばに行くか悩なやんだ末、百川のとなりの席にちょこんと座った。

「あー負けたァ」

　奈生はおどけてみせる。そこにズボンとシャツのラフな格かつ好こうのハーシェが来て、

「どうしたの？」

　と、トレイをテーブルに置いて奈生の横に座った。

「今日もありがとね、康やす貴たかくん、奈生くん。このあいだの戦い──ううん、その前から二人にばかり頼たよって申し訳わけないです」

「同じことばっか言うな、バカめ」

　百川はそっけなく、スプーンにすくって野菜スープをすする。

　先の台湾域いきでの戦いでセフィロ側は半数の天使を失った。大きな痛いた手でだが、逆ぎやくに考えれば半分は逃にげ延のびた。しかし、投下された大量の炸さく裂れつ石によって氏族幹かん部ぶたちがことごとく戦死して、統とう制せいのはっきりしない状じよう態たいにあった。

「で、決意はついたのか？」

　百川がたずねる。

「えーと……とりあえず他の氏族から新代表を出してもらって、今までみたいに氏族の合議制でやっていこうかと思うんだけど……」

「じゃあ、おまえが〝顔〟なんだな」

「……そうなりそう、かな。議長の娘むすめで、今までの幹部の生き残り……とりあえず一番無ぶ難なんな人選みたいだし」

「そだねー」

　奈生は口にはしないが思う。結果的にはよかったんじゃないかな、と。ハーシェがリーダーになれば、全ぜん滅めつするまで戦うとは言わないだろう。管かん理り団だんの首しゆ相しよう・近藤は戦争を望んでいない。和平が実じつ現げんするかもしれない。オーストラリアだけもらえれば天使たちは十分に暮くらしていくことができるし、元々オーストラリアは管理団の施し政せい外がい地域なのだから損そん害がいもないだろう。もっとも、将しよう来らいの脅きよう威いを考えれば、管理団側はかなり厳きびしい条じよう件けんをつきつけてくるだろうけど……。

　彩に連れん絡らくが取れれば、な……と奈生は思う。そうすれば、近藤と会談する足がかりは作ることができる。彩が人間の中で元気に活動していることは、情じよう報ほう閉へい鎖さされる前にテレビで見た追つい悼とう集会の映えい像ぞうでわかっている。

　光の海の閉鎖──情報を閉とざされるとはなんとキツイのだろう。

　今まで見ていた管理団のテレビも見ることができないから、今、世界がどうなっているのかが日に日にわからなくなる。同時に、ＪＢをはじめとした外の仕事屋にも連絡を取ることができない。

　いずれにせよ、ハーシェも他の天使たちも、家族や仲間を亡なくしたというのに葬そう儀ぎもそこそこに明日を見つめている。

　悲しんでいる暇ひまはない。理り屈くつではわかるが、やっぱり強いと奈生は思う。

　同時に、あっけないものだよな……とも思う。

　死ぬ、なんてことは。

「ねえ、百川」ふと奈生はつぶやく。「彩は選ばないよね」

「ん？　なんのこと？」

　とハーシェ。

　それがなんのことかわかっている百川は、どう答えるのだろうか。奈生は、平静を装よそおいつつ干し肉をかじる。

「彩だって、きっとわかってるさ」

「なにを？」

　奈生はたずねた。

「──大切なこと、だろ？」

　百川は、となりに座っているジルを優やさしい眼めで見つめた。

「ん？」

　今度はジルが首を傾かしげる。

「あーもうここにいたんですかあ！　奈生さんっ！　探さがしましたよお！」

　と、そこに、ばたばたとイーアが走ってきた。

　イーアは、奈生と同じテーブルにハーシェがいることに気づくとバツが悪そうに近ちか寄よるのをためらうが、

「構かまわないから来なさい」

　ハーシェがお嬢じようさま然とした口ぶりで言うと、

「──はい」

　小さな声でうなずき、テーブルの側まできて奈生に用件を伝えた。

「んで、どうしたの？」

「芹せり也やさんが戻もどってきたんです──！」




　　　　２




　芹也はドックにいて、乗ってきた空中帆はん船せんに積んだ荷物をドックの作業員たちと共に下ろしていた。いつもの空軍ジャケットに短く刈かった銀ぎん髪ぱつのその姿すがたを見て、百川は声をかけるより先に背せ中なかを蹴け飛とばした。

「がっ」

「なんだよテメェ！　おい、このヤロウ！」

　うれしさのあまり百川は芹也の首を脇わきに挟はさむと、ぐいぐい締しめつけた。

「まて百川……」芹也は心底苦しそうな声で、「し、死ぬぞ……」

「はぁ？　おまえがこの程てい度どで死ぬかよ」

　言いつつ百川は腕うでを離はなした。芹也はその場に膝ひざをついて、「いてて」背中やら腰こしやら肩かたを押おさえた。

「おい……。芹也、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ってさ、百川がやったんだろ」

　奈生が笑って言う。

「俺はおまえほど回かい復ふく力りよくが高くなくてな……。まだ全治してないんだよ……」

「──なにがあったんだ？」

「いろいろだ……。まずは荷物を下ろして、それから話そう。香港ホンコンで、雷らい砲ほうや炸さく裂れつ石を大量に仕入れてきたんだ」

「ほお。よくそんな金があったな」

「先生が──。あらかじめ武ぶ器き商人に渡わたしておいてくれたらしい……。必ず買いに来るから──その時は、あるだけ渡してやれ、と。本当は先週の、台湾南岸での戦いに間に合えばよかったんだが」

　つまりがちに説明する芹也の顔色を見て、百川はＪＢから聞いた出雲いずも永えい子この死の噂うわさは真実だったのだと理り解かいした。

「いや」百川はかぶりをふった。「あってもなくても負けは負けだったさ。あったとしてもその前の海上戦で全部使っちまってただろうさ」

「体はいいの？」

　と、奈生。

「ああ……。香港から船で来たからな。休めたよ」

「でも」ハーシェが言う。「香港だと、やっぱり戦争の情じよう報ほうも入るんだ？」

「入るというか、たれ流しだな。管かん理り団だんの民みん営えい放送が、戦争の経緯を事細かく毎日報道しているぞ。──そうだ。こっちは光の海が閉とざされたようだな。敗戦を聞いて、しかも連れん絡らくが取れなかったから心配していたんだ。ざっと見たところ、都市や人員に致ち命めい的な被ひ害がいは出ていないようでよかったよ」

「戦せん闘とう要員は半はん減げん、氏族幹かん部ぶさんたちは壊かい滅めつだけどね」

　奈生は、お気に入りの武器──炸裂石を手のひらで弾はずませて遊ぶ。

「光の海、直せる？」

　ハーシェがたずねると、芹也は事も無げに「たぶんね。ブロックされただけなら破やぶるのは簡かん単たんなことさ」と答えた。




　荷物の運び出しを終えて、一行は見晴らしのよい滑かつ走そう路ろ脇の芝生しばふに座すわった。ピクニック気分でリラックスして──ではなく、野外であれば空から敵てきが来たとしても早めに知ることができるからだ。

　百川、奈生、芹也、ハーシェ、あとはついてきたジルである。

「なにから話せばいいのか……」芹也は迷まよいながら、「俺は香港で、緒原辰たつ弥やから奴やつが高天たかまが原はらで見たという『楽園記』のことを聞いた」

「緒原──死んだんだよな？」

　百川は芝生の上に仰あお向むけになって寝ね転ころび、細めた眼めで空を眺ながめながらしゃべる。空には変わらず虹にじ色いろの光が揺ゆらめいている。

「ああ。先生も、そして、緒原辰弥と相打ちになる形でヘスティア・ハーマインという例の灰はい色いろ肌はだをした男も死んだと──セアラ・ラプトは言っていたよ」

「セアラって！」反はん応のうをしめしたのは奈生だ。「どういうこと？」

「俺は、情なさけない話だが、ギャングに捕つかまってしまってな。半殺しにされて売られかけたところをセアラ・ラプトに助けられた。彼女とはその後でも会って、中なか嶋じまからの伝言と共にハーマインの死も聞いたんだ。──香港には中嶋信しの武ぶも来ていた。セアラ・ラプトは東京に行くと言った。どういう用事かは知らないが」

「伝言って？」

　奈生がたずねると、芹也は、

「百川にだ。〝混こん沌とんの袂たもとにて君を待つ〟らしい」

「ケッ。知るかボケ」

「混沌の袂……」奈生は考えつつ、「東京に行くんだよね？」

「しかしよ」百川は、「永子さん、緒原、灰色野や郎ろう、ミラン・ベルティール……みんな死んじまったんだな。今まで、あれこれ世界をいじってきた連中は」

「百川くん……。ミラン、死んじゃった……の？」

「死んだ」

　百川は短く答えた。感情のない冷たい声だった。

「……！」

　ジルは百川を非ひ難なんしようと身を乗り出し、しかしなにも言えず、唇くちびるを尖とがらせて膝ひざを両りよう腕うででくるみ、溢あふれる涙なみだに耐たえた。

　そんなジルの横顔を奈生は切なく見つめる。

「──話、戻もどそうか」

　奈生は言った。

「そうだな……。とにかく俺おれが遅おくれたのは、ひとつには怪け我がのせいなんだ。天使脈動どころか走ることもできなかったから、無理に戻っても足手まといになるだけだしな。だけどもうひとつ、俺にはどうしてもしたいことがあったんだ」

「セフィロで……管理団と戦うより？」

　ハーシェはためらいがちにたずねた。非難するつもりはないが、芹也がいなくてどれだけ不安だったか──その気持ちからだ。

「ああ」芹也はうなずいた。「俺は先生から、最後に、『楽園記』を預あずかった。自分でどうしてもそれを読まなくてはいけなかった。こっちには、俺の発動力と完かん璧ぺきに同調できるだけのコンピュータがないだろ？　だからどうしても、『楽園記』のプロテクト解かい除じよと解読は香港でする必要があったんだ」

「『楽園記』って──！」百川は驚おどろきを隠かくせず、「じゃあ、〈時を纏まといし者〉って実じつ在ざいする天使なのか!?」

「百川、話を聞こうよ」

　と、奈生。

　身を起こした百川がまた寝転んでから、芹也は話をつづけた。芹也は、『楽園記』がコンピュータ上で読み取るメモリーキーに入っていたことを説明してから、そこに書かれていた内ない容ようが緒原の言っていた内容に等しかったことを伝えた。そして、緒原辰弥がこの世界について語った〝真実〟を伝える。

　──天使とは、滅めつした異い世せ界かいからの難なん民みんなのだ。

　──世界は、誰だれの夢ゆめにもコーティングなどされてはいないのだ。

　と。

「……たしか」奈生が言う。「ミラン・ベルティールとヘスティア・ハーマインは逆ぎやくのことを言っていたよね。世界はイルミナの夢でコーティングされている、イルミナが夢から覚めれば世界はまるで別のものになるって。永子さんも同じだっけ？　夢から覚めた明日なんとかって言ってたよね……」

「わけわかんねぇ。どっちがどっちでなにがどうなんだよ、結局」

　百川はぼやいた。

「うん」──と、ハーシェは百川の意見に同意した。なにがなんだか、いきなり話を聞いた彼女にはちんぷんかんぷんだ。

「それは俺にも断だん定ていできないよ」芹也は息をついた。「俺が渡わたされた『楽園記』だってこれが本物とは限かぎらない。世界にあるものは、なんだってそうだろ？　捏ねつ造ぞう・虚きよ偽ぎ・詐さ欺ぎ・噓うそ・誤ご解かい・偏へん見けん・錯さつ覚かく……すべてを見み極きわめるのは不ふ可か能のうさ。だけど俺は、先生の言葉を信じたいし、『楽園記』を読んで、緒原の言葉の方が正しいと確かく信しんした。世界はコーティングなんてされていない。すべては、二つの平行した世界が、互たがいに互いのことを認にん識しきできなかったことから起こってしまった悲ひ劇げきなんだ」

「俺たちの世界……。俺たちが……いた……世界……か。おもしろいよな……。人間が俺たちのことを天使だと信じきってそう呼よぶから、俺たちも自分を神の御み使つかい──天使だと信じた──その考え方。イルミナも同じく──か」

　空を眺めながら百川は、それはどんな世界だったのかと考える。考えても、自分が今まで生きてきた荒こう廃はいした大地しか頭には出てこない。

「チッ」

　おもしろくない。百川は横に体を向けて、空から眼めを背そむけた。

　芹也は話をつづける。

「すべて伝言ばかりで、まあ、自分の目で確たしかめる術すべがないのは残念だが──。なんにしても俺は確信した。彩は、自らの命を絶たつ必要なんて絶ぜつ対たいにない、と。世界の真実がどうであれ、それだけは確かだと思う」

「だったら止めに行かないと──」と、奈生は、「ねえ、彩に早くこのことを知らせてあげないといけないよね」

「そうだな。急いで光の海のブロックを解といて、彩に連れん絡らくを入れよう」

「まあ、それはべつにいいだろ」

　ぶっきらぼうに百川が言った。

「どうしてだよ!?」

　奈生が非難する。百川はひょいと身を起こしてあぐらになると、

「彩は、きっと、もうわかってるさ」

　と、笑う。実に屈くつ託たくのない、涼すずしい笑えみだった。

「でも──」

「あいつは負けたりしねぇよ。絶対に──〝自分自身〟になんてよ。きっと、あいつは本当の意味でみんなを幸せにできるような奴やつになると思うぜ、俺は」

「みんなを幸せに……。難むずかしいよね」

　奈生はしみじみと思う。

「おう。俺たちは、世界がどうとかわけわかんねぇことに巻まき込こまれて、そのへんのことを難しく考えすぎてたのかもな。俺はさ──思うんだよ。俺たちがいくら頑がん張ばったって戦争に勝つことはできねぇ。俺がどれだけ敵てきを殺しても、結局、なにがかわるわけでもなく世界は動いているだろ？」

「じゃあ康貴くんは、なにもせずに私たちは滅ほろびてしまえばいいっていうの!?　もう戦争に勝つことをあきらめちゃったの!?」

「ちげーよ」

　ここで百川はジルのことを見た。視し線せんに気づいたジルが、百川のことをあどけない眼まな差ざしで見つめる。

「今、できることを精せい一いつ杯ぱいやればいいって──思っただけさ。な？」

「わかんない」

　ジルはにっこりと、素す直なおに答えた。

「もちろん、遠くを見ること、目的地をしっかり定めることは大切だと思うぜ。だけど手が届とどかないくらいに遠くばかり見てても、結局はなにもできねぇだろ？　俺は結局、狂きよう暴ぼうな殺し屋で、管かん理り団だんの首しゆ相しようさまじゃねぇってわけさ。言っとくが、自分を卑ひ下げして言っているわけじゃねぇぞ。俺は決めたんだ。いや、思い出したんだよ。〝自分の側そばにいる奴だけは絶対に守ろう〟──てな」

「天あま照てらすさまのように……か？」

　と、芹也。

「ああ──。先生は、誰より強い力を持っていたのに、世界じゃなくて、最後まで俺たちのことを守ってくれた……。先生がもし、世界に挑いどんでいたら、今の世界はどうなってたんだろうな……。もしかしたら、もうなにもかもが解かい決けつしているのかもしれねぇし、天使は元の世界に帰っていたのかもしれない。

　だけど、先生はそうしなかった。それって、世界のことが全然見えていなかった愚おろかなことなのかな……。俺はちがうと思う。先生は逆ぎやくに見えていたんだろうな。どれだけ誰より強い力があっても、世界を思い通りにできる大だい皇こう帝ていさまだったとしても、絶対に、自分一人じゃできないことはあるんだってよ。

　先生が守ってくれたから、俺たちはここにいる。俺たちは彩と出会って、ハーシェやジルとも出会って、少しだけだけどよ……側にいる奴らを守った。俺は思うんだよ。本当に大切なことは、そうやって少しでも、誰もが側にいる奴を守っていくこと──。そうすることがきっと、自分一人じゃ絶対に手の届かない最後の大きな目的に到とう達たつする唯ゆい一いつの方法なんじゃないかってよ」

「そうだね……」

　ハーシェは、悲しくないのに、どうしてか眼めに溜たまっていた涙なみだを拭ぬぐう。

「だからこそ」芹也は笑って、それから真顔で、「急いで彩には連絡を取らないとな。彼女の身に万が一のことが起きないようにしないと」

「ん？」奈生はまばたきして、「どういうこと？　なにか彩に危き険けんがあるの？」

「いや、今は大だい丈じよう夫ぶだとは思う。ただ……。奴の利り益えきに反するようになった時、果たしてどうなるのかが心配でな」

「まあ、東京ならいいんじゃないのかなー」奈生は気楽に言った。「だって、近藤さんが警けい備び体たい制せいを敷しいててくれるでしょ」

「奈生──。俺たちは忘わすれていたんだよ。いや、巧こう妙みように考えないようにさせられていたのかもしれない」

「ん？　どういうこと？」

「今、この世界に生きている『鉄てつ槌つい』に関かかわった魔ま術じゆつ師しは、出雲永子と名乗っていたリディア・フォルク、ミラン・ベルティールだけではない。アンドレア・アンセルムス……奴のことはよくわからないが……。もう一人、俺たちはその男と会ったことがあるし、彩もその男のことを知っている。そして、その男は……。今にして思えば、〝コードＷ〟からはじまるすべての出来事の中心にいて、今でも中心にいる。百川、おまえ風の言葉を借りれば世界に手の届く位置にな。空に虹にじ色いろの光がかかっているのは、だから、イルミナの夢ゆめの余よ韻いんではなく……。おそらく、その男がなにかを企たくらんでいるから──。『鉄槌』や〝コードＷ〟の時のような世界規模のなにかを──」

「おい──」芹也が誰のことを言っているのか、百川にはピンときた。「おまえまさかあの男が──」

「〝混こん沌とん〟──中嶋信武はそう言った。〝敵〟──先生はそう言った。あの男は、まちがいなくなにかを企んでいる」

「彩──！　なら、彩は！」

「落ち着け。あの男の計画に彩は必要とされていない。なぜなら、ヘスティア・ハーマインも彩にはイルミナの夢を覚ますだけの価か値ちしか見てはいなかった。そして、その計画はイルミナの消しよう滅めつによって頓とん挫ざした。そして、頓挫した後、ヘスティア・ハーマインは彩に興きよう味みを示しめさなくなった」

「……どうして灰はい色いろ野や郎ろうがあの男の計画とやらに関わってくるんだよ？」

「関わっているからだ」芹也は断だん言げんした。「中嶋信武のことを忘れたか。奴やつが誰とつるんでいて今どこにいるのかを」

「じゃあ、彩は──。危険なのか、そうじゃないのか──」

「今は大丈夫だろう。彩には、まだ別の価値がある。〝希望の象しよう徴ちよう〟としてのな。だから彩にはとりあえず大人しくしていろと──。あの男の目的に触ふれるほどの行動は決して起こしてはいけないと忠ちゆう告こくしないといけない。少なくとも、俺たちが〝混沌の袂たもと〟で俺たちにできること──奴の野望を挫くじくまでは」

「野望を挫くか」百川の眼に久ひさしぶりに好戦的な光が戻もどる。「そうだよな。ここまで徹てつ底てい的に自分の野望を隠かくそうとしているんだ、もしも本当に奴に目的があるならロクなことのわけはねぇ。暴あばいてやる必要はあるよな。これはよ、先生・永子さん・緒原辰弥──高天原の教師たちからバトンを継ついだ俺らの、最後の大仕事になるのかもな。次の誰かになにかをつなげるための──かどうかはともかくとしてよ」

〝俺ら〟には、きっと彩も含ふくまれている。

　自らの中に居いる者の中に、天照と出雲永子だけでなく緒原辰弥の名も挙げた百川の心中を芹也は察する。

「最後の大仕事、か」

　芹也は、百川の言葉を反はん芻すうする。

　まさに、そうなるのだろう。これからの戦いがどのような結果になるにせよ、おそらくはこれで、『新理り想そう郷きよう計画』からはじまり、『鉄てつ槌つい』、〝コードＷ〟、ミラン・ベルティールの狂きよう気きへとつづき、そして、東京で今なにかが起きていることが確かく実じつな、同どう軸じく線上の野望の連れん鎖さは終しゆう焉えんを迎むかえる。

　芹也に感かん傷しようはない。

　だけど、彩と出会った日のことは、どうしてか脳のう裏りに蘇よみがえっていた。

　彩は明るい子だった。なにも知らなくて、無む垢くな美しい子だった。

　旅の中で、彼女はかわっていった。

　彩は本当に、旅の中で辛つらい想おもいしかしていなかった気がする。なのに彩は生きる希望と笑え顔がおを無くすことがなかった。

　百川も同じだ。百川も彩と同じように、たくさんの葛かつ藤とうを抱かかえながらも、でも前を見つめることだけは忘れなかった。

　二人には幸せになってほしいと、芹也は心から思う。

　今回の件けんさえ解かい決けつすれば──。幸せへの道が見えるのかもしれない。

　だからこそ、友のために、やらねばならない。

「んじゃ、急ごうか」

　自じ慢まんの三つ編あみを背せ中なかに煌きらめかせ、奈生はもう立ち上がっていた。場ば違ちがいに爽さわやかな笑顔で二人の親友に微笑ほほえみかける。

「ああ」

　芹也は笑顔で答え、膝ひざに手をついて身を起こした。




　　　　３




　本部ビルに戻った芹也は、休むことなく作業に入った。本部に置かれているコンピュータはすべて『鉄槌』後に作られたものである。新型だが、『鉄槌』以前のコンピュータとは性せい能のうで比くらべものにならず、処しよ理り速度は遅おそく、記録量も小さい。自然、コンピュータを介かいして潜もぐることになる光の海での自由度は限げん定ていされ、管かん理り団だんが仕し掛かけたと思われる〝壁かべ〟に奈生とハーシェは為なす術すべもなかった。しかし、芹也は、自らの神しん経けいと脳をコンピュータの代わりとして光の海に潜る特とく殊しゆな発動力〝変容魚シフテイングフイツシユ〟を持つ。これによってコンピュータの負ふ担たんは大きく軽けい減げんされ、旧きゆう式しきといえども芹也は、情じよう報ほうが魚のように行き交かう光の海の中で〝壁〟の実じつ在ざいを突つき止め、がんじがらめに組まれていたバリケードを崩くずすことに成功した。

「よし──」

　芹也は発動力を解といて意い識しきを現げん実じつに戻すと、とりあえず奈生にテレビをつけてみてくれるように言った。

　テレビは、光の海からの情報を受けて画面に映えい像ぞうを流す。

　奈生がスイッチを入れてみれば、管理団民みん営えい放送のアニメの画面が映うつった。

「お。ついたよ芹也」

「さっすがあ！」ハーシェは上じよう機き嫌げんに、「ありがと、芹也くんっ」

「……フウ」芹也は額ひたいに浮ういた汗あせを手のひらで拭ぬぐう。「性能の悪いコンピュータ経由で発動力を使うと神経が痛いたむからキツイ。これからは、こんな簡かん単たんな罠わなを張はられないようにあらかじめ予よ防ぼう策さくを打っておく必要があるだろうな」

「どうすればいいの？」

「難むずかしい技ぎ術じゆつだけど、今度、誰だれか技術者候こう補ほの天使に教えるよ。セフィロには光こう彩さい素そ子しの技術者から医者まで揃そろっていて立りつ派ぱだと思うが、光の海に関係した技術者が少ないのが問題だとは思っていたしね」

「あーテレビ久ひさしぶりだな」奈生は嬉き々きとしてチャンネルをいじった。「なにか面おも白しろいものはやってないかな……と」

「芹也、もう彩に連れん絡らくは取れるのか？　電話で取っていいのか？」

　と、百川。

　今、一行がいるのはセフィロの情報室である。情報室と呼よべば聞こえは固いが、管理団で発行された雑ざつ誌しや新聞をはじめとして、コンピュータだけではなく、テレビに電話なども設せつ置ちされた図書館のような場所だ。幹かん部ぶのプライベート室であり、ゆったりとものの置かれた部屋には一行の他ほかに天使の姿すがたはない。

「いや」芹也は言う。「盗とう聴ちようされているといけないから、彩に連絡を取るのは防ぼう御ぎよを固めてからにしよう。もう少し時間をくれ」

「急いでほしいところだが、神経を燃もやし尽つくしてぶっ倒たおれるなよ。そういや、昔そんなことがあったよな」

　百川はそういうと、椅い子すに座すわってコンピュータの前にいた芹也の肩かたを揉もんだ。

「おい、痛いぞ、百川」

「ははっ。まあ、気にするなこれも俺おれの愛だ」

「あ、彩だ」

　テレビを見ていた奈生が言った。

「お？」

　百川はくるりと身を返すと、今度は、テレビの前であぐらをかいて座すわっていた奈生の細い肩に手を置いた。

　テレビ画面には彩が映っていた。緋ひ色いろの髪かみにリボンをつけて、背中には白い翼つばさが可愛かわいらしく揺ゆれている。いつものワンピース姿だ。

　場所は……どこだろうか。

　角の丸いカラフルな玩がん具ぐの置かれたクリーム色の部屋だった。居いるのは子こ供どもたちで、テレビ画面ごしに百川が見たところ、どの子も瘦やせていて肌はだに生気がない。彩はその子供たちひとりひとりに話しかけては、頑がん張ばってね、と──声は聞こえないが、きっとそう言っているのだろう──優やさしく抱だきしめている。テレビでは、そんな彩の姿をバックに映しながら女性記者が彩の活動を紹しよう介かいしている。いわく彩は、最近、精せい力りよく的に病院を回っては子供たちを元気づけているのだと言う。

　子供に声をかけている彩の心からの笑顔を見た奈生が、

「……彩にはさ、政せい治じどうこうで修しゆ羅ら場ばに出るより、こういうのがあってるね」

　と百川に言った。

「まあな」

　奈生の意見には百川も同感だった。彩はいい顔をしている、と思う。

「でもよかったね」と奈生は、「彩、こういう平和なことをしてくれていて。これならまあ大だい丈じよう夫ぶだろうね」

「まあな」

　これにも百川は同意する。

　彩が記者のとなりに来る。早さつ速そく、インタビューがはじまった。

『最近、噂うわさになっているんですよ。天使さまに触ふれられた子供は、みんな、奇き跡せき的に回かい復ふくしているって。やはり神の奇跡なのですか？』

『いえ──』彩は苦く笑しようして、『祈いのっているだけです。あたしの目の前にいる人が幸せになりますようにって。小さなことかもしれないけれど、戦争に勝つことより何倍も大切なことだと思っています。あたしは、今度の侵しん攻こう作戦にも反対ですから』

「うわあ。彩、言っちゃってるねー。見てよ、このレポーターの女の人、困こまっちゃって次の質しつ問もんできないでいるよ」

「……って。侵攻作戦ってなんだよ、オイ」

　背せ中なかで話を聞いていた芹也がカタカタとキーボードを叩たたいて、

「先のセフィロの侵攻の逆ぎやく──。草くさ薙なぎの剣つるぎ作戦だな。海軍の大部隊を派は遣けんしてシドニーの完全壊かい滅めつを狙ねらう計画。すでに議会は通っていて、実行あるのみらしい。新聞やニュースで取り上げられている」

「ほう」特に百川は驚おどろかなかった。予期していた話である。「じゃあやっぱ、このあいだからつづいているミサイルはその前ふりなんだな」

「どうなんだろうな……。ざっと見て、ミサイルのことはなにも新聞やニュースには出てきていないようだが……」

「草薙なんとかはダミーで、別にものすごい計画があったりしてね」

　奈生は気楽に言った。

「ハハハッ！　そりゃ楽しみだな」

「──康貴くん、有り得うる話すぎて笑えないよ、それ」

　と、ハーシェ。

『それで、では』記者は懸けん命めいに話をつづけた。『天使さまは、今回の作戦には関係を持たないということなんですね？』

『そんなことはないですよ』彩はケロリと、『戦争に反対しているのは、なにもあたしひとりじゃありませんから。あたしは──自分ひとりでなにかをかえることができるなんてうぬぼれてはいないけど、自分にはなにもできないとは思っていません。今、あたしにできることを、あたしはやろうと思っています。みんなと。これからやる予定だから一いつ緒しよに作りませんか？』

『なにを……作るんですか？』

『〝平和の輪〟です』

　このために生なま中ちゆう継けいの取材に応じたのだとしたら彩も策さく士しになったものだと、椅い子すを回転させてテレビに眼めを向けた芹也は思う。ひたすら生放送でセフィロとの戦争に関連したことを取り扱あつかう番組だった。

　女じよ性せい記者はテレビ局にいる司会者に相談して、ここで取材を打ち切らずに彩と同行することが決まった。

『それで、これからどこに行くのですか？』

『政せい府ふビルの前です』

　彩はにっこりと笑った。花が咲さいたように愛らしい笑え顔がおだったが、テレビ画面ごしにそれを見ていた百川は相そう好ごうを崩くずさなかった。

　政府ビルとは、東区管かん理り団だんの司政を担になう内ない閣かく総そう務む局きよく舎しやの俗ぞく称しようだ。天高く銀色に輝かがやいたタワービルで、議会を通つう過かする法案のすべてはここで原案が作成されている。最上階には首しゆ相しようの執しつ務む室しつがあり、市民の大半は国会議事堂ではなくこの政府ビルこそが管理団の核かくであると理り解かいしている。

　その政府ビルに、彩はこれからなにかをしに行くというのだ。話の流れからみるに、まちがいなく政府方ほう針しんに反する反戦の活動だろう。それがマズイと話していたばかりの百川に笑えるはずはなかった。

「どうしようか」

　奈生は言うが、テレビ画面の映えい像ぞうは東京で起こっている出来事だ。

「とりあえず見てるしかねぇだろ……」

　百川はテレビを凝ぎよう視しする。

　彩は子こ供どもたちに別れを告げて病院を出ると、待っていた平和活動団体の車に乗って政府ビルに向かう。その後をテレビ局の車が追った。

　政府ビルの正面にある広い公園と大通りには、大おお勢ぜいの市民が集まっていた。

「なんだこりゃ!?」

　そのあまりの数に百川は驚く。反戦のプラカードをかかげ、顔にペイントを施ほどこし、天使との戦争反対を訴うつたえる市民の数はざっとみて千以上、下手をすれば十倍の万の単位に届きそうだった。それくらいに政府ビル前は埋うめ尽つくされている。彩は裏うら路ろ地じに車を止めるとその群ぐん衆しゆうの先頭で、集会の主しゆ催さい者しやである野党議員と合流した。

『長は谷せ田だ議員──貴方あなたがこれを主催したのですか？』

　早速、女性記者がマイクを向ける。

『ええ。管理団市民の全員が天使の殺さつ戮りくを望んでいるわけでないことは、これで十分に理解していただけると思います。私と彩さんとは連れん携けいをとりあっていまして、彼女にはもう何度も私どもの小集会で話の輪に加わってもらっています。その彼女の影えい響きよう力りよくもあって、こうして大集会を開くことができました』

　議員は饒じよう舌ぜつに語った。

『そうなんですか……。まったく知りませんでした……』

『でしょうね』議員は笑って、『隠かくしていたわけではありませんが、事前に知られないようにしていましたから』

　議員の横で、彩はあいかわらず可愛かわいらしい笑顔を作っている。

　やはり、計画されたものなのだろう。

　自分にカメラが向いていることを確たしかめてから、議員は台に上り、集まった群衆に演えん説ぜつをはじめた。

　それは、痛つう烈れつな政府批ひ判はんだった。

　話の内容は近藤が常じよう任にん首しゆ相しようにある現げん実じつにも触ふれ、民主主しゆ義ぎとは名ばかりの独どく裁さいが行われていると彼は言う。さらに彼は独自のルートで政府予算の解かい析せきを行い、とんでもない金きん額がくが闇やみに消えていることを突つき止めたと訴えた。

　そして、彩がマイクを持つ。

『あたしは……近藤さんのことは信しん頼らいしています。彼は誠せい実じつで、世界のことをちゃんと考えている人だと思います。でも、だから、どうして今度の作戦を実行することになったのかがわかりません。天使と人間は、もう十分に戦ってきました。お互たがいにたくさんの家族や友達が死んで……。天使を恨うらんでいる人も多いことは理解しています。でも、それは天使側でも同じなんです。今こそ、天使と人間がお互いの遺い恨こんに囚とらわれず、平和の道を探さがす機会だと思うんです。だから──これからみんなで手を繫つなぎましょう。手を繫いで平和の輪を作りましょう』

　こうして集まった群衆は互いに手を繫ぎ、政府ビルを取り囲んだ。その様子はテレビが放映している。

　いつのまにか、他のテレビ局や新聞社も来ていた。

　議員と彩は政府ビルの正面入口に立つ。議員の手には要望書があった。

「よし」と、コンピュータに向かっていた芹也は、「彩の家とこことの通信の秘ひ密みつは確かく保ほできたぞ。他から汲くみ上げられないように護衛魚を配置した。今は留る守すだろうが、今夜にはなんとか連れん絡らくを取ろう」

　芹也の言葉に返事はなかった。百川たちはテレビを黙だまって見つめ、平和集会の成り行きを見守っている。

　と、政府ビルの正面で、透とう明めいな幅はば広ひろの自動ドアが開いた。

　現あらわれた男は陸軍士官の制せい服ふくを着ていた。岩のような筋きん肉にくがはちきれんばかりの、存そん在ざい自体が他を圧あつする精せい悍かんな大男だった。朱しゆ色いろのサングラスに隠されて男の視線の方向はわからないが、顔は正面に立つ議員と彩に向いていた。

『あ、あなた……。どうして……』

　彩の顔が、みるみると青ざめていく。びくんと翼つばさが大きく震ふるえた。テレビ画面ごしにもわかるほどだった。

『雇やとわれたのでな』

　男は、わずかに口元を緩ゆるめると言った。

『……け、憲けん兵ぺいか』議員はどうにか虚きよ勢せいを取り繕つくろう。『ここの警けい備び責せき任にん者しやだな。なら早く事じ務む官かんなりを呼よびたまえ』

　次の瞬しゆん間かん、議員は大きくうしろに弾はじけ飛び、手を繫いだ群衆にぶち当たった。悲鳴と共に輪の一角が崩くずれる。テレビ画面に映うつった議員は顔面血まみれだった。大男のとんでもない拳こぶしで殴なぐられたのだ。無む惨ざんに変形していた。

『なにを──！　なにをするの！』

　議員の無惨な姿すがたを見た彩が、拳を固め、必死に大男に抗こう議ぎする。

『なにを？　決まっている、ここの警護だ。命令する。即そつ刻こく集会を解かい散さんしろ。でなければ強制排はい除じよする』

『……そんなことできると』

『豚ぶた共どもは消えろ。目め障ざわりだ』

『ッ！』

　銃じゆう声せいが響ひびいた。あわせて男女市民の悲鳴が轟とどろく。

　いきなりの発はつ砲ぽうを開始したのは、あらかじめ周囲に伏ふせられた憲兵隊だった。彼らは容よう赦しやなく市民に引き金を引いた。

『安心しろ、ただのゴム弾だんだ。気き絶ぜつして重じゆう傷しようにはなるかもしれんが、よほど当たり所が悪くない限かぎり死にはしない』

　そう言う大男──中嶋信武の低いバリトンの声は、テレビのスピーカーを通じて百川たちにも聞こえた。

『そうだ。俺にも、少ししゃべらせてもらっていいかな？』

　と、中嶋は女じよ性せい記者に言った。

　中嶋は記者の返事は待たず、

『──〝混こん沌とんの袂たもとで君を待つ〟。〈捨すて去りし者〉よ、俺の限げん界かいを超こえさせてくれることを楽しみにしている』

「野郎──」

「……有り得ない」奈生は呆ぼう然ぜんとつぶやいた。「なんなの、これ。管かん理り団だんって、ちゃんとした国だよね……。これじゃあまるで、大昔の独裁国家じゃないか」

「独裁国家なんだろうさ」芹也は苦々しく、「──俺たちは理解したはずだろ。これで証しよう明めいされたわけだ。しかし、まさかここまで堂々と──。しかも、〈天使殺し〉があの男とつるんでいるとは──」

「なにかは知らねぇが、〝決着〟が近いんだろうな」百川が言う。「もう本ほん性しようを隠かくす必要はないってことなんだろ」

「うわあ。すごーい！　おもしろそー！」

　一人、ジルだけは楽しそうだった。お祭りでも見ている様子だ。

　彩は中嶋と向き合っている。言葉を交かわしているようだが、スピーカーごしに二人の会話は聞こえてこない。

　カメラは、逃にげまどう群ぐん衆しゆうと憲兵の暴ぼう挙きよを映している。

　と、テレビ画面の隅すみに、中嶋と並ならんで政せい府ふビルに入る彩の背せ中なかが映った。開いた自動ドアの中には銀ぎん髪ぱつの少女がいた。彼女は、中に入ろうとする者がいればただちに処しよ理りするように配置されているのだろう。

「セアラ──」

　奈生は、その一瞬の映えい像ぞうを見み逃のがさなかった。

　三〇分もしない内に市民は駆く逐ちくされた。ほとんどの者は逃げ出し、そうでない者は容赦なく逮たい捕ほされた。

「議長！」

　ノックもせずドアを開けるなり、やってきた天使の青年が叫さけんだ。

　議長とはハーシェのことである。

「どうしたの？」

「あ、はい」

　青年は部屋に百川たちの姿があることに気づくと口ごもる。

「いいから言いなさい」

「はい──。あの、今、パトロールに出ていた者からの報ほう告こくが──。まだかなり離はなれた距きよ離りですが、管理団の艦かん隊たいが来ていると──」

「まさか。管理団の作戦は決議されたばかりでしょ？」

「見たばかりだろ、ハーシェ」と百川は、「見せかけだったのさ、管理団の議ぎ会かい制せい民主主しゆ義ぎなんてよ」

「さて──」奈生は立ち上がると、ウンと背せ伸のびをして、「百川、芹也、二人はこれからどうする？　俺おれは東京に行くよ」

「東京……。なにを……しに行くの？」

　ハーシェがたずねる。

「好きな子に、俺の気持ちを伝えに。ごめんね、勝手で」

　国家よりも友達よりも、奈生は彼女を選んだ。まったく我われながらバカだと思うが、まるで迷まよいはない。もう一度、セアラに逢あって……。奈生は伝えたかった。なにを？　自分でもよくわからないけれど……。命を賭かけてでもいい、他を捨ててでもいい、とても大切なことをだとはわかる。

　セアラと奈生は、ほんの短い時間、ほんの少し話しただけだ。古くからの知ち己きでも、百川のように特別な因いん縁ねんがあるわけでもない。セアラの方は、奈生のことなんて歯し牙がにもかけていないだろう。

　なのにどうしても忘わすれられない。

　どうしても、自分の中で特別になってしまっている。

　……こういうのを、惚ほれちゃった状じよう態たいっていうんだろうな。

　奈生は心の中で笑う。

「俺は行くぜ」百川は拳こぶしで手のひらを叩たたいた。「──行くしかねぇだろ。悪いな、こんな時によ、ハーシェ」

「ううん。そんなことないよ！　とても大切なこと──頑がん張ばってきて。彩を──世界を救うために。こっちは任まかせといてよ」ハーシェは胸むねを叩いて笑った。「へへっ。私だって甘あまえてばかりじゃないってこと、見せてあげる」

「よし、そうと決まれば準じゆん備びだ。済すまない、ハーシェ。まだこちらでやり残したことはあるが──」

「ううん、芹也くん。助かったよ」

「芹也──。おまえはこっちに残った方が──」

「おまえら二人に任せておけるか。危あぶなっかしくてしょうがない。いいか、彩だけではなく世界の命運もかかっているかもしれないんだぞ!?　おまえら、実はそのあたりのことを全然自覚していないだろ」

「まあな」

　食ってかかる芹也から視し線せんを逸そらし、百川はかぶりをふった。

「まったく……おまえらは昔からそうだ」

　ぶつくさと文もん句くを言いながら芹也は立ち上がる。コンピュータの電でん源げんを切って、彩への連れん絡らくは無理だなと独ひとり言をつぶやく。百川の言葉を思い出していた。自分にすべてが出来るはずはない。世界の中で自分とは本当にちっぽけな一人だ。でも、だからこそ、どんな時でも前を向いて歩かなくてはいけない。その小さな一歩が、次の一歩に、やがて生まれてくる大きな足取りにつながるのだから。




　出しゆつ立たつする前に芹也にはしたいことがあった。急ぎ足でビルを回って、給仕に精せいを出していたイーアを見つける。

「お疲つかれさま、イーア」

「芹也さん──」

「ちょっと今、いいかな？　仕事中だと思うけど」

「え？　あ、ちょっと芹也さん」

　返事を待たずにイーアの手を取ると、芹也は廊ろう下かを歩いた。

「あの……。なんですか？」

　イーアが不ふ審しんがるのは当然だろう。だけど言えば、イーアは逃にげてしまう。芹也が連れて行ったのは会議室だった。ドアに鍵かぎはかけられておらず、ノブを回せば、こっそりと中の様子を見ることができた。

「──最後まで戦う、か。それがみんなの出した結けつ論ろん？」

　ハーシェの声だ。彼女はテーブルの上かみ座ざに立ち、腕うで組ぐみした険けわしい表ひよう情じようで居い並ならんだ仲間たちにたずねた。

「ああ、そうだ」

　一人の男がうなずくと、ハーシェはかぶりをふって、

「〝俺たちはここで死にます〟って言っているように聞こえる気がする」

「このシドニーは俺たちが必死に再さい生せいした唯ゆい一いつの町だ。ここを失えば、もうセフィロに後はない」

「管かん理り団だん、大軍だそうね」

「怖おじ気けづいたのか？　ハーシェ・グランツ」

「怖じ気づいちゃいないけどね。でも、どうかなと思って」

「なにがだ？」

「セフィロに後はなくても、私たちに後はあるでしょ。つまりね、オーストラリアは広いなぁって。一いち応おう、氏族ごとにでもいいから分散して逃げることも考えよう」

「逃げるだと!?」

「うん。私たちは〝戦う者〟だから戦死しても本望だけど……、でもここには絶ぜつ対たいに死んじゃいけない子こ供どもたちだっている。守ってあげないとね」

「おまえだって子供のくせに」

　呆あきれたようにそういう男の声に敵てき意いはない。

「子供で女だけど、でも、なんとか、ね、元族長の娘むすめとして、与あたえられた役やく割わりは演えんじきる気持ちでいるよ」

「おまえはどういう風に考えているんだ？　具体的に言ってみろ」

「えーとね──」

　ここまで聞いて、芹也はそっとドアを閉とじた。

「どうだった、イーア？」

「芹也さんは……。イーアになにが言いたいんですか？」

「俺は君にわかってほしいと思っている。ハーシェも懸けん命めいに頑がん張ばっているんだ──族長の娘という立場でね」

「……芹也さんは、お嬢じようさまのことを心配しているんですね」

「君のことをだよ、イーア。俺は──君たちが完全に仲直りして、友達になってほしいなんてことは言わない。だけど……お互たがいにわかりあうことは必要だと思うんだ。それぞれの辛つらさを。君へのことも、君の姉さんへのことも……。ハーシェの家族が君たちにした仕打ちはハーシェにはどうしようもなかった」

「わかっています……！　そんなことッ！」

「いや、君はわかっていない！　わかっているなら君は、そんな風に意固地に心を閉じようとしたりはしない！　俺の知っていた優やさしい君は──人の心の痛いたみを理り解かいしていた君はどこに行ってしまったんだ！」

「イーアはイーアです！　昔からこれがイーアです！　イーアはどうせ自分のことしか考えていない子です！　放ほうっておいて下さい！」

「放っておけないから言っているんだろ!?」

「どうしてですか！」

「それは──。俺が──。俺が君を好きだからに決まっているだろ！」

　衝しよう動どうだった。叫さけんで、芹也はイーアを抱だきしめていた。

「好きなんだよ……。君が好きだった……。だから、今の君の──触ふれる者すべてを拒きよ絶ぜつするような態たい度どは見ていられないんだ……。現げん実じつは過か酷こくだけど……俺たちは現実と戦わなくちゃいけないんだ……」

「……やめて下さい。イーアには……好きな人がいます」

「…………」

「離はなして、下さい」

「……ごめん」

　力の抜ぬけていく芹也の腕からイーアは逃のがれると、「失礼します」──一礼して、彼女は逃げるように走り去る。

　気づけば、会議室のドアが開いていて、ハーシェが立っていた。

　気づかれるのは当然だろう。大声で怒ど鳴なりあったのだ。芹也は惨みじめな気持ちを隠かくすことができずに言った。

「ごめん──。会議の邪じや魔まをする気はなかったんだ」

「ううん……。私こそ、ごめんね……。いっぱい、心配させたみたいで。でも、イーアのことは責せめないで。お願い」

「……わかってる……よ。責めるつもりなんてなかった……。でも……」

　結果として、責めたことになるのだろう。

　直後、管かん理り団だんの放った多数の遠えん距きよ離りミサイルがシドニーに降ふり注いだ。政せい府ふビルへの直ちよく撃げきはなかったが、建物内は大だい地じ震しんさながらに揺ゆれた。いよいよはじまったのだ。誰だれにも悩なやんでいる暇ひまはなかった。
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　管理団、東京。彩さいは政府ビルの廊ろう下かを、中なか嶋じまと共に歩く。怯おびえないように必死に歯を食いしばり、この男が見せると告げたものを見るために。外の騒さわぎは、エレベータの中に入ると聞こえなくなる。大おお勢ぜいの人が怪け我がをしたのだろう……。助けたいが、しかし、今は中嶋と共に行くことを彩は選んだ。

　どうして、この男は東京の中心にいるのか。

　どうして、士官服を着ているのか。

　それはつまり……。一体……なにを意味しているのか……。おぼろげに見えている答えを彩は心の中で探さぐる。

　エレベータは上っていく。中嶋は一言も口を利きかない。最上階に近こん藤どうの執しつ務む室しつがあることを彩は知っている。

　エレベータの中にはセアラ・ラプトもいたが、彼女は機械のようだ。直立不動で微び動どうだにせず息すらしていないかのようだ。

　エレベータは最上階で止まる。

　いくつかの部屋を抜けて、中嶋は近藤の執務室に入った。

　近藤は、部屋の奥おくの、壁かべを背せにした豪ごう華かな革かわ張ばりの椅い子すに座すわっていた。その前には大きなテーブルが置かれている。

「──勝手なことをしてくれたものだな、〈天使殺し〉。僕ぼくの大切なイメージを地の底に落とす気か？」

「任にん務むを果たしただけだ。礼はいらんよ」

「礼？　君に必要なのは刑けい法ほうによる罰ばつではないのかね」

「いつから豚ぶたに法ほう律りつが適てき用ようされるようになったのかね。教えてほしいものだ」

「豚か。確たしかに、奴やつらなど豚だ。だが、豚にも豚の権けん利りはある。それを守ってやってこそ奴らは僕に従したがう。ちがうかね？」

　……これが近藤さん？

　……そんな。

　中嶋と話す近藤英えい司じのあまりに冷れい酷こくな印象に、彩は戦せん慄りつした。常つねに温おん厚こうで怒おこることすら知らない善ぜん良りような平和主しゆ義ぎ者しやたる彩の知っていた近藤は、一体、どこにいるのか。あるいは誰かに入れ替かわられたのだろうか。彩には、わけがわからなかった。だから、口を開くことができない。

「それで、どうして〝天使さま〟を連れてきた？」

「おまえの計画も終わるのだろう？　〝姫ひめ〟には見る権利があると思ったのだよ」

「まあいい。それにしても彩くん。君も派は手でなことをしてくれた。反戦運動に堂々と参加するとは──。今回の戦争の重じゆう要よう性せいは君にも教えたはずだが？」

　近藤の冷たい眼まな差ざしが彩を捉とらえた。

　彩は敏びん感かんに理り解かいした。彼の眼めは言っている──〝従わなければ捨すてる〟と。頭を下げ、翼つばさをしなだらせてすいませんでしたと謝あやまれば近藤は満足し、また彩は支し配はい者しやの庇ひ護ごを受けることができる。そうすれば時間は稼かせげる。考えて彩は、なんの？　と思う。なんのためになんの時間が必要なのか。

　……私に必要なのは時間じゃない。私に必要なのは勇気だ。

　彩は澄すんだ眼で、まっすぐに近藤を見つめた。

「貴方あなたは──なにをする気なんですか？　終わるって──戦争がですか？」

「戦争は確かに終わる」

　ゆったりと椅子に腰こしかけたまま、近藤は答えた。

「見たまえ」

　と、近藤は机つくえの上に置いてあったノート型パソコンの画面を彩に向けた。画面には映えい像ぞうが流れていた。どこかの基き地ちから無数のミサイルが射しや出しゆつされる様子だった。

「これは──」

　彩には、それがなんなのかすぐに理解することができない。

「これは、天使との戦いで無用の長物とされた、『鉄てつ槌つい』以前には普ふ通つうに存そん在ざいした大量破は壊かい兵器だよ。空を飛び抜ぬけ、遥はるか離はなれた敵てきの町を破壊するためのものだ。先さき程ほど、ほぼ全ぜん弾だんがシドニーに直撃したと報ほう告こくが来たよ。その直ちよく接せつの映像を見ることができないのは僕としても残念なところだ」

「……町を破壊……これで人が死ぬの？」

「そういうことだ。簡かん単たんで良い。もちろん、超ちよう遠えん距きよ離り攻こう撃げきだけで天使を壊かい滅めつさせることは不ふ可か能のうだが、混こん乱らんしたところに攻め込こめば強敵でも容易たやすく葬ほうむれる。今夜には、あらかじめ派は遣けんしておいた大だい艦かん隊たいがシドニーに攻撃を開始する。残念だが、君の行っていた反戦活動はすでに無意味なんだよ、彩くん」

「近藤さん……。貴方は、あたしを騙だましていたの？」

「騙してはいないよ。僕は、君を象しよう徴ちようとして大切にしていたはずだ。僕が君になにか酷ひどいことをしたかな？」

「そういう意味じゃない──。あたしが言いたいのは──！」

「やめておけ」横から中嶋が口を挟はさむ。「弁べん士しになにを言ったところで、小こ娘むすめが論ろん破ぱできるものではない。それより近藤、地下に行こうじゃないか。彼女にも、早く〝あれ〟を見せてやったらどうだ？　君の〝力〟を」

「……いいだろう」

　猜さい疑ぎに満ちた視し線せんを中嶋に向けながら近藤は席から立ち上がる。〝地下〟へは、執務室の奥から直通のエレベータで行くようだった。それだけで、〝あれ〟とやらが市民から隠かくされた秘ひ密みつのものであるとわかる。

「あたしだけじゃなく、みんなに噓うそをつくなんて──。本当に貴方は、この団だんの最高責せき任にん者しやなんですか？」

　彩は狭せまいエレベータの中でキッと近藤を睨にらみ上げた。

「カードゲームと政せい治じ、どちらが難むずかしいと思うかい？」

「政治に決まってます……」

「だろう？　僕もそう思う。簡単なカードゲームにさえ駆かけ引きが必要なのに、どうして政治には必要ないと君は思うのかな」

「政治とカードゲームは違ちがいます！」

「そう、ちがう。政治は、よりシビアな駆け引きなんだよ、彩くん。手の内を晒さらせば敵につけ込まれる。負けて傷きずつくのは、君の言っていた〝みんな〟だ」

「敵って誰なんですか？」

「天使、ミラン・ベルティール、出雲いずも永えい子こ──。殺さつ戮りくする者、野心を持つ者、自らの正義を信じる者、だよ」

「貴方の言う敵って、〝みんな〟じゃないんですか？」

「守るべき者を敵と呼よぶ者はいない」

「……貴方が守りたいのは、自分の地位でしょ」

「正せい鵠こくを射られたな、近藤」中嶋が言う。「『鉄てつ槌つい』後、君はそうしてきた。今さら誤ご魔ま化かす必要はなかろう？」




　エレベータが止まる。音もなくドアが横に滑すべって開き、一行は通路に出た。コウコウという音がどこかから聞こえる。それは空調の音だが、まるで魔物の吐と息いきだとセアラは思わずにはいられない。

　セアラは一言も発せず、ただ付き従したがう。時折、きつく表ひよう情じようを引き締しめた白き翼つばさの天使の横顔を見るが、思うのは、彼女が〈捨すて去りし者〉の恋こい人びとか……という程度だ。彼女が持つ世界との密接な繫つながりについては特に思うこともない。中嶋の側そばで世界を見てきたセアラだが、正直、世界などどうでもよかった。世界は常つねに彼女の敵で、世界が彼女に優やさしく接してくれたことは一度もない。セアラは幼よう年ねん期きを、首に鎖くさりを繫がれ人間の奴ど隷れいとして過すごした。その屈くつ辱じよくの過か去こがふと脳のう裏りを過よぎり、……この娘は同じか、と思う。目に見える鎖でなくとも彼女は繫がれているのだ。

　やがて一行は、通路の突つき当たりに辿たどり着いた。

　底なしの世界が口を開けていた。地じ獄ごくへとつづいているかのように深い、巨きよ大だいな円えん筒とう状じようの空間だった。遥はるか底には虹にじめいた光が揺ゆらめき、水面のようだ。筒つつの側そく壁へきには無数のレンズが取り付けられている。中央には、ミラン・ベルティールの秘密基き地ちにあったのと同じ銀色の柱が立ち、見み渡わたしきれない頭上彼方かなたまで延のびていた。

　真っ暗なのに視界があるのは、銀色の柱自体が発光していることと、底で揺らめいた光のためだろう。

　セアラは、耳の奥おくが酷く痛いたむのを感じた。キーンと甲かん高だかい音が、耳に聞こえるか聞こえないかの周波数で響ひびいている。

「この光──」底を見下ろしながら彩がつぶやく。「まさか──空の──。空で揺ゆらめいているのと同じ色彩のような気がする……」

「これは、ヘスティア・ハーマインの世界から抽ちゆう出しゆつされたエネルギーの光だ。どういうわけか奴は、自分の世界を売ることで近藤に取り入った」中嶋が言った。「近藤は奴の技ぎ術じゆつ提てい供きようを受けて、この装そう置ちを完成させつつある。完成すれば、新しい魔力の泉いずみがこの場所に生まれることになる」

「奴が死ななければ最終調整も完かん璧ぺきだったものを。奴一人守れないとは〈天使殺し〉の名も地に落ちたな」

「あれは、緒お原ばら辰たつ弥やの命を捨てた一撃だった。あの男は強い。いや、強かった、というべきかな。俺おれとて、どうにかできるものではない」

「敵てきを認みとめるか。愚おろかなことだ」

「近藤──。実は俺は、兼かねてから君に言いたいことがあった」

「なにかね？」

「君は分ぶん析せき力りよくに優すぐれている。君は思考に優れている。君は先見に優れている。君は人心に敏びん感かんで、自らの目的に対して常に最さい善ぜんを取ることができる。しかし、たったひとつ──君には欠けているものがある」

「せっかくだ。言ってもらおうか」

「それは──。〝人を見る目〟だ」

「ほう」

　よほど自分に自信があるのだろう。近藤の顔には余よ裕ゆうの笑えみがあった。

「人事とは、人の能のう力りよくだけで決められるものではない。たとえば湊みなと川がわは確たしかに優れた作戦能力を持っていたが、奴は参さん謀ぼうの器うつわであって、将しよう軍ぐんの器ではなかった。だからあっさりと実じつ際さいの戦場で死んだ。君には見み抜ぬくことができなかったわけだ。そして、君はもうひとつ致ち命めい的てきな見み逃のがしを犯おかした」

「なにかね？」

「──君は本当に、ヘスティア・ハーマインがこちらの世界に無む償しようでエネルギーをくれると信じたのかね？　確かに、奴の提供した技術は本物だった。だが、それは、奴の言う言葉が真実であることには繫がらない」

　中嶋がなにをする気なのか、もうセアラにはわかっていた。そんなことをしてなんになるのかはわからない。

　銃じゆう声せいが響いた。一発、二発。三発、四発。五発。

　セアラは思わずにはいられない。

　胸むねから血を流し、通路の縁へりから足を踏ふみ外した管かん理り団だん首しゆ相しようは、この凶きよう行こうを予期していなかったのだろうか。

「バカな……ことを……。わかっているのか……？　僕がいなければ……このシステムは暴ぼう走そうするだけなのだぞ……。おまえは……世界を破は壊かいする気か……」

　最後のこの言葉を聞くに、予期していなかったのだろう。

「君は本当に、人を見る目がなかった」

　銃をホルスターにしまい、中嶋は朱しゆ色いろのサングラスを指で押おし上げる。

「……どうして、貴方あなたは……こんなことを……」

　彩が呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「決まっている。最後のゲームを楽しむためだ」

「ゲーム──」

「俺にも時間がないのでね。こうして制せい限げん時間を設もうけた方が都合がよいのだよ。俺を倒たおしてこのシステムの暴走を止めなければ、世界になにかが起こる。それがなにかを俺は知らないがロクなものではないだろう」

「あの男は言っていた……こちらの世界との扉とびらを開けるのが目的だと。じゃあ、これもそのためのもの……。でも、どうやって止めるの……」

「これがイルミナと同調したシステムであるなら、君がイルミナの夢ゆめを覚ませば止まるのではないかな？」

　それは、彩に死ねということだ。

　彩の翼つばさがびくんと逆さか立だつのをセアラは見た。しかし、セアラは、元々、イルミナと世界はそれほど融ゆう合ごうしていなかったことを緒原辰弥の話によって知っていた。中嶋も知っていて彩を残ざん酷こくにからかったのだ。

「あるいは、完全に破壊してしまえばいい」

　中嶋はそう言うと煙草たばこに火をつけて、唇くちびるの端はしに銜くわえた。

「──世界がどうなろうが、俺には興きよう味みのないことだ。俺はただ、最高の戦いを最後に味わえればいい」

「貴方は──」

「緒原彩。君にもそのための餌えさとなってもらう」

　彩を簡かん単たんに気き絶ぜつさせて、中嶋は肩かたに担かついだ。

　ここでもセアラは口を開かなかった。ガリアの警けい護ご官かんとしてそうしてきたように周囲の気配に神しん経けいを尖とがらせ、職しよく務むを全まつとうする。中嶋信しの武ぶはあるいは、ミラン・ベルティール、ヘスティア・ハーマイン、近藤英司の殺害に間かん接せつ的・直接的に荷か担たんすることで、結果として世界を救ったのかもしれない。

　今回のことにしても、彼は百もも川かわ康やす貴たかに機械の暴走とやらを止めさせるためにこれを仕組んだのかもしれない。

　考えてセアラは、買いかぶりすぎだろうなと思う。彼は、最高の死に場所を作るために企き画かくしたのだ。

　死……。隊長は死ぬのだろうか……。

　悪あく魔まに魂たましいを売ったとはいえ、彼はまだ厳げん然ぜんとセアラの前にいる。

　死は、もう決まっていることなのだろうか……。

　私は……。

　どうすればいい……？

　執しつ務む室しつへと戻もどるエレベータの中でセアラは自問をつづけた。執務室には、制服を血に染そめた元レッドスカーフ隊の隊員一名がいた。彼は建物内制せい圧あつの旨むねを中嶋に伝えると担当の場所に戻っていく。彼は戦いを愛している。戦いの他ほかに生きる術すべを持たず、レッドスカーフ隊の解かい散さん後はうだつの上がらない日々を送っていた者だ。中嶋のゲームに参加するのはそうした者たちばかりだ。

　ビルを取り囲んだ市民団体についての報ほう告こくはないが、報告する必要もないほど簡単に排はい除じよしたのだろう。

　暴力とは恐おそろしい力だとセアラは思う。

　セアラは幼よう年ねん期きに暴力によって獣けもの以下に蹂じゆう躙りんされていた。

　集まっていた市民たちの平和への願いもまた暴力によって蹴け散ちらされた。

　だが、今回はちがう。

　最高じゃないか。この東京のド真ん中で好きに武器を扱あつかい、襲しゆう撃げきしてくる強きよう敵てきと戦うことができる。

　相手は百戦錬れん磨まの〈捨すて去りし者〉と、その一味だ。

　不足はない。

　政せい府ふビルの周囲には特とく殊しゆな結界が張はられている。『鉄てつ槌つい』以前の技ぎ術じゆつを使ったそれは天てん使し脈みやく動どうをかき乱みだす作用を持つ。結界は大地そのものを媒ばい介かいとしていて、いかなる手しゆ段だんでも解除することはできないという。結界の存そん在ざいは市民に広く認にん知ちされている。当然、百川康貴も知っているだろう。

　奴やつ──〈捨て去りし者〉は狂きよう暴ぼうだが実直な男だ。

　中嶋信武はすでに招しよう待たい状じようを送った。

　招待を受けた以上、奴は圧倒的な破は壊かい力りよくで正面から乗り込こんでくる。

　隊長もそれ以外は想定していない様子だ。奥おくの小部屋に彩を置き、自らは手前の執務室に陣じんを構かまえた。
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　オーストラリア、シドニー。また、爆ばく音おんと共に大地が揺ゆれた。これで何度目か。管かん理り団だんからの遠えん距きよ離り攻撃は断だん続ぞく的につづいていた。居きよ住じゆう区くへの直撃も受け、死し傷しよう者しや六〇名の報告がハーシェの元には来ている。悔くやしいが、どこからミサイルが飛んできているのかはわからない。撃うたれつづけ、耐たえるしかなかった。

　偵てい察さつ部隊の報告で、管理団の大だい艦かん隊たいにはヘリや戦せん闘とう機きを搭とう載さいした空母や大型の新型帆はん船せんも含ふくまれていることがわかった。

　どうすべきか……。

　防ぼう御ぎよ態たい勢せいをひたすら整えればいいのか、こちらから奇き襲しゆうをかけるべきか。

　被ひ害がい者しやの救助をなにより考えるべきか。

　人員は限かぎられている。

　一体、なにを優ゆう先せんすればいいのか。ハーシェは途と方ほうに暮くれていたが、顔に出すことは決して許ゆるされない。

　ハーシェはタラップを上り、小型の空中帆船の中に入った。

　ブリッジには芹せり也やが一人でいた。

「あれ、二人は？」

「百川と奈な生おなら倉庫で武器の手入れをしているよ。申し訳わけないが……俺たちはそろそろ行くよ、ハーシェ」

「うん。頑がん張ばって」

　ハーシェは胸むねの前で拳こぶしを固めて、応おう援えんするジェスチャーを作った。

　三人は、芹也が香港ホンコンで調達してきたこの高速の空中帆船に乗って、これから東京へと攻撃に出る。

　操そう舵だ席せきに座すわっていた芹也は振ふり向いて、

「百川に会ってきたらどうだい？　好きなんだろ、あいつのこと」

「え……？　あ、うん……。でも、彼には彩がいるし……。出る幕まくないかな……」

「ごめん、そういうつもりで言った訳じゃなかったんだ。ただ、挨あい拶さつは好きな奴にした方がいいかなと思ってさ」

「そう……かもね……。でも、いいや。邪じや魔ますると悪いし」

「おいおい、俺はいいのか？」

　芹也は笑った。

「だって、もう邪魔しちゃったしね」ハーシェは笑い返して、「とりあえず芹也くんに挨拶はしておくよ。行ってらっしゃい。……また、きっと、会おうね」

「ああ。約束しよう」

「うん」

　握あく手しゆを交かわして、ハーシェは空中帆船から出た。

　ねえ、芹也くん。

　私はどうすればいいと思う？

　喉のどを通りすぎ、危あやうく出かかったその言葉をハーシェはなんとか堪こらえた。

　……これは私の。

　……ううん、これはセフィロの戦いだ。

　ハーシェは走って本部に戻もどると、きっと誰だれかが連れん絡らくなり決定なりを待っているだろう会議室へと急いだ。

　と、会議室の前の廊ろう下かに、ワゴンと一いつ緒しよにイーアがいた。

「イーア……。どう……したの……？」

「あの……。聞きました……。お嬢じようさまは……昨日からなにも食べていないって」

「あ、うん……。食しよく欲よくがなくてね……」

　プレッシャーの故だろう。

　内ない臓ぞうの調子がおかしくて、水すら飲む気にはなれないのだ。

　一拍ぱくを置いた後、イーアは意を決してワゴンから紙包みを取り出すと、両手でイーアに差し出した。

「これ、イーアが作りました……食べて下さい。なにも食べないなんて、それじゃ倒たおれてしまいます」

「…………」

　サンドイッチだった。正直、食欲はない。下手に食べると吐はきそうだった。

　だけどハーシェはそれを受け取った。そうして、イーアの目の前で、包みを解ほどいて一口だけ小さく食べてみせる。

「……ありがとう」

　正直、舌したが麻ま痺ひしているのか味はわからない。だけど、気持ちが嬉うれしくてハーシェの眼めには涙なみだが溜たまる。

　ハーシェはうしろを向き、ノブに手をかけた。

「お嬢さま……」イーアが言う。「イーアは臆おく病びようだから、やっぱりまだお嬢さまのことが怖こわいです……。でも、お嬢さまはとても頑がん張ばられていると思います。だから……イーアはお嬢さまを応援したいです……」

「ありがとう──」

　許ゆるすことはできない。友達になることもできない。でもわかりあいたい──イーアはそう言ってくれたのだ。




　ハーシェは会議室の窓まどから、飛び立っていく一隻せきの空中帆船を見た。

　空の虹にじは、嵐あらしが来るかのように揺ゆらめきの度を高めていた。

　世界には、再ふたたびなにかが起こる。ハーシェはあらためてそのことを理解し、三人の友達にエールを送った。
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「しっかし、また移い動どうとはな──。俺おれらもなにやってんだか」

　帆はん船せんの倉庫であぐらをかいて武ぶ器きを手入れしながら百川はぼやいた。武器はお気に入りの雷らい砲ほうだ。雷砲は天使脈動に感かん応のうして威い力りよくを高める。当たり所さえよければ一いち撃げきで空中帆船を落とすこともできる。

「戦いでしょ？　最さい善ぜんを尽つくしていると俺は思うけどね。どうせ頭使うタイプじゃないんだから考えるのは無む駄だ」

　のほほんと奈生は言う。奈生は炸さく裂れつ石をベルトのポーチに入れている。

「彩……。無事だといいけどな」

「無事でしょ？　だって、戦いの前に殺す理由はなさそうだし」

　彩に連絡を取ることはできていない。

　あの後──テレビ画面の中で彩が中嶋と共に政せい府ふビルに入った後──芹也は緒原邸ていに電話をかけた。

　電話には執しつ事じを名乗る男が出た。彼は三み輪わ芹也の名前を知っていて、電話を切ることなく応対してくれた。

　緒原邸には、中嶋信武からの電話がかかってきていた。

　百川康貴の仲間から連絡が来たら伝えろ、と。

　その伝言を奈生は繰くり返す。

「……〝彩は預あずかっている。男なら正面から死の陣じんを超こえてみせろ〟か。場所は、政府ビルで間ま違ちがいないね」

「だろうな。しっかし、あの野や郎ろう、なに念を押おしてやがるんだ」

「よっぽど百川と戦いたいんだろうね。あいつなりに……今回が最後だってことを理解しているのかもね」

「最後か──。確たしかにな」

「ね、百川。ところで賭かけとかない？　芹也が戦いの後、ハーシェとイーアのどっちと一緒に行動していくか」

「ハァ？　なに言ってんだおまえ」百川は眉まゆを潜ひそめるが、神しん妙みように、「うむ……。考えてみるとおもしろそうだな、それ……」

「俺はアレだね。どっちも選べずにどっちもアウト」

「そりゃヒデェ話だな」

「百川は？」

「俺か？　そうだな……。生き真ま面じ目めなあいつが両手に花ってことは有り得ねぇし、ハーシェとは上う手まくいきそうな気がするけど、イーアにも未練たらたらだしな……。俺さま的にも両方アウトかな」

「結けつ論ろんが同じじゃ賭けにならないって」

　あははは、と笑いあう。

　百川は知った顔で、

「まあ、あれだ。芹也の奴やつは、一生独どく身しんにこれで決まりだ」

「勝手に決めるな！」

　と、絶ぜつ妙みようのタイミングで倉庫に姿すがたを見せた芹也が、腕うで組ぐみして憤ふん慨がいする。

　芹也は怒いかりも露あらわに言った。

「だいたいおまえはどうなんだ、奈生」

「俺？　俺はいるよ──。命を捨すてても、わかりあいたい相手は」

　奈生はけろりと言うが、芹也と百川は茶ちや化かせなかった。思わず黙だまり込んでしまって顔を見合わせる。

　奈生が誰のことを言っているのか、二人には心当たりがある。

　これから間違いなく、死し闘とうを繰り広げる相手だ。命を捨てても──それは、冗じよう談だんで済すむ言葉ではなかった。

「ん？　どうしたの二人とも？」

「あ、いや」芹也は咳せき払ばらいして、「とにかく俺のことはどうでもいいから、東京までは体力を温おん存ぞんして、そこから一気に行こう。中嶋は俺たちを待っている。のんびりすることはできないが慌あわてすぎる必要はない。冷静に行こう」

「わかってる」百川は肩かたをすくめた。「だから武器の手入れをしてるんだろ。あいつの意図がなんであれ、俺たちには攻こう撃げきしかないんだからよ」

「早めに済ませて、彩を助けて……。セフィロのみんなも助けたいね」

　と、奈生。

「そうだな」

　芹也はうなずいた。セフィロのことは心配だ。でも、ひとつしかない我わが身の行き先を芹也は東京に決めた。その判はん断だんが正しかったのかは今でもわからない。友と行くことを決めたのは一人になるのが寂さびしかったからではない。ここで〝魔ま術じゆつ師し〟の野望を阻そ止ししなければ世界そのものがダメになると確かく信しんしたからだ。

　芹也は今回の戦いが終わったら、セフィロに正式に在ざい籍せきしようと決めていた。お客さまではなく、構こう成せい員いんとして運命を共にしようと。

　まだ百川たちには言っていない。

　おそらく、百川と奈生は、セフィロの構成員とはならない。彼らは、もっと世界を見ようとするだろう。

　自由。その言葉が二人の友には似に合あっていた。
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　管かん理り団だんは混こん乱らん状じよう態たいにあった。突とつ如じよ、政せい府ふビルが機き能のうを停止したのだ。事じ務む員いんはすべて外に出され、話では軍事クーデターらしいが、一方では爆ばく破はテロの予告があったのだと言う者もいた。警けい察さつは政府ビルの回りに警官隊を配し、いつでも動ける体たい制せいを取ったが、政府ビルの警けい備びは軍の管理下にあるので政府の許きよ可かがなければ迂う闊かつなことはできない。中と連れん絡らくを取ろうとしても、入口を警備する二人の憲けん兵ぺいに現げん在ざいは特務中で外部との連絡はすべて遮しや断だんされているとあしらわれた。

　今のところ、市民生活に大きな影響は出ていない。しかし遠からず深しん刻こくな支し障しようの発生することは確実だった。

「一体……なにがどうなっているの……？」

　駆かけつけた真しん成じよう寺じ綾あや瀬せは、途と方ほうに暮くれて、沈ちん黙もくする政府ビルを見上げた。

　中には近藤だけでなく、白き翼つばさの天使──彩もいるはずだった。

　と、綾瀬は、ビルに気を取られているせいで居合わせたほとんどの人が気づいていないことに気づいた。

　空一面に揺ゆらめく虹にじ色いろの光が、流れている。

　流れは方ほう向こう性せいを持ち、渦うずを巻まきながら空の一点へと収しゆう束そくされていく。

　一点は──政府ビルの真上だった。虹色の光は政府ビルの上空に集まると、密みつ度どを高めて政府ビルとの間に薄うすい白色の光の柱を形成する。光の柱は、空の彼方かなたで揺らめく虹色の光と比くらべれば眩まぶしいが、かといって太陽ほどではない。晴れた空の中では、意い識しきしなければ見えない程てい度どだった。

「…………」

　綾瀬は、ますます呆ぼう然ぜんとして、空の幻げん想そう的な光景を見つめた。

　と、足元が揺れた。

「地じ震しん──」

　建物が倒とう壊かいするほどの大きさではない。せいぜい、滑すべりやすい棚たなの上の本が床ゆかに落ちる程度だろうか。でも、震度ではなく、こんな時に大地が唸うなることに、綾瀬は不ふ吉きつさを感じずにはいられなかった。
















　第七章　境界
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　伸のばしっぱなしの銀ぎん髪ぱつを夜の冷たい風になびかせ、百もも川かわは高速運行をつづける空中帆はん船せんの甲かん板ぱんに立っていた。

　空中帆船──と言っても、それは名めい称しようだけのことだ。船の推すい進しん力りよくは、『鉄てつ槌つい』以前の魔術を基もとにした光動力機関だ。船に帆ほはついていない。先せん端たんの尖とがったシャープな船形は敵てきを突つき刺さす矢や尻じりに似にていた。永えい子こが芹せり也やに残した遺い品ひんたるこの新型帆船は、今までのどの帆船よりも速くタフに空を駆ける。

　研とぎ澄すまされた百川の白はく貌ぼうに緊きん張ちようはなかった。むしろ涼すずしげだった。

　遠くの空に光が煌きらめくのを見て取る。百川は肩かた越ごしに親指を立て、背はい後ごのブリッジに立つ芹也に敵の来らい襲しゆうを伝えた。

　空に陽光の輝かがやく日中。

　場所は、九州から本土に差し掛かかる海かい峡きよう。所しよ属ぞく不明、高速に接せつ近きんしつつある空中帆船の情じよう報ほうをすでに管理団はつかんでいる。煌めいた光は迎げい撃げきに来た戦せん闘とう機き群ぐんのものだ。甲板を強くブーツの底で蹴けり、百川は空に跳とんだ。手に剣つるぎを発生させて、機き関かん銃じゆうを掃そう射しやしてくる戦闘機とすれ違ちがう。

　一いつ閃せん。

　剣に片かた翼よくを斬きられた戦闘機が制せい御ぎよを失って闇やみの底へと落ちていく。奈な生おが放った威い嚇かくの雷らい砲ほうを避よけ、後続の敵戦闘機は左右に分かれた。百川は不敵に口元を緩ゆるめて、しかし痛いたみを感じ──肩に機関銃の一撃を受けていた己おのれのノロマさに舌した打うちした。とはいえ、弾たまは掠かすめただけだ。大きなダメージには至いたっていない。百川は空中帆船の甲板に戻もどると剣を構かまえ直し、旋せん回かいしてくる敵に備そなえた。

　奈生が雷砲の二発目を、背後から迫せまろうとする敵に向けて放った。

　これも威嚇だ。

　戦闘機は再ふたたび左右に分かれ、空中帆船との距きよ離りは開いた。その内にも帆船はひたすら全力で飛んで東京に向かう。

　帰りのことなんて考えていなかった。

　とにかく東京に突つっ込こんで、中なか嶋じまが待つ政せい府ふビルに船ごと突っ込んで、暴あばれるだけ暴れる計画だった。

　海を渡わたったところで芹也は帆船の高度を下げ、戦闘機では来ることのできない低空すれすれを飛んだ。帆船が発生させた風の波を受けて荒こう野やの岩や土がめくり上がる。その壮そう快かいな光景に百川は口笛を吹ふいた。

　敵もあきらめてはいない。斜ななめ後ろから機首を傾かたむけて機関銃を撃うってくる。芹也は弾だん道どうを予よ測そくして舵かじを切った。船が大きく傾いた。数発が甲板に命中して、

「おっと！」

　奈生が巧たくみなステップでかわす。

　一発が、腕うで組ぐみして仁に王おう立だちする百川の頰ほおすれすれを掠めた。弾道は見切っていたから百川は微び動どうだにしない。

　撃たれたほとんどの弾は船の右側を抜ぬけた。

　追ってくる戦闘機は五機。

　時折、雷砲で威嚇を行いながらもひたすらに逃にげる。本気で戦えば撃げき破はできる自信が百川にはあったが、かわりに時間を食う。無む駄だな時間を使えば後続が来るだけだ。目的は雑ざ魚こを倒たおすことではない。

　灰はい色いろの丘きゆう陵りようを越こえる。平地を飛び抜けて、滅ほろびた都市を見下ろす。広がる平野の先に生きている大都市の光が見えた。

　東京だ。

　百川は、トンと──隣となりに立っていた奈生の肩を、自分の肩で軽く叩たたいた。

　視し線せんは前を向いている。なぜなら壁かべのように連なる空中帆船の大部隊が、たった一隻せきの船を待ち構えているから。

「……まったく、管かん理り団だんはスゲェな。セフィロに大だい攻こう勢せいを仕掛けても、まだこれだけの船を首都に残しておけるとはよ」

「これだけじゃないさ。他の場所にもたくさん配属されてるよ」

「俺たちも、よく戦ってこれたもんだよな」

「まあ、俺たちはテキトーだからね。やばければどこへでも逃げられるし」

　船を操そう舵だする芹也は、まったく速度を落とそうとしない。

　当然だ。

　最初から強行突破あるのみと作戦は決めている。船が破は壊かいされたら、あとは自力で飛べばいいだけの話だ。

「よう。元気か、二人とも」

　と、二人の肩を抱だくような形で、芹也が間に割わって入った。

「おい、操そう縦じゆうはいいのか？」

　百川がたずねると、芹也は敵てきの大軍を眺ながめて、

「どのみち、あれだけの数から攻撃を受けたらひとたまりもないさ。船に攻撃が集中するのにあわせて俺おれたちは飛ぼう」

「……了りよう解かい」

　まあ、言われてみればその通りだ。百川はあっさりとうなずいた。

「なあ──」芹也は言う。「俺は、これが終わったら正式にセフィロの一員になる。彼らと共に生きようと思うんだ」

「いいんじゃねぇのか、おまえならみんなの役に立つさ」

「おまえらはどうする？」

「俺は──」百川は考えて、「さあな」と笑った。「どうするんだろうな。正式にとか一員とかは柄がらじゃねぇさ。ま、香港ホンコンにでも戻もどるかな」

「奈生は？」

「とりあえずこれが終わっても、セフィロと管理団の戦争は片かたづけないとね。そのへんに適てき当とうな決着がついてから考えるよ」

「そのへんの適当は、俺もつきあうぜ、もちろん」

「じゃあ、行こうか。彩さいの顔を見にさ」

　芹也は、手のひらで軽く二人の肩かたを叩くと身を離はなした。肩にベルトでかけていたアサルトライフルを手元に寄よせる。

「おう」

　百川は足元から雷らい砲ほうを拾い上げた。威い力りよくは抜ばつ群ぐんの単発バズーカ砲だ。これをぶっ放して道をこじ開けるのだ。

　奈生も百川と同じように雷砲を両手に持つ。

　瞬またたく間に距離は詰つまる。管理団側の居い並ならんだ軍船が一いつ斉せいに砲ほう撃げきをはじめる。何発かの直撃を受けて帆はん船せんは大きく揺ゆれた。爆ばく煙えんが立ちこめてなにも見えなくなる。そのどす黒い壁かべを抜ぬけて三人は夜の世界に飛ぶ。

　奈生が正面に雷砲を放つ。わずかな敵の乱みだれをついて百川が躍おどり込み、近きん接せつ距離から敵のブリッジに雷砲を撃うって一隻を爆発させる。仕し留とめた帆船の天てん井じようを蹴けって百川は上空に舞まい、それを芹也がフォローした。あっという間に三人は敵てき艦かん隊たいの壁を突つき抜けて、飛びながら合流すると肩で触ふれあった。

　勝負はここからだった。

　東京には、天使の侵しん入にゆうを拒こばむ仕し掛かけが何重にも仕掛けられている。センサーにかかれば警けい察さつに警告が届とどき、すぐさま包囲態たい勢せいが敷しかれる。

　そうなれば市街戦だ。蹴散らす自信が百川にはあるが、できれば無関係の市民に害を与あたえることはしたくない。

「これが役に立つかどうかだね」

　と、奈生が首にかけた重ね金十字のネックレスに指で触ふれた。それは、天使が人間社会に属ぞくしたことを示しめす個こ体たい識しき別べつできる証しよう明めい具ぐだ。滅多に手に入れることのできるものではないが南米の港町で出会ったアリア・ベイジングが三人のために用意した。金十字があれば天使は進化種として認にん定ていされ、センサーにはかからない。

　三人は走って町に入ると、信号待ちで止まっていたグレーの高級車の運転席側のドアをトントンと叩いた。

　運転していた男が銀ぎん髪ぱつの天使に気づいて、顔を引きつらせる。

　芹也は強ごう引いんにドアをこじあけると、

「悪いが、借ります」

　男の肩をつかんで怪け我がしない程てい度どの勢いきおいで路上に放ほうり投げた。

　幸いにも彼は一人で運転していた。

「おっしゃ！」

　助手席に百川が乗り込む。

　奈生は後部座ざ席せきに陣じん取どって窓まどを開け、もしもパトカーが来て銃じゆう撃げき戦せんになっても即そく応おうできる体勢を取った。

「ＯＫ」

　奈生の声にあわせて、

「行くぞ！」

　ハンドルを握にぎっていた芹也が思いきりアクセルを噴ふかす。

　まだ赤信号だが構かまうことはなかった。どっちにしても速度規き制せいを守る気はない。空を飛べば早いが騒さわぎが大きくなる。東京は広い。東京には万ばん全ぜんの警けい備びマニュアルがあることを三人は知っている。政せい府ふビルにつく前に、戦争をするはめになる。同じ騒ぎでも交通違い反はんなら死し闘とうにはならないだろう。




　　　　２




　中嶋は、ビルの最上階にある執しつ務む室しつから下の正面玄げん関かんの様子を見ていた。正面玄関の外そと階かい段だんには屋根がついておらず、すべてを自分で管理したい近こん藤どうの性せい格かくがよく表あらわれた作りとなっていた。双そう眼がん鏡きようを使わねば見えるはずもない距きよ離りだが、中嶋には居合わせた一人一人の表ひよう情じようまでを見て取ることができた。

　と、ビルを遠とお巻まきに囲んでいた人の輪が乱れた。

　陽光に銀髪を煌きらめかせ、三人の若わか者ものがこちらに歩いてくる。慌あわてるでもなく、怯おびえるでもなく、かといって気負いすぎているわけではなく、とても自然体で──堂々とした精せい悍かんたる姿すがただった。

「──ようやく来たか。遅おそいものだな」

　中嶋は吸すっていた煙草たばこを足元に捨すてると、ブーツで踏ふみつけて火を消す。

　うしろに控ひかえていたセアラが、

「〈捨て去りし者〉ですか？」

　と、相変わらずの感情のない冷たい声でたずねる。

「赤あか木ぎが迎むかえに出る。おまえは適てき当とうな場所で待機し、好きに遊べ」

「隊長は──？」

「俺も適当に行く。先に行っていろ」

「サー・イエッサー」

　警けい護ご官かんとしての敬けい礼れいで答え、セアラは身を返した。

　彼女に言いたいことがあるのは中嶋にもわかっていたが、彼女はなにも言わず、なにも聞かず、戦いに向かった。

　中嶋は次の煙草に火をつけようとした。が、指がピクピクと震ふるえて、つけたジッポーの火をうまく煙草の先に当てられなかった。

　肉体は危き険けんな状じよう態たいにある。〝原形〟をとどめているだけでも限げん界かいに近かった。

　力を解かい放ほうさせれば、どうなるのか中嶋には予よ測そくがつかない。

　だからこそ──

　彼には楽しみだった。

　中嶋は、長く生きたいと思ったことがない。

　理想に殉じゆんじようとしたこともない。

　ただ己おのれを信じ、己の美学の中で、ここまで戦ってきた。その中でいつしか強く考えるようになっていた。

　──俺の力の限界は、果たしてどこにあるのか。

　──俺はどこまで行けるのか。

　これまで中嶋は数多くの敵てきと戦い、葬ほうむってきたが、自分に限界を感じさせた相手はわずか一人だった。天使たちの学園『高天たかまが原はら』の長──自らを天あま照てらすと名乗っていた、まだ若い天使の女。彼女は強かった。〝純じゆん粋すいなる力の結けつ晶しよう〟を身に纏まとい、中嶋の挑ちよう戦せんに応じて正面から堂々と戦ってのけた彼女に中嶋は気け圧おされた。

　舞まうよりも美しく戦う彼女の圧あつ倒とう的な存そん在ざい感は、まだ心に強く残っている。中嶋は楽しい気持ちで、これは負けるな、と、まだ決着はついていないのに思ったものだった。しかし──まだ幼おさなかったセアラが一いつ騎き打うちに割わって入ってきた。セアラは天てん井じようから降ふってきた瓦が礫れきに気づかず、天照はそんな天使の少女を庇かばおうとした。庇おうとした隙すきをついてセアラは天照を仕し留とめた。殺されながらも天照は少女を守った。

　愚おろかな女だと──中嶋は思い、しかし心の底では彼女という存在を認みとめずにはいられなかった。

〈捨て去りし者〉に中嶋がこだわったのは、あるいは彼女の存在があってのことなのかもしれない。

　百川康やす貴たかは、たった一人、天照から〝純粋なる力の結晶〟を受け継ついだ。

　中嶋は期待せずにはいられない。

　奴やつなら、あるいは、

　──と。

「……俺の戦いにケリをつける存在となるかもしれない、か」

　死を求めていた自分に気づき、中嶋は小さく笑った。




　　　　◇




「ようこそいらっしゃいました、〝死のゲーム〟──その会場に」

　政せい府ふビルの玄関で百川たちを出迎えたのは、軍人よりはホストでもしていた方が良さそうな飄ひよう々ひようとした二に枚まい目めの男だった。

「ここより先は我われ々われレッドスカーフ隊が陣じんを敷しき、出迎えの準じゆん備びを整えております。三人さまにはぜひともそれを突とつ破ぱしていただき、最上階に囚とらわれた白き翼つばさの天使を救出していただければと思います」

「ゲームかよ。よく言ったもんだな、オイ」

「はい」男はニッコリと笑って、「我々も楽しみです。この命が燃もえ尽つき、硝しよう煙えんにまみれて地じ獄ごくへと堕おちるその瞬しゆん間かんが。──では、早さつ速そくですが」

　はじまった。

　男は言うが早いか懐ふところから取り出したナイフを百川の首めがけて突つき出す。人間の攻こう撃げきなど屁へでもないと思っていた百川だが、これには肝きもが冷えた。

　かわすのは無理だと判はん断だんして首に意い識しきを集中させ、発生させた気の力──〝純粋なる力の結晶〟で弾はじいた。

　男は大きくうしろに飛び退のく。カウンターに潜ひそんでいた男の仲間がマシンガンを百川たちに放つ。

　通つう常じよう弾だん──。威い嚇かくか！

　百川は瞬時に判断して、あえて弾丸を受けてカウンターに飛んだ。

　予測は当たっていた。

　背はい後ごから光こう彩さい素そ子し弾だんが飛び抜ぬけた。ロビーに飾かざられていた高こう価かな壺つぼが粉々に砕くだけ、窓まどガラスが割れた。耳をつんざく銃じゆう声せいと硝煙の匂においが一瞬であたりには立ちこめ、起こった出来事を外の人間たちも理解するだろう。

　なのにビル内を包む〝静せい寂じやく〟という気配はかわらない。敵は一言もしゃべらず、呼こ気きすら感じさせない。

〝結晶〟の力で銃弾を弾いた百川を盾たてとして、芹也と奈生もカウンターの中に飛び込んできていた。

　カウンターに潜んでいた敵は飛び込んだ次の瞬間には倒たおした。

　チチチチ……。

　これみよがしな音がカウンターの隅すみから聞こえる。

　三人はカウンターから飛び出す。背後で起こった爆発の風位に勢いきおいを借りるような形で中央の大だい階かい段だんに向かう。

「メチャクチャだな！」

　目にかかった前まえ髪がみを搔かき上げ、百川が叫さけんだ。

「手て強ごわいぞ。──油断するな」

　芹也はアサルトライフルのトリガーを引き、階段の踊おどり場で待ち構かまえていた次の敵と銃撃戦をはじめる。

「わかってるさ」

　柱の陰かげに身を潜め、百川は突入のチャンスを窺うかがう。

　相手は光彩素子弾を使ってきた。迂う闊かつに飛び込むのは危き険けんすぎた。と、いつの間にかとなりに奈生のいないことに百川は気づいた。

　踊り場で緋ひ色いろの閃せん光こうが輝かがやいた。脇わきに回り込んでいた奈生が階段の下から踊り場に炸さく裂れつ石を放ほうり投げたのだ。

　このチャンスを逃にがさず、百川と芹也は一気に階段を上った。

　次の襲しゆう撃げきはなかった。二階では、幽ゆう霊れいでも出そうなほどにシンと静まり返った廊ろう下かが三人を待っていた。

　罠わながあることは間ま違ちがいなく、あまりに不気味すぎた。

　と、地の底から響ひびく魔ま物ものの咆ほう吼こうのような音と共に、ビル全体が激はげしく揺ゆれた。

「なんだ──。罠か──？」

　百川は周囲を見み渡わたすが敵てき襲しゆうはない。

「いや」と、芹也は、「これは──ただの地じ震しんだろう……たぶん……」

「ただの……じゃ、なさそうだけどね……。ここでなにかが行われていて、そのせいで世界が危機に陥おちいっているなら尚なお更さらね」

　揺れは収おさまらない。それどころか次し第だいに大きくなっているのだろうか。ガダガタと揺れつづけて、窓ガラスに亀き裂れつが走る。天てん井じようからは細かな粉ふん塵じんが舞まった。腰こしに力をこめていないと転んでしまいそうだ。このままではビルが倒とう壊かいするのではないのか？　奈生には、そう思えるほどの揺れだった。

「行こうぜ」

　引き返すことはもちろんできない。百川は、細心の注意を払はらいながら揺れつづける廊下を歩いた。政府ビルの一階と二階は市民に開放されていて、そこでは市民に向けた庶しよ務む一いつ般ぱんを行う。広くゆったりと取られたタイルの廊下と、ガラスと銀色の柱で区画づけられたフロアはさながら美び術じゆつ館かんのようだ。最上階へ行くには、ここから吹ふき抜けの回廊に出て司政区画棟とうに入る必要がある。

　回廊につづいた広々としたロビーに彼らは待ち構えていた。

「ようこそ、〝刃やいばの間〟に」

　嘯うそぶいてそういうのは入口で三人を出で迎むかえた男だ。日本刀を持ち、黒服に身を包んだ彼らはずらりと整列している。

「私は赤木修しゆ衣い。レッドスカーフ隊で、元は副隊長を務つとめさせて頂いただいておりました」

　ホスト顔の男は恭うやうやしく頭こうべを垂たれると、目を糸のように細めて微笑ほほえみ、

「どのように貴方あなたがたと戦うか我われ々われも悩なやんだのですが、やはりここはより美しく、直ちよく接せつのぶつかりあいを望ませて頂こうと思います。──『鉄てつ槌つい』以前から伝わる、決死の魔力を帯びたこの〝妖よう刀とう〟でね」

　鞘さやから剣つるぎを抜ぬいて、赤木はその刃を舌したで舐なめた。

　赤木のとなりには、銀ぎん髪ぱつをポニーテールにまとめた天使の少女がいた。彼女は他の者とちがい、黒服ではなく、警けい護ご官かんの制せい服ふくに身を包んでいる。左ひだり腕うでに巻まかれた赤いスカーフが彼女という存そん在ざいを誇こ示じしていた。

「セアラ！」

　奈生が叫んでも、彼女──セアラ・ラプトは反はん応のうを示しめさない。

　セアラは、じっと仇きゆう敵てきを見み据すえていた。

「──おまえとは久ひさしぶりだな、〈捨すて去りし者〉」

「ああ……。お互たがい、まだ悪運よく生き延のびていて幸せなことだぜ」

「それも今日までだ。おまえは私が殺す」

「セアラ……」

　奈生の声など、まるで彼女の耳には入っていないのか。奈生は呆ぼう然ぜんと、セアラの感かん情じようのない白はく貌ぼうを見つめた。

「おい」と、百川はセアラに、「おまえも意味のねぇことに参加してるなァ。おまえも死にたくてたまらないクチか？」

「私は守るためにここにいる。おまえを殺し、あの人を守るために」

「ケッ。なにが守るだ！　あいつはテメェなんざ必要としていねぇんだよ！　おまえは自分のためにここにいるんだろオイ！　素す直なおになれコラ！　捨てられたくないから怖こわいからここにいます、とな！」

「百川！　やめろッ！」

　怒おこるのは奈生だった。

　セアラは顔色を変えずにたずねる。

「では、おまえは──。おまえは私になにを望む、〈捨て去りし者〉。なぜ、おまえは私を殺さなかった？　あの時、私はおまえに負け、死んだ。なのに私はこうして惨みじめに生き延びている。おまえは、そうして私を愚ぐ弄ろうするために助けたのか？」

「テメェなんざ俺おれの眼がん中ちゆうにねぇんだよ！　どけコラ！　俺の敵はな──テメェの〝ご主人さま〟の〈天使殺し〉だけなんだよッ！」

「うしろだ百川！」

　芹也が叫さけんだ。誰だれもいなかったはずの背はい後ごの廊下から、抜ばつ刀とうした男が息音すら立てずに切り込んでくる。

　狙ねらいは百川の背せ中なか。斜ななめ右上から袈け裟さ懸がけに切り裂さこうとしていた。

「チッ──」

　かわしきれない。振ふり向いたところで判はん断だんした百川は、両腕をクロスさせ、〝純じゆん粋すいなる力の結けつ晶しよう〟で受け止めようとした。

　が、刃が腕に触ふれた瞬しゆん間かん、

　ヤベェ！

　本ほん能のうが理り解かいする。

　鈍にぶい光を滲にじませた刃は氷のような冷たさを持っていた。〝結晶〟すら切り裂き、百川の腕を切り落とそうとする。致ち命めい傷しようにならなかったのは、芹也が一瞬の早はや業わざでその男を射しや殺さつしたからだ。

「さあ、楽しみましょうか──！」

　跳ちよう躍やくと共に、赤木が刀を横よこ薙なぎに振るってくる。三人はステップを踏ふんでかわし、奈生はセアラの姿すがたを探さがした。

　セアラは百川に切り込んでいた。百川は発生させた〝破は滅めつの剣つるぎ〟で、天てん使し脈みやく動どうを浸しん透とうさせたセアラのレイピアを受け止め、二人は間近で睨にらみあう。百川はやけに余よ裕ゆうのある笑えみを浮うかべて、

「──女め々めしすぎなんだよ、セアラ・ラプト」

「なんだと──」

「おまえの顔に描かいてあるぜ？　私はこんなことしたくないのに──ってな」

「貴き様さまに──」セアラは渾こん身しんの力で〝破滅の剣〟を弾はじいた。「私のなにがわかる！　私の心のなにがわかる！」

　奈生はセアラの元に駆かけ寄よりたかった。駆け寄って、なにかを──なにかわからないけどなにかを言いたかった。

　だけど今は無理だ。奈生は自ら身を躍おどらせて敵てきの只ただ中なかに入った。一いち撃げきで仕し留とめる。奈生は左手にタリスマンを浮かせ、まわりの生命力を吸すい取って自らの刃やいばとする発動力〝閃光殺デイスペアーレイ〟を使おうとした。

　しかし、必要な一瞬の精せい神しん集中を敵は許ゆるしてくれない。

　左右から刃に狙われ、奈生はギリギリの身のこなしでかわすと、足元に炸さく裂れつ石を投げつけて跳躍──天てん井じようは高くない。

　自らも閃光の衝しよう撃げき波はを受けて奈生は吹ふき飛ばされ、壁かべに叩たたきつけられた。

　衝撃波をまともに喰くらった多数の黒服が絶ぜつ命めいしていた。

　申し訳わけないが、これは戦いだ。こちらが容よう赦しやしたくても相手はしてくれない。遥はるか昔に殺しの覚かく悟ごは決めていた。

「奈生！」赤木と戦いながら芹也が叫ぶ。赤木は人間だ──なのに芹也と一いつ騎き打うちで死し闘とうを繰くり広げていた。「さばくぞ！」

「うん──！」元より奈生も承しよう知ちしていた。「百川、行け！　ここは俺たちでなんとかするから百川は上に！　彩のところに！」

　炸裂石によって生まれた空くう隙げきをぬって奈生は跳とんだ。百川と戦っていたセアラに風を切る音よりも速い蹴けりを放つ。

　かわすため、百川から距きよ離りを取ったセアラの前に奈生は立つ。

「君の相手は俺だ」

　身軽にステップを踏みながら、奈生は身み構がまえた。

「おまえは──」ここでようやくセアラは正面から奈生を見つめた。「有あり本もと奈生か」

「名前、覚えててくれたんだ。嬉うれしいな、セアラ。俺、ずっと君に会いたかった。こんな形になっちゃったのは残念だけどね」

「どけ。おまえなど私の敵ではない」

「どけないね。俺、こう見えても強いよ？　──百川、早く行きなよ」

「──奈生」

　わずかに百川は迷まよったが、決意すれば行動は早い。

　フロアでは芹也が一人で敵を引きつけていた。乱らん戦せんの只中を抜ぬけて、百川は吹き抜けの回かい廊ろうに出た。
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　彩が目覚めたのは、天井から降ふってきた粉ふん塵じんが顔にかかったからだった。窓まどのない密みつ室しつで天井の蛍けい光こう灯とうがカチカチと点てん滅めつしていた。立ち上がろうとして、突とつ然ぜんの大おお揺ゆれに彩は尻しり餅もちをついて転んだ。棚たなの本がばさばさと落ちる。まるでここは、嵐あらしの中を行く船の客室であるかのようだ。

　……ここ、どこなんだろう。

　尻餅をついたところで彩は、足元に一本のナイフがあることに気づいた。

　手に取って、見つめる。

　どうしてこれがここにあるのか。それは、彩が自室の机つくえに忍しのばせていた、自ら命を絶たつための刃だった。

「…………」

　死──。彩はその言葉を心の中で繰り返した。

　建物が倒とう壊かいしてしまいそうな大揺れは、世界になにかが起きている証しよう明めいなのだ。なにが起きているのか彩にはわからないが、きっと『鉄てつ槌つい』のような世界を崩ほう壊かいさせるほどのとんでもないことだと想そう像ぞうする。彩はそれを止めることができる。方法は簡かん単たんだ。死ねばいい。死ねば、イルミナの夢ゆめというコーティングは世界からはがれて、世界は『鉄槌』より前の時間に回帰する。

　いけない……！　彩は弱気を振ふり払はらって、とにかく外に出ようと思う。

　幸いにも、部屋にはドアがついていた。

　ノブを握にぎって回すが、開かない。鍵かぎがかけられている。でも、彩には、それを解かい除じよする特とく殊しゆな力があった。

　彩は、心を透とう明めいにして念じる。

　──開け。

　すると、ノブがカタカタと震ふるえ、抵てい抗こうした後、ガチャンと花か瓶びんを床ゆかに落としたような音を立てて壊こわれた。

　彩はドアを開けて外に出た。

　政せい府ふビルの最上階、執しつ務む室しつだとすぐに理解できる。

　窓ごしに空を見つめ、煙草たばこを吸すっていた中嶋が彩に気づいて振り向く。

「よく出られたな」

「──〈天使殺し〉、なにをしているの……」

「待っているのだよ。君の旦だん那なをね」

「……百川を」

　ここは東京だ。百川が来れるはずはない。そう思ってから彩は、ううん、百川は来るのだと思う。百川に不ふ可か能のうなんてない。無む鉄てつ砲ぽうで直線的で時々バカだけど……やると決めたことは最後までやり通す男だと彩は知っている。

「死ぬ覚かく悟ごはついたかね」

　中嶋が言う。

　彩は手にナイフを持っていた。

「これは──あたしの部屋から貴方あなたが持ってきたの？」

「安心しろ。貴様の家の者は一人しか殺していない。四分の三殺し程てい度どだ」

「……なんで……そんなことを……」

「緒お原ばら辰たつ弥やは死んだのだ。そして、世界は変わる。終わってしまった野望の共鳴者など生きている必要もあるまい」

「貴方は……あたしに死を望んでいるのね……。でもあたしは死なない！　あたしは最後までこの世界で戦ってみせる！」

「大おお勢ぜいが死に、世界が滅ほろんでも尚、かね？」

「──そう、よ」

　彩は拳こぶしを握りしめながらうなずいた。

「あたしは負けない！　負けない！　死んで解決する問題なんてない！　あたしは──」

　彩は両手でナイフを握った。

　その切っ先は、目の前で悠ゆう然ぜんと立つ巨きよ軀くの男に向かう。

「──貴方を許ゆるさない」

「君では無理だ」

「無理かもしれない……。だけど……あたしは……。どれだけ惨みじめでも……どれだけ後こう悔かいしても……でも……。歩む足だけは止めないって……決めたんだ！」

「君はまさに、夢見るお姫ひめさまだな」

「──だがよ」

　と、彩の耳に、よく知った青年の声が聞こえる。

　あ──。

　彩は、ドアの開いていた隣りん接せつする秘ひ書しよ室しつから現あらわれた青年の研とぎ澄すまされた双そう眸ぼうを見て小さな声をもらす。

「いつかきっと、それは本当の力になるぜ？」

　黒いシャツの上に薄うす汚よごれたジャケットを羽は織おった、銀ぎん髪ぱつ白はく貌ぼうの青年だった。体には返り血がついている。ここまで戦ってきたのだと彩は理解する。青年──百川康貴は、眉まゆを吊つり上げた狂きよう暴ぼうな顔つきで中嶋を見み据すえた。

「なにもできねぇ奴は、なにもしねぇ。なにかを成し遂とげる奴は、何度でも成功するまで挑ちよう戦せんする。簡単な理り屈くつだろ？　そういうことさ」

「遅おそかったな、待ちかねたぞ」

「──聞かせてくれるんだろうなァ、オイ？　今、なにが起きているのか」

「君は、神話とはなんだと思うかね？」

「ハァ？　おい──」

「神話とは、異ことなる世界との接せつ触しよくの記録かもしれんな。君たち天使のことも、これから世界が激げき変へんして半世紀経たてば、事実が変へん容ようして神話となるのだろう。世界はひとつではなく常つねに別の世界との接触をつづけている。君たち天使の墜つい落らく然しかり、ヘスティア・ハーマインの件けんもそうだったのだろう。奴は、世界をコーティングしたイルミナという存そん在ざい、世界を穿うがつ〝泉いずみ〟というエネルギー搾さく取しゆシステム、どちらかの手しゆ段だんを用いてこの世界との扉とびらを開けようとしていた。目的は、エネルギーの搾取か征せい服ふくか、どちらかだろうな。奴は核かく心しんを最後まで語らなかったが」

「百川──」彩が言う。「この建物の地下に〝それ〟があるの！　他の世界からエネルギーを吸すい出すために作ったっていう装そう置ちが！　そうだ──。きっと、この地じ震しんはそれが暴走して起こっているんだよ！　そう言ってた──近藤さんが」

　今さら〝さん〟をつけた自分に、彩は戸と惑まどった。だけど、近藤を近藤と呼よび捨すてにすることは憚はばかられた。

　あの男は、彩を騙だましていた。彩だけではなく、管かん理り団だんの市民全員を。

　だけど、それでも──近藤は彩を守っていた。

　彩はそこに緒原辰弥の面おも影かげを重ねた。優やさしい父親の顔を……。近藤にも、きっといるのだろう──。大切な誰かは。

　そう思えば、憎にくみ切ることはできない。

「近藤さんはどうした？」

　百川はたずねる。

　彩は、

「死んだ──よ。殺された」

　とだけ答えた。

「──話はもういいだろう。そろそろどうかね？」

「ああ、いいぜ」

「君とは何度かやりあってきたが──。今度こそ、ここで決着だ」

　はじまった。彩が理り解かいした刹せつ那な、中嶋が踏ふみ込こみと共に放った強きよう烈れつな拳を頰ほおに受けて百川は秘書室まで吹ふき飛んだ。次の一足で中嶋は秘書室に跳とび、起きあがろうとする百川の肩かたを踏みつけた。

　床ゆかに押おさえつけられ、百川が嗚お咽えつを漏もらす。

「どうした？」

　余よ裕ゆうのある態たい度どで中嶋に腹はらを蹴けり上げられたところで、百川は反はん撃げきに出た。腹の空気をすべて出されて息が詰つまり、視し界かいが三つにぶれながらも、握にぎった拳に〝結けつ晶しよう〟を浮うかせて中嶋の脇わき腹ばらを打つ。固い。鉄板のような体だった。至し近きん距きよ離りからの直撃なのに、ダメージを与あたえた確かく信しんは持てなかった。

　百川はうしろに飛び退のいて相手の出方を窺うかがう。今の攻こう防ぼうで百川は息を切らした。肩が大きく上下に揺ゆれる。

　中嶋は、朱しゆ色いろのサングラスを落とすこともなく平然としていた。

「……たかが人間の分ぶん際ざいでよ」

　生意気なことだった。

「俺おれは超こえたいのだよ。──その人間とやらを」

「百川！」

「来るな彩！　これは──俺と奴の決着戦なんだよ。おまえは──おまえにできることをしにいけ。止める方法はないのか？　装置とやらは」

「わからない──。わからないけれど──。あたし、やってみる！」

　彩には力があった。イメージを世界に及およぼす力が。もしかしたら、その力でどうにかできるのかもしれない。

　緋ひ色いろの髪かみを白い翼つばさの上になびかせ、彩は走った。

　中嶋は別れの一時を待たない。

　彩に目が向いた百川の隙すきをついて、身の丈たけ二メートルはある自分と比くらべてあまりに華きや奢しやで小こ柄がらな青年の体を組み伏ふせにかかった。百川はそれを見ていた。百川は、体を低く落として伸のびてきた腕うでを横に払はらうと、がら空きになった胴どうに拳こぶしを入れると見せかけて、中嶋の顎あごにブーツを蹴り上げた。

　この一撃に、中嶋はよろめいた。すかさず百川は怒ど号ごうと共に連打を加えた。

　中嶋の体を壁かべに押しつけて、容よう赦しやなくパンチの雨を注ぐ。

　中嶋が口から血を吐はき、前のめりに倒たおれかけたところで、

「行くぜ──」

　左の手首を右手でしっかりと握り、左さ甲こうにタリスマンを浮かせた。そして、一気に精せい神しん収しゆう束そくをはじめる。

「我わが内に満ちる奇き跡せきよ。我が内に満ちる可か能のう性せいよ。今こそ力となり、我が声に応おうじて発動せよ」

　百川は願う。空くう洞どうの体たい軀くに、より強い力を描えがいた。

　百川は、細く息を吸った。

「爆砕拳ブラストアーム！」

　左手を固める。燃もえ上がる力がタリスマンと共に弾はじけた。ひときわまばゆい白はく透とう色しよくの光が百川の両腕を包んだ。その両腕の光こそ、百川の願いに応じてタリスマンが生んだ、集束特化された力だった。

　放たれた轟ごう斧ふの一撃によって、中嶋は背はい後ごの壁ごと廊ろう下かに叩たたき出された。

　百川はゆっくりと近づいた。

「出てこいよ。どうせ、まだくたばってねぇんだろ？」

「……ハハハ」

　瓦が礫れきの中で笑い声を上げ、中嶋は身を起こした。朱色のサングラスは外れ、血が凝ぎよう固こしたような赤い双そう眸ぼうが現あらわれる。

　百川は心の中で、やれやれだぜ、と、思う。

　中嶋は激はげしく全身の筋きん肉にくを波打たせている。

　力を込めて波を沈しずめれば、隆りゆう起きした筋肉が服を引きちぎり、中嶋は今までより一回り大きな体軀で上半身裸はだかになる。

「こうでなくてはいけない。俺の限げん界かいは、まだここからだ」
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　ビルは、激げき震しんの中で倒とう壊かいの度を強めていた。窓まどが割われ、壁や天てん井じように亀き裂れつが走り、照明が消えて一部では崩ほう落らくが起こる。中で戦う奈生たちに外の様子はわからないが、割れた窓から空は見ることができた。ビルは白い光の渦うずに包まれていた。無数の光の微び粒りゆう子しが螺ら旋せんを描いて大地と天空とをつないでいる。

　東京では、更さらなる異い変へんが市民を襲おそおうとしていた。

　地震によって多くのビルや高こう架か道路が倒壊し、いたる場所で火か災さいが発生して人々が悲鳴を上げる中でそれは起きた。

　政せい府ふビルを中心に発生して延びた、幾いく筋すじもの深い地割れだった。地割れはモグラのように大地を食いながら走り、わずか数分の内に東京の中心部に半径一〇キロに及ぶ超ちよう巨きよ大だいな円えん状じようの模も様ようを描いた。

　地割れは、幅はば一〇メートルはある。多くの人々が地の底に食われた。

「もう終わりだ……。また世界は終わるんだ……！」

　かろうじて地割れに吞のまれなかった男が、鋭するどく切り込まれた断だん崖がいの縁へりでしゃがみこみ頭を搔かきむしった。




　芹也と奈生は戦いつづけていた。すでにフロアは埃ほこりで視し界かいが無くなり、自然と戦いの場は吹ふき抜ぬけの回廊へと移うつった。崩落によって、半数以上の黒服は死んだ。残りの大部分は奈生の炸さく裂れつ石と芹也の銃じゆう弾だんによって倒たおれた。

　残るは少数。

　しかし、巧たくみなコンビネーションで芹也に反はん撃げきの機会を与あたえない。

　芹也は剣つるぎを扱あつかったことがない。頼たよるのは、タリスマンの力で手甲に発生させた小さな緑光の盾たてとピストルだ。

「人間が剣を振ふるい、天使が銃を撃うつ。笑える話じゃありませんか──！」

　中でも煩わずらわしいのは、素す早ばやい身のこなしでヒットアンドアウェイを繰くり返すホスト顔の赤木という男だ。

　この男を軸じくに黒服は攻こう撃げきを仕し掛かけてくる。

　この男さえどうにかできれば、あとは順次いける──。

　芹也は標的を赤木に絞しぼる。敵てきのコンビネーションに一定のリズムがあることに芹也は気づいていた。心の中でリズムを刻きざんで、タイミングを計る。目に見える敵の剣けん戟げきに合わせていては間に合わない。

　──トン、トントン、トントントン、トン、トン。

　──トントン、トン、トン、トントントン、トン。

　それが敵の攻撃のリズムだ。

　二パターンあるが、これは赤木の最初の動きに依い存ぞんしている。

「ヒュオゥ！」

　来た。芹也は目の前で煌きらめいた刃やいばの残ざん像ぞうではなく、自らの計算を信じた。刃の向かう先に自ら身を晒さらす。自殺行こう為いだが、これでよかった。最初の一打はフェイク。すかさず切り返す次の一撃こそが必殺なのだ。計算通り、たいした威い力りよくではなく、天使脈動によって生み出した盾で受けきることができた。

　芹也は剣やナイフでの戦せん闘とう経けい験けんに乏とぼしい。だけど、剣やナイフで戦う時に最も大切な要素が、渾こん身しんの力をこめて使うことだとは知っている。中ちゆう途と半はん端ぱな力では、刃は相手の肉体を通り切らない。

「──技わざに溺おぼれたな」

　赤木の喉のどを銃じゆう弾だんで貫つらぬき、芹也は言った。

　コンビネーションが乱みだれても、敵は戦う意い志しを無くさなかった。しかし、単発的な攻撃なら対たい処しよすることはできた。

　芹也は彼らをそれぞれに打ち倒たおすと、殺しはせず、フウと息をついて目に染しみる返り血を拭ぬぐった。

　──奈生はどこだ。

　芹也が考えたのは、セアラ・ラプトと奈生の戦いの行方ゆくえだ。

　二人は回かい廊ろうではなく、吹き抜けの空中にいた。

「いい加か減げんにどけ！　有本奈生！」

「イヤだね！　行きたいなら、俺を倒してから行きなよ！」

「貴き様さまは──！」

　苛いら立だつセアラの攻撃を奈生は回かい避ひする。かわすだけでなく、隙すきが生まれればそこに容よう赦しやない一撃を加えようとする。奈生には百川のような豪ごう腕わんがない。かわりに、相手の急所を突つき貫つらぬく一撃の鋭さがあった。銃に頼る芹也より、遥はるかに接せつ近きん戦せんに秀ひいでている。細身の刺殺剣レイピアを使うセアラと特質は近いのだろうが、二人は正反対だった。セアラは烈れつ火かの如ごとき勢いきおいで攻撃を繰くり出す。接戦だった。

　と、芹也は、激はげしく交じりあう二人を見つつ、その下から現あらわれようとするものがあることに気づいて驚きよう愕がくした。

「なんだ……。これは……」

　メリメリと一階のフロアを破やぶりながら出てこようとするのは──コールタールに似にた質しつ感かんを持つ丸い塊かたまりだった。大きさはわからない。だけど、見ていると、ゆっくりとだが確かく実じつに直径を増ましているのはわかる。

　塊の周囲からは虹にじ色いろの光が滲にじんだ。水のようにフロアに広がる。光の向こうには、床ゆかではない景色が見えた。

　……地じ獄ごく。

　芹也はそんな言葉を、黒い炎ほのおが逆さか巻まくその光景に重ねた。

　芹也は戦う二人の間に割わって入ると、

「やめろ二人とも！　時間切れだ！　下を見ろ！　なにかが起こるぞ！」

　言われて二人は眼がん下かで起きている出来事に気づいた。

　セアラは剣先を下に向けると、

「地獄──か？　これがヘズの目的か──」

　ヘズとは、ミラン・ベルティールの下にいた時のハーマインの別名である。セアラは当時から奴やつを嫌きらっていた。

　と、吹ふき抜ぬけの空間の上方で爆ばく発はつに近い轟ごう音おんが響ひびき、壁かべが砕くだけ、破は砕さい片へんと共に二人の男がもみあいながら落ちてきた。鬼おにさながらに筋きん肉にくを隆りゆう起きさせた褐かつ色しよくの大男と、銀ぎん髪ぱつを煌めかせた細身の天使だ。

「百川！」「隊長！」

　奈生とセアラが同時に叫さけんだ。

　もみあう百川と中嶋は、空中に吊つってあった銀のモニュメントに激突する。下になっていたのは百川だが、百川は両手両足の力で中嶋の巨きよ体たいを横に投げた。大きな音を立てて中嶋が壁にぶつかる。百川はバランスを崩くずして墜つい落らくするが、途中で精せい神しん収しゆう束そくしてどうにか空中に止まる。

　銀のモニュメントは、支ささえていた鎖くさりがちぎれて下に落ちた。黒い塊に触ふれるギリギリのところで霧きりのように消しよう滅めつする。芹也はそれを見み逃のがさなかった。

　壁に足をつけた中嶋が、落ちるよりも早く跳とんだ。狙ねらいは、空中で息をついている無む防ぼう備びな百川だった。

　まともに蹴けりを食くらい、百川は中嶋と共に対面の廊下まで飛んで落ちた。

　中嶋が、百川の首をつかんで持ち上げる。瞬またたく間に息が詰つまり、百川は必死に中嶋の手を引き離はなそうとした。

　中嶋は百川の体を頭から床に叩たたきつけ、さらに首をつかんだ手は離さず、今度は壁に背せ中なかを叩きつけた。百川がぐったりしたところで、腹はらに膝ひざを入れ、つづけて背せ骨ぼねを砕くだくほどの威力で肘ひじを打ち下ろした。天使でも戦せん闘とう不ふ能のうになっている攻こう撃げきだ。中嶋は攻撃の手を止めない。倒れた百川の背中を強烈にブーツで踏ふみつけ、さらに踏みつけて百川が嗚お咽えつをもらして痙けい攣れんすると、強ごう引いんに立たせて顔面に拳こぶしを放とうとした。うつむいていた百川がわずかに顔を上げ、目に不ふ敵てきな輝かがやきを纏まとわせる。百川は、敵の拳よりも早く、自らの額ひたいで中嶋の顔面を打つと、タリスマンを浮うかせて必殺のブラストアームを放った。一撃で仕し留とめられないことはわかっている。だから、三撃。

「隊長！」

　紙くずのように吹き飛ばされた中嶋を見て、セアラが悲鳴を上げた。

　セアラの悲鳴は、すぐに止まる。

「ハハハ……。俺の──俺の限げん界かいがいよいよ来るのかもしれん……。さすがだ、〈捨すて去りし者〉」

「隊……長……」

　ぶくぶくと全身を波立たせて肥ひ大だい化かする大男に、セアラは言葉を無くす。

　あれはなんだ……。

　……幻げん想そうの物語に出てくる、鬼かトロルか？

　いや……。

「また一いち段だんと人間離れしやがったな、オイ」

「君は、かなり疲つかれてきたようだな。まだくたばってもらっては困こまる。俺が限界を超こえるその刹せつ那なまでは、な」

　あんなものは……。

　もう……誇ほこりある戦士ではない。

　ただの、

　バケモノ……。

「なんでもいいからここから出るんだみんな！」芹也が叫んだ。「俺は見た！　あの黒い塊かたまりは触れた物ぶつ質しつを消滅させている！　このままではみんな消えるぞ！　とにかくここから逃げるんだ早く！」

　百川と中嶋は、距きよ離りを置いて向かいあっていた。

「そろそろ、これ使ってもよさそうだなァ。その体じゃあよ、もう今までみたいな体たい術じゆつは使えねぇだろ」

　百川が手に生み出すのは〝破は滅めつの剣つるぎ〟だ。凄すさまじい破は壊かい力りよくを持つこの剣を今まで使わなかったのは、なにも中嶋の戦いにつきあうためではない。百川には剣の技ぎ術じゆつがない。格かく下したの相手なら腕わん力りよくで振ふり回すだけで勝てるが、強敵ではそうはいかない。逆ぎやくに不ふ慣なれな剣では不覚を取るだけだ。

「──どうかな」

　変形した中嶋の手は爪つめに覆おおわれて槍やり先さきのようになっていた。左右に張はり出した肩かたの骨は古代の鳥を思わせ、姿すがたは悪あく魔まのようである。

「──発動力、魔宴唄グレリアンカース」

　セアラはタリスマンの力を具ぐ現げんする。圧あつ力りよくによって相手を押おし潰つぶすその力を向けたのは敬けい愛あいしていた隊長だった。

「なにをする、セアラ？」

　天使でさえ地に伏ふせさす圧力波なのに、中嶋は平然と立っていた。とはいえ、動くことはできていない。

「もうやめましょう……。私がつきあいます……。二人で……地じ獄ごくに……」

　動きの鈍にぶった中嶋にセアラは横から組みついた。全身全ぜん霊れいの力で、中嶋の巨きよ体たいを通路から吹ふき抜ぬけの空間に押し出そうとする。

「動かんよ、セアラ」

　なのに中嶋は、根の生えた巨木のようにぴくりとも動かなかった。

「…………」

「死ね」

　愕がく然ぜんと見上げたセアラに、槍やり状じようの拳が唸うなり迫せまる。次の瞬間には、中嶋の放ったその一撃によってセアラは刺さし貫つらぬかれるのだと直感した。死ぬのだ。抵てい抗こうする気持ちはない。殺してもらえるなら、それでいいと思った。

「やめろォォォ！」

　声。怒ど号ごうだった。

　横から躍おどり出た奈生がセアラの前に身を晒さらした。奈生は背中を刺され、槍状の拳は彼の華きや奢しやな体を貫かん通つうする。

　致ち命めい的とも言える一いち撃げきを身に受け、激はげしく吐と血けつした奈生を、中嶋は興きよう味みなさげに無む造ぞう作さに放った。そうして、未いまだに組み付いていたセアラを腕わん力りよくでたやすく振りほどくと、あらためて百川に向きあった。

「──さあ、決戦をつづけようか」

「テメェ──」

　セアラにはなにが起きたのか、わけがわからなかった。彼女はふらついた足取りで奈生の首元に立った。

　彼女の接せつ近きんに気づいた奈生が、

「へへ」

　──と、相変わらずの気軽な笑えみを浮うかべた。

「今さ……」奈生はつぶやく。「笑ってって言っても……無理……だよね……。どうせ見えないから……いいけど……。でも……約束……して……」

「バカなことを──。遺ゆい言ごんのつもりか？　おまえは天使だ。助かる可か能のう性せいはある」

　傷きずは深い。人間なら即そく死しだ。

　だが──有本奈生は天使だ。人間より遥はるかに強い肉体を持っている。手当てすれば助かるかもしれなかった。

「ダメだ！　塊どうこうの前にビルが崩くずれる！」

　奈生を抱だきかかえに芹也が走り寄よった。

　それより先に、セアラ・ラプトは血まみれの奈生を胸むねに抱き上げた。芹也が敵てき意いのある目でセアラを見み据すえた。

「……おまえは……奈生の気持ちをわかってやらないのか……？」

　セアラは冷然と、

「こんな軟なん弱じやくの男のなにをわかれというんだ。だが、命の礼だ。私が葬ほうむってやる」

　隊長は──もう──。

　セアラは、自分が生き延のびたことで、彼の死を認みとめた。

　だからせめて、言葉とは逆ぎやくに、有本奈生を救おうという気になる。

「…………」

　芹也は、セアラから奈生を取り返すか迷まよった。迷っている暇ひまはなかった。もう戦う時間はないのだ。芹也には、口では冷たいことを言いつつも優やさしく奈生を抱いているセアラを信じるしか選せん択たくはなかった。

「出るぞ！　百川！」

「行けよ」

　中嶋と向かいあう百川は、周囲に天てん井じようや壁かべから破は砕さい片へんが降ふり注いでいるというのに回かい廊ろうから動こうとしない。

「奴やつは飛べない！　どうせ奴はここで死ぬ！　もう放ほうっておけ！」

「おい、芹也──。くだらねぇこと言うなよ」

「百川……。わかった」

　戦うと決めている百川を止めることは、芹也にはできない。

　奴は昔からそうだ。

　それは、百川康貴の意地でありすべてだった。今の百川は、もう昔とはちがう。芹也にはわかっていたが、だとしても止めることはできない。中嶋信しの武ぶ〈天使殺し〉とは、決着をつけなくてはならないのだろう。




　芹也がビルから飛び出した直後、ビルはあっけなく足元へと崩れた。もうもうと立ち上る粉ふん塵じんの中に白い輝かがやきを芹也は見る。

「彩……？」

　輝きのシルエットは、左右に広がった翼つばさのようだった。

「うっ」

　鼓こ膜まくを破やぶるほどの超ちよう音おん波ぱが空間に響ひびいた。芹也は両耳を覆おおい、どうしても耐たえることができずに顔を伏ふせた。




　　　　４




　粉塵の中、彩はしっかりと眼がん下かに巨きよ大だいな黒い塊かたまりを捉とらえていた。塊は、衣い装しようのように虹にじ色いろの光を従したがえ、悠ゆう然ぜんと現あらわれようとしている。

　声が聞こえる。

〝デムカエ……ゴクロウ……オマエガ……アンナイニンカ……〟

「誰だれ──」

〝ワレハ……クラウモノ……。セカイヲ……クライ……。スベテヲ……ムニ……ゲンショニカエスモノ……〟

　無。原初──最初の状じよう態たい。

「……エネルギーだけに……するの？」

〝ソウ……ダ……。ソレガ……ワレノ……ソンザイ……〟

「ダメ──。そんなこと──させられない──。貴方あなたを呼よんだ者は、もういない。もうみんな死んだ……。だから帰って……」

　彩の嘆たん願がんに対して、声は答えを返さなかった。

　かわりに黒い塊は、その滑なめらかな球状の表面からにゅうと目を見開く。赤い瞳どう孔こうのまわりに虹こう彩さいが広がっている。

　視し線せんが陽炎かげろうのような空気の揺ゆらめきとなって彩を包んだ。

　それは敵意の具現。

　超高温と超ちよう圧あつ力りよくによる攻こう撃げきだった。

　あたりを取り巻まいていた粉塵は一いつ瞬しゆんで消しよう滅めつし、クリアな青空には捻ひねり曲がった空気の柱が昇のぼり立つ。

　彩は自分の力を信じ、逃げ出さず、必死に耐えた。空から降り注ぐ光が、黒い塊のまわりに広がる虹にじの衣ころもに吸きゆう収しゆうされていく。同じ光景を前に彩は見た。〝コードＷ〟の目的──龍りゆう王おうと呼ばれたこの世界のシステムが発動した時だ。あの時、彩はなにが起きたのか自分がなにをしたのかを覚えていない。あの時は、本当に奇き跡せきだった。感かん情じようの高まりがなにかを弾はじけさせて……気がつけば事件は解かい決けつしていた。

　だけど今は、自分の意い志しで、自分の力で、やらなければいけない。

「帰って……。帰って──！」

　強い意志の力で、彩は塊を押おさえこんだ。塊は、三分の一ほど姿すがたを現したところから動くことができない。

　広がった翼だけでなく、緋ひ色いろの髪かみも内から迸ほとばしる力で逆さか立だっていた。あちこちの皮ひ膚ふが破やぶれるような痛いたみを彩は感じている。裂れつ傷しようなのか火傷やけどなのかわからないが、敵てきの攻撃が確かく実じつに彩を滅ほろぼしているのだとわかる。

〝ナゼ……ジャマヲスル……〟

「ここはあたしの世界だから──。ここはあたしたちの世界だから──！　他人に好き勝手にはさせない！　帰って！」

　彩は退しりぞけなかった。もうダメだと思いかけると、刹せつ那な、旅の中で出会った人たちの顔が浮うかぶ。期待してくれた人もいた。拒きよ絶ぜつされることもあった。死んだ者もいた。騙だまされることもあった。いいことばかりではない。彩なんて、なにも考えずに笑っていられたのは最初の最初だけで、あとは泣いてばかりだった。思いはする。まだ間に合うのではないのか。このまま彩が死ねば、世界は食われるより早く、回帰するのではないのか。そうすれば──死んだ者たちは……蘇よみがえるのだろうか。すべてがリセットされて、すべてをやり直すことができるのだろうか。

　ちがう──。そんなことはあるはずはないのだ。彩は言い聞かせた。今、あたしはここで生きている！

　あたしは幻げん覚かくでも夢ゆめでもない！

　緒原彩！　あたしだ！

「……あたしが……しなくちゃいけないのは……。期待に応こたえること……。今できることを全力でして……。あたしも……強く……。強くなるんだ！」

　彩を包みこんだ圧力の柱が揺らめく不ふ規き則そくさを増ます。眼下の眼球がわずかに、苦しげに湾わん曲きよくしていた。

　あと少しだ。あと少し──。

　彩は目をきつく閉とじて、帰れと念じることだけにすべてを集中させた。

　だけど、どうしても拮きつ抗こうが崩くずれない。

　翼つばさが、羽根が燃もえていく。

　相手は別世界。あるいは、世界と世界の間に住まうなにか。簡かん単たんにどうにかなるものではなかった。

　想おもいとは関係なく、彩の中の意志が純じゆん白ぱくに染そまる。

　彩は最後の力を振ふり絞しぼった。

　あと少し──。

　あと少し──。

　力が抜ぬけていく。意い識しきが消えようとしていた。百川──。




「彩！　負けんじゃねぇぞ！」




　足元から声が聞こえて、彩は目を開いた。見れば、虹にじの光が広がるビルの跡あと地ちに百川康貴の姿があった。

　百川は、黒い塊かたまりが出しゆつ現げんしようとする虹の光の表面、沈しずむ瓦が礫れき片へんの上で、剣つるぎで体を支ささえつつ上空の彩に不敵に笑う。

　ビルが崩れて大量に発生した瓦礫は、一部は黒い塊に触ふれたことで瞬時に消え、残るはみるみると虹の光に吞のまれていく。虹の光は底なしの沼ぬまのようだ。

　百川は、危あやうい足場で未いまだに中嶋と戦っていた。中嶋は、肩かたから張はり出した骨ほねが腕うでのように伸のびていて、肌はだは変色して乾かわいた大地のようにひび割われ、腕や大だい腿たい部ぶに比くらべて関節の肥ひ大だい化かが目立ち、顔は般はん若にや面めんに近い。彼は望み通りに人間を超こえたのだろう。もっとも彩には、雄お叫たけびを上げながら百川に爪つめを振りかざす中嶋にまだ自じ我ががあるのか、まだ彼は人として己おのれの選せん択たくで戦っているのか、判はん別べつはつかなかったが。




　彩は、黒い塊と向かいあう。

　一いつ瞬しゆんだが意識を無くしたせいで、黒い塊は一気に球きゆう状じようの頭部を虹の光の表面からぬうと出していた。黒い塊は、全体としてうなぎのようだ。先せん端たんに、巨大なひとつ目をぎょろつかせた頭部がついており、下に胴どうがつづく。

〝……オマエ……ヲ……クラウ……〟

　立ちはだかる障しよう害がいを消し去ろうと、黒い塊が、目の周囲を変へん質しつさせて十本以上の黒い槍やりを形成した。圧あつ力りよく波はに乗って、槍は一いつ斉せいに彩を襲おそう。

　狙ねらいは大まかだった。ほとんどは彩の体を掠かすめるに留とどまったが、二本が彩の左足と翼をえぐった。痛みに耐たえきれず、彩は悲鳴を上げた。組そ織しきが破は壊かいされたのがわかる。黒い塊は加速をつけながら一気に空へと昇のぼる。眼がん球きゆうの下半分を覆おおうように、上向きで三日月状の口が開いた。ノコギリ状のギザギザとした黒い歯が彩にぎらついた。黒い塊は、コールタールに近い質感の頭部の大半に広げた口をさらに大きく開き、ちっぽけな緋色髪の少女を一口に吞もうとした。

　彩は逃にげなかった。逃げることは、最後の力を振り絞って身をかわせばできたかもしれないが、逃げれば、姿すがたを現した黒い塊を止めることはもうできなくなる。解かい放ほうされた黒い塊は自由に空を飛び、あとは時間をかけ……あるいは何らかの手しゆ段だんで一気に、世界が消しよう滅めつするまで喰くらうのだろう。

　最後の勝負だった。喰われても、退しりぞくことはできない。

　彩の武ぶ器きは、願う心だけだ。

　拳こぶしも蹴けりも、彩はまるで有ゆう効こうに打てない。

　剣は持っていない。

　銃じゆうは持っていない。

　無力なのか。ちがう。願いは力になる。願わなければ世界は終わる。

　彩は、敵てきの苛か烈れつな攻こう撃げきによって破壊された体の中で、さらにより強く願い、意識を敵の目の奥おくに絞った。

　開かれた口が彩を喰らおうとする。

　だけど、肉体が完全に破壊される瞬間は来なかった。

　かわりに感じたのは──

　清せい涼りよう感だった。

〝ギ……ガ……〟

　断だん末まつ魔まにも聞こえる黒い塊の声と、ふわりと消えた圧力だった。数瞬の旋せん風ぷうが彩を取り巻まいて消えた。清涼感は、その風がもたらしたものだった。加速度を無くした後、黒い塊は柔やわらかい粘ねん土どのようにべしゃりと潰れた。

　……やった。

　彩は、勝ったのだと理解できた。そこまでが限げん界かいだった。

　彩は墜つい落らくする。




　空に広がった身の毛もよだつ嫌いやな気配が霧む散さんし、魚の腐くさったような悪あく臭しゆうを放ちながら巨大な泥どろの塊が落ちてきた。それまで、黒い塊が出現しようとも静けさを保たもっていた虹の光の表面が大きく揺ゆれ、一瞬で嵐あらしの中にいるように足場が不安定になる。上を見なくても百川には彩が勝つとわかっていた。

「──こっちも、そろそろ終わりにしようぜ、ナァ」

　両手で剣を握にぎり直し、百川は中嶋に言った。

　中嶋は返事をしない。

　さっきから奴やつは、もう尖とがった牙きばの隙すき間まからガァとしか唸うならない。人の言葉など忘わすれてしまったのだろう。

　百川は小さく笑った。

　所しよ詮せん、暴ぼう力りよくを追い求めた者の最後など、こんなものなのだろう。

「自分を失い、誇ほこりを失い、明日を捨すてて、仲間を捨てて……。テメェは一体、なんのために戦う？」

　わかっていて百川はたずねる。

　わかっていたことだ。中嶋からの返事はない。

　かわりに、波に吞のまれた瓦が礫れき片へんから跳ちよう躍やくした中嶋が百川に爪つめを振ふり立ててくる。

　終わりにしてやるぜ──。

　百川は腰こしに力をためて、両手に握った剣つるぎに天使脈動を注いだ。

　斬きった。

　化物を一刀両断し、百川は瓦礫片の上に片かた膝ひざをついた。いくらなんでも……これで奴も終わっただろう。

　バシャンと音が聞こえる。奴が背はい後ごで虹の光の中に落ちたことがわかる。

　……同じ穴あなの狢むじな……って奴か。

　ふと苦く笑しようし、百川は大きく肩かたで息をついた。

　さすがに疲つかれた。

　まだセフィロでの戦いはつづいているのだろうが、一か月はたっぷりと休養を取りたい気分だった。

　と、百川は空から頭の上に彩が落ちてくることに気づいた。

　彼女もまた限界まで戦ったのだろう。

　百川は跳躍して、彩を受け止めようとした。

　が、跳とべない。

　なにかに足首を摑つかまれていた。

　見れば……。真っ二つに分かれた中嶋の右側が、しぶとく虹の光の中から這はい出して瓦礫片に上ってきていた。摑んでいるのは、中嶋の右手だった。右みぎ胴どうは、しかし瓦礫の上に留とどまることができず、ずるりと虹の光の中に滑すべり落ちる。

　百川は中嶋の手を振り払はらうことができない。剣を振るって切り落とそうとしたが彩の墜落が迫せまっていた。

　百川は彩を取った。百川は意い識しきのない彩をがっちりと抱だき止め、一秒間だけ彩の白はく貌ぼうを間近に見つめた。本当に……。美人になったな……。百川はあらためて思う。なんだか気のせいか天照に似にている。どれだけ傷きずだらけでも憔しよう悴すいしきっていても、内側に感じる春の陽ひ射ざしに似た暖あたたかさはわかる。

　百川は残る力を振り絞しぼって、彩をビルの敷しき地ち外がいに放ほうり投げた。怪け我がをさせることにはなるが死にはしない。芹也と奈生が、絶ぜつ対たいになんとかしてくれる。




　それが、百川にとっての限界だった。




　空では、彩の背せ中なかから散った白い羽根が、ゆらゆらと螺ら旋せんを描えがいていた。
















　終章　願い













　二年が、過すぎた──




　　　　１




　彩さいは洗せん濯たく物ものを干ほし終えると、息をついて空を見上げた。今日もいい天気だ。洗濯物はよく乾かわきそうだ。

　土くれの庭で遊んでいる子こ供どもたちは、今日も元気に走り回っている。残念なことにまた洗濯物は増ふえそうだった。本当に、洗あらっても洗ってもキリがない。まあ、といっても元気なことはとてもいいことで彩には喜ばしかった。

「あーん。せんせー」

　泣きながら子供が走ってきて、彩は、「どうしたの？」としゃがんだ。

「あのね……。あのね……。かーくんがぼくのつえとったー」

「もう、またかーくん？」

　彩はプリプリと怒おこって子供たちの遊んでいた木立の方に近ちか寄よる。すると、髪かみを逆さか立だてた威い勢せいのよさそうな子供が、

「あッ！　せんせいがきたぞ！　おこってる！　にげろー！」

「こらー！」

　彩はその子供を捕つかまえる。

「もう、かーくん。さくちゃんの杖つえとったの？」

　子供は手に木の枝えだを持っていた。

　たぶん、これだろう。

「だってあいつ、トレェんだもん。おれがもってたほうがやくにたつって」

　そういうと子供はぶんぶんと枝を振ふり回す。

「さいきん、このへんもぶっそうなんだろ？　とうぞくがきたら、おれがこいつでせんせいをまもってやるからよ」

「ハイハイ」

　彩は適てき当とうにあしらう。物ぶつ騒そうとか盗とう賊ぞくとかは、先日、食料を届とどけにきてくれた支し援えん者しやと彩の会話を盗み聞きして覚えた受け売りだった。

　彩は子供から枝を取り上げると、

「とにかくこれはさくちゃんのものでしょ。かーくんもほしければ自分で作るの。でも武ぶ器きなんていらないけどね」

「どうしてだよ」

「──先生、実はすっごく強いんだよ？」

「うそだー」

　子供は本気にしない。

　まあ、しょうがないだろう。彩は、あれから──東京での大だい惨さん事じから二年が過ぎてもまだ一七歳さいだ。他の一七歳と比くらべれば全然大人っぽくて、しかも普ふ段だんから意い識しきして大人っぽく振る舞まっているから、もう大人から子供扱あつかいされることはないけれど子供の純じゆん粋すいな目は誤ご魔ま化かせないのだろう。

　かーくんは、他の子供に呼よばれて遊びに行ってしまった。

「やれやれ」

　彩は、困こまったもんだと息をついた。

　あれから二年。

　彩は今、大惨事で親を失った子供たちを集めて孤こ児じ院いんを開いていた。元は保ほ育いく園えんだった場所で、頑がん張ばって修しゆう繕ぜんしたから今では快かい適てきだ。

　あの後、彩は意識を取り戻もどしたが、世界は崩ほう壊かいしていなかった。

　野望は挫くじかれたのだ。

　空から虹にじの光は消え、黒い塊かたまりが世界を喰くらうこともない。

　かわりに、壊かい滅めつした東京と、国家機き能のうを無くした管かん理り団だんの現げん実じつが待っていた。国家が機能を失ったことで荒こう野やには盗賊が溢あふれた。今の敵てきは、復ふく讐しゆうに燃もえた天使ではなく物に飢えた人間たちだ。

　セフィロは現げん存ぞんしている。ハーシェは、押おし寄せる管理団の大軍を防ふせいだ。今や誰だれもが認みとめるセフィロの〝顔〟だ。

　管理団は公都を東京から横よこ浜はまに移うつした。当初こそ血なまぐさい政せい争そうがあったものの東京崩壊から半年で第二政府が成立して、綱つな渡わたりながら施政は継けい続ぞくされている。とはいえ、近こん藤どうの綱が切れた今、中国大陸やアジア諸しよ地ち域いきは急速に管理団から離はなれつつあり、分ぶん裂れつするのは時間の問題だった。

　彩が居いるのは、施政から切り捨すてられた東京だ。

　見捨てられたとはいえ、東京には大勢の人が住んでいる。みんなで自じ警けい団だんを作って、なんとか、かんとか。

　彩は施し設せつの中に戻ろうとした。ふと、窓まどガラスに映うつる自分を見た。

　今……。

　彩の背せ中なかには、もう白い翼つばさがない。

　あの後、目覚めた時、翼は背中から消えていた。イルミナの夢ゆめは……あの事じ件けんで本当に終わったのだろう。空に浮うかんでいたはずの白い城しろも、もう今では空のどこを見ても存そん在ざいしていない。

　イルミナのことを思うと、彩は悲しくなる。だけど、彼女の分まで、強く生きていこうと彩は思っている。

　彩には、そして、もうひとつの変化が起きていた。

　それは、彩だけではない。〝天使〟と呼ばれていた者たち全員の変化だった。

　最初は意識していなくて、気のせいかと思っていたが、二年経たって、それは確かく実じつに進行していると理り解かいできていた。

　天使は、力を無くしつつあった。理由はわからない。天使の力が、元いた世界とのわずかなつながりによってもたらされていたとするなら、いくつかの事件の中で、そのつながりが切れてしまったのか。あるいは──元いた世界が消滅したのか。

　最近では彩も空を飛ぶだけで一苦労だった。飛び立ってしまえば後はいいのだが、飛び立つ時に、やけに精せい神しんを集中させる必要があった。

　力の弱かった者では、もう飛べなくなってしまった者もいる。

　髪かみや瞳ひとみからは、特有の輝かがやきが失われつつある。白しら肌はだも、最近では長期間炎えん天てんにいればわずかに日焼けする。




　彩は今、一人で孤児院を切り盛もりしていた。

　芹せり也やが元気なことは知っている。彼は今やセフィロの大だい幹かん部ぶで、重要な会議には必ず出席している。

　芹也の辣らつ腕わんぶりに苛いら立だった管理団の政治家が放った悪あく態たい──

〝この若わか年どし寄よりが！〟

　は、ギャグとして東京にも広まった。

　奈な生おは……どうしているのだろうか。彩は知らない。芹也は、もう奈生は死んだのかもしれないと言っていた。あの事件の後、セアラ・ラプトと共に消えた奈生が彩の前に姿すがたを見せることはなかった。

　百もも川かわも同じだった。彩は何日も政府ビルのあった場所の周囲を探さがした。

　百川はいなかった。

　死体もなかった。

　あるいは……。

　虹の底に沈しずんだのかもしれないと弱気になることもある。

　でも、彩は信じていた。百川康やす貴たかは、だって最強なのだ。どんなことがあったって、彼は最後まであきらめない。

　……だからあたしもあきらめないよ、百川。

　彩は今でも、仕事の手が空いた時には彼のことを探している。

　とはいっても今は──

　毎日が平和な戦争で。忙いそがしくて忙しくて、もうてんてこまいで、まるで時間の暇ひまなんてないのだけれど。

　彩には、自分にどこまでできるのかはわからない。

　正直に言えば、この問いかけにもまだ結けつ論ろんを出せてはいなかった。

〝自分が死ねば、世界はよくなるのか？〟

　時々、考える。

　もしも自分が死ねば、自分が消えれば、世界は今よりずっとよくなって、みんなが幸せになるのではないだろうか。

　答えは出ない。

　もう、世界の核かく心しんを知る者は誰もいなくなった。

　きっと本当に死ぬまで、彩はこの疑ぎ問もんを引きずりつづけるのだろう。

　彩はでも、弱気になる度たびに思う。

　アリア・ベイジングが自分にくれたように、天あま照てらすが百川に与あたえたように、出雲いずも永えい子こが芹也に与えたように……。そして、緒お原ばら辰たつ弥やが自分にくれたように……。彩も、庭を走り回る子こ供どもたちに、夢ゆめと未来を与えることができれば──これほど幸せなことはない。そうなるように、いつも願っていた。




　だけど──




　世界は過か酷こくだった。

　現げん実じつは過酷だった。

　平へい穏おんは、ぺらぺらの紙を両手で引き裂さくように、あっけなく破やぶれる。

「ドケこのクソガキども！　おい、出てこい〝天使〟！　テメェがお宝たからため込こんでいることは承しよう知ち済ずみなんだよッ！」

　庭で遊んでいた子供を蹴けり飛ばし、強盗の一いち団だんはやってきた。




　　　　２




　手にサブマシンガンを持った強盗たちを見て、彩はこれは──自じ警けい団だんに頼たよっても解決はできないと判はん断だんした。狂きよう暴ぼうな顔立ち、目、彼らは人を殺している。下手に歯向かえば彼らは容よう赦しやなく発はつ砲ぽうするのだろう。

　数は、二〇名。バイクとジープに乗ってやってきた。

「俺おれらは〝レッド〟。最強のチームよ」リーダーを名乗る男が、腕うでに巻まいた赤いスカーフを誇ほこらしげに彩に見せた。「このスカーフは、あのレッドスカーフ隊から引き継ついで俺らがつけたものよ。俺らはナァ、天使なんざ怖こわくはねぇんだよ！　テメェがお宝隠かくしている情じよう報ほうは出てるんだよ、とっととよこせコラ！」

「……ありません、そんなもの」

　彩は慎しん重ちように言葉を選ぶ。なんとか、できるものなら平穏に帰ってほしかった。

　お宝なんて、あるはずもない。食べるだけで精せい一いつ杯ぱいなのに。

　彩にはもう、昔の力はない。イメージすることで世界に作用を及およぼす力は翼つばさの消しよう滅めつと共に彩の中から消えた。

「──オイ、ナメてんじゃねぇぞ!?　マジ殺すぞ！」

　男が彩の胸むな倉ぐらを乱らん暴ぼうに摑つかむ。

　彩に怯おびえはない。だけど彩には、彼らを一いつ瞬しゆんで打ち倒たおす力はない。それが、とてももどかしかった。

「やめろお！　せんせーをはなしやがれ！」

　自分で取ってきた木の枝えだを構かまえて、かーくんが男に挑いどみかかる。

「やめなさい！　かーくん！」

　彩は叫さけぶが、間に合わなかった。

　彩から手を離はなした男が、かーくんが振ふりかざした木の枝を簡かん単たんに受け止めた。

「死ね、クソガキ」

　余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべて男はかーくんを蹴り飛ばす。

「かーくん！」

　彩は駆かけ寄よって介かい抱ほうした。かーくんは、気き絶ぜつしてはいない。チキショウ──と目から悔くやし涙なみだを滲にじませる。

「やめて下さい！　子供に暴力を振るうなんて恥はずかしくないんですか!?」

「いいから出せよ、ホーラ。出さなきゃ、オイ」男はくいと首をひねり、控ひかえた手下たちに命じた。「ガキども痛いためつけて、ついでに家や捜さがし開始だオラァ！　抵てい抗こうするならもういいからみんな殺しちまえ！」

「やめて！　待ってお願い！　なにがほしいの、言って！」

　彩は立ち上がって正面から訴うつたえた。男は、幼おさなさが抜ぬけて線の細くなった彩の美しい白はく貌ぼうをまじまじと眺ながめると、

「そうだなァ。まあ、とりあえずキミをいただいちゃおうかなァ。ギャハハハ」

「…………」

「キスしてくれたら、帰ってもいいおう」

　男は目を閉とじて唇くちびるを突つき出す。

　遊ばれている。

　子供たちは施し設せつの中で、おそるおそる成り行きを見ていた。守らなければならない。彼らは本当に子供を殺すだろう。

　どうすれば……。

　彩は拳こぶしを握にぎった。

　その時だ。

　横からふいに影かげが延のび、何者かが男の腕を摑み上げた。

「赤いスカーフか。覚かく悟ごは、あるのだろうな？」

　天使の女だった。

　銀ぎん髪ぱつをポニーテールにまとめ、シャツとジーパンというラフな格かつ好こうをしている。腰こしの分ぶ厚あついベルトには鞘さやに収おさめられた剣つるぎが差されていた。体は細身だが、鍛きたえ抜かれた筋きん肉にくは腕を見ればわかる。

「貴女あなた──」

　彩は驚おどろきを隠しきれなかった。彩は彼女を知っている。

　彼女はセアラ・ラプト。

　二年前から姿すがたを消していた一人だった。

「ハァ？　オイ、なんだテメェは」

「待って殺さないで！」

　彩はセアラに叫んだ。

「わかっている」

　短い精神収しゆう束そくで発動させたグレリアンカースで、セアラは強ごう盗とうたちの全員を地べたに伏ふせさせた。力を無くしつつある天使だが、彼女ほどの力量になると、まだその影えい響きようは大きく出ていない。

　セアラはリーダーの男の肩かたを強く踏ふみつける。

「スカーフの誇りを継ぐというのなら、必死の覚悟はしておけよ？」

　今、セアラの腕にスカーフはない。政せい府ふビルでの決戦から二年、彼女にも心しん境きようの変化はあったのだろう。

「まったく、セアラは乱らん暴ぼうだなあ」

　そう言いつつ強盗たちから銃じゆう器きを取り上げていく青年は、背せ中なかに銀色の三つ編あみを煌きらめかせていた。

「奈生……」

　あっさりした登場に、彩は他ほかに言葉もない。

「やあ、彩」奈生は強盗たちの武ぶ器きを回収し終わると、その一山を見つめて、「これだけあれば彩んとこの自じ警けい団だんもだいぶ楽になるよね。寄き付ふしてあげるから、必要なら盗とう賊ぞくを追い払はらうのに使ってよ」

　セアラはグレリアンカースの発動を解といた。ようやく立ち上がることのできた強盗たちに彼女は静かに凄すごむ。

「まだやる気ならかかってくればいい。今度は殺す」

　迫はく真しんの言葉だった。

　男は怯ひるみ、背を返してからバイクに乗るまでは早かった。あわせて他の強盗たちもそれぞれの車に乗る。

「──覚えてろコラ！　すぐに戻もどって来てやるからなァ！」

　捨すて台詞ぜりふを残し、去って行った。

　奈生は彼らを見送り、

「戻ってくる、か──。しばらくは滞たい在ざいさせてもらうことになりそうかな。あいつらのアジトを突つき止めたら、あとはこっちで処しよ理りしとくよ」

「奈生──」彩は奈生の腕うでに触ふれた。「久ひさしぶりだね。元気そうだね」

「うん。彩も元気そうでよかったよ」

「……今、どうしてるの？」

「俺？」奈生はけろりとした顔で、「セアラと旅をしてるよ。もっと、世界のことを知ろうと思ってね」

「そうなんだ」

「俺たちは、相思相愛のアツアツカップルだもんねー」

　セアラの首に腕を回して奈生は頰ほおをこすった。

「いいなあ」

　一昔前の彩自身を見ているようだ。昔、どこかで、百川にそんなことをしていたような記き憶おくが彩にはあった。

「やめろ」セアラは粗そ暴ぼうに奈生を引き離はなすと、「私は、おまえの怪け我がが完治するのを見み届とどけるためにおまえに同行しているだけだ。なにが相思相愛だ」

「へー。俺の怪我なんて、もう一年以上前に治ってるけど？」

「ならば私は一人で行かせてもらう」

「あー待った待った！　痛いたい痛い全身が痛いっ！」

「…………」

　奈生の大げさなジェスチャーで、帰ろうとしていたセアラは足を止めた。

「本当にセアラは素す直なおじゃないんだから。あの月の夜、滝たきの側そばで、君だって俺のことを好きだと言ってくれたじゃないか。俺たちはキスして──」

「バ──」セアラは顔を真っ赤にして、奈生の胸むな倉ぐらを摑つかんだ。「バカか貴き様さまは！　なにを人前で言うつもりだ！　私をバカにするのか！」

「ちがうって」奈生は平然と肩をすくめる。「大好きだよ、セアラ。俺は、君のことが世界で一番好きなんだ」

「どうしておまえは人前でそういうことを言うんだ。そういうことは──」

「そういうことは？」

「その──。二人きりの時に言えばいいじゃないか……」

「ああ、そうか。そうだね」

　腕組みしてうなずき、奈生は納なつ得とくする。

　これは……。

　楽しそうだなァと彩は笑った。

　セアラは真顔で彩に向きあう。

「緒原彩。私は、管理団に殺されるべきなのかもしれない。だが私は、のうのうとこうして生きている。私は〈捨て去りし者〉の言葉を忘わすれることができない。彼は言った。〝おまえの顔に描かいてあるぜ？　私はこんなことしたくないのに──〟と。私は、おまえに聞きたい。私の顔には、まだ描いてあるのか？」

「ううん。貴女あなたは解放されたのね。〈天使殺し〉からじゃないよ？　自分自身から。閉とじていた自分の殻からから」

「そうか──。ありがとう」

　この時、セアラが浮うかべた笑え顔がおは心底爽さわやかで。彩は嬉うれしかった。

　セアラは言う。

「私も必ず償つぐないはする。この世界がよい方向に働くために」

「うん。お互たがいに頑がん張ばろう」

　そう言って彩は、奈生にも微笑ほほえみかけた。彼女をここまで支ささえて、彼女をここまで導みちびいたのは奈生だろう。

　と、施し設せつに隠かくれていた子こ供どもたちが、怖こわ々ごわと近づいてきていた。

「みんな、来てもいいよ」

　彩はにっこりと笑った。

「この二人は、あたしの友達だから」

　子供たちは心から彩を信しん頼らいしているのだと奈生にはわかった。彩の言葉を受けると子供たちは一いつ斉せいに走ってきて、現あらわれた美形の天使二人組に触さわったり抱だきついたり質しつ問もんしたりと大おお騒さわぎをはじめた。みるみるセアラの顔から感かん情じようが消える。奈生には楽しい一時だが彼女は無ぶ遠えん慮りよが嫌きらいなのだ。

　でもまあ、しばらくすると結局、子供たちはみんな彩の元に集まった。

　彩は子供たちから先生と呼よばれていた。

　奈生は思う。

　きっとここは──彼らの高天たかまが原はらになるんだろうな、と。

　だからこそ──

「セアラ、悪いけど当分ここにいるよ。さっきの奴やつらを許ゆるしてはおけない」

「わかっている。言う必要はない」

　とはいえ、長く待つ必要はなかった。強ごう盗とうたちは、一時間もすると爆ばく音おんを響ひびかせてバイクとジープで戻もどってきた。

　奈生とセアラが、孤こ児じ院いんの入口からやや離はなれた荒こう野やで出で迎むかえる。

　強盗たちは乗り物から降おりなかった。中央を開け、

「頼たのむぜ、用よう心じん棒ぼう」

　と、ジープに乗っていた二人組に声をかけた。

「わーってるよ。あーめんどくせぇ」

　逆さか立だてた頭を搔かきつつ、本当に面めん倒どうくさそうに身を起こすのは、特とつ攻こう服ふくを着たいかにも喧けん嘩かつ早ぱやそうな天使の男だ。

「それでも、いただいたお金の分は働きませんとね、影かげ虎とらさん。いくら彼らが下げ衆すの外げ道どうで生きている価か値ちなどこれっぽっちもなくても、ビジネスはビジネスですわ」

　ド派は手でな和服を身に纏まとうスタイル抜ばつ群ぐんの天使の女が、かなり辛しん辣らつなことをさらりと日にち常じよう語ご彙いの中に乗せた。

「相変わらずキッツいねぇ、水みず花かさんは」

「あら。私は天使ですわよ？　きっと、世界で一番優やさしいのですわ」

　二人は、慌あわてるでもなくのんびりとジープから降りる。戦争を生き延のびた二人は、そんなわけで用心棒家業に精せいを出していた。

　二人はすぐに、敵てきが有あり本もと奈生であることに気づいた。

「あらら」と、影虎は、「どうする、水花さん。これはちょっとヤバイですよ」

「彼らならやれますわ」

「まあ、それはそうですが……。おい、久ひさしぶりだなァ」

「──また君らか」奈生はため息をついた。「なにやってんだよ、ホントに」

「用心棒。で、そっちは？」

「こっちもだよ。退ひきなよ」

「ケッ。退けねーな。テメェになら俺おれだって勝てるんだぜ？　オイ、俺たちの商売も信用が大切でなァ。で、テメェの仲間二人はどうした」

「残念ながら俺一人さ。横にちゃんと別のパートナーがいるだろ」

「そうかい。なら──その首もらうぜ！」

　影虎が、タリスマンの力で発生させた巨きよ大だいな黒くろ鎌かまを大きく振ふりかぶった。奈生は死し闘とうの覚かく悟ごをする。彼らは強い。以前、香港ホンコンで相対した時には、百川が戦力にならなかったとはいえ一度は敗北している。

　本気で、やるしかない。もう──殺し合いはしたくなかったけれど。

　が……。

　影虎は跳ちよう躍やくしようとした姿し勢せいのまま制せい止ししていた。

「お」

　影虎にもなにが起きたのかわからない。振りかぶって、振り下ろそうとした黒鎌がぴくりとも動かないのだ。

　砂さ塵じんが、廃はい墟きよの広がる影虎の背はい後ごで吹ふいた。

「──おい」

　声がして振り返ると、そこには。心底、肝きもが凍こおるほどの鋭するどく澄すんだ双そう眸ぼうがあった。次の瞬しゆん間かんには影虎は蹴け飛とばされて、みっともなく地面に転んだ。ヤベェ──。影虎は相手との実力差を早めに見切る。

　影虎は〝奴〟を知っていた。〝奴〟とは以前に香港で戦ったことがある。その時は一度は影虎が勝った。だが、その時の奴は全開には程ほど遠とおかった。

　だが今は──。

〝奴〟は、古ぼけたジャケットと自じ慢まんの銀ぎん髪ぱつを砂塵に吹き流しながら、今すぐにでも影虎をひねり殺しかねない危き険けんな眼まな差ざしで言う。

「俺が誰だれだか、忘わすれたわけじゃねぇだろうな」

「……えーと」

　影虎のつぶやきを聞いた強ごう盗とうたちが、一斉に無言で顔を見合わせた。悪あく党とうの中の悪党であるその名を知る者は今でも多い。

「どうするよ？　ナァ？」

「はぁ……。撤てつ退たいさせていただきますです……」

　影虎は身を起こすと一礼して、そそくさ水花さんと二人で、砂塵舞まう広大な廃都のどこかへと飛んでいく。

「テメェらは、死ぬか？」

「ひぃ」

　見み据すえられて、強盗たちの意気は完全に消えた。

　逃にげていく彼らの後を奈生とセアラは追う。

　再さい会かいの挨あい拶さつは……まあ、あとでいい。奈生には気を利きかせたつもりもあった。

　だって──。

　……一番に嬉うれしいのは、俺じゃないからね、きっと。

　彩には、なにが起きているのかよくわからなかった。強盗どもを簡かん単たんに追い払はらった天使の男は振り返ると、

「頑がん張ばってるそうじゃねぇか、彩。顔を出して迷めい惑わくかける気もなかったが、しょうがないわなこれは」

　記き憶おくとかわらない、粗そ暴ぼうだけど飾かざらない笑え顔がおを彩に向けた。

　これは……。砂塵が生んだ幻まぼろしなの……？

　それとも他人の空そら似に……？

　ちがう……。見み間ま違ちがえるはずなんてなかった。

　まばたきしても、彼は消えない。ポケットに手を突つっ込こんで斜しやに構かまえた不良みたいな態たい度どで目の前にいる。相変わらずだ。

　生きていた──。やっぱり生きていたんだ！

「うん！」

　彩は精せい一いつ杯ぱいの笑顔で大きくうなずくと、駆かけ寄よって間近で彼を見上げる。

「──お帰りなさい、百川！」


〈完〉









　あとがき




　こんにちは、高瀬です。あるいは、はじめまして。

　ついに、終わりました。

　本編六巻＋短編集一巻。

　原稿用紙に換算すれば、二二〇〇枚を超える冒険と戦いでした。

　最後までおつきあい下さり、本当にありがとうございました。百川たちの結末は、もう見届けてくれたでしょうか。最後まできちんと書くことができたのは、本当にみなさまのおかげです。

　正直、感無量で、あとがきに書くべきことが見つかりません。

　感想などいただけますと、とても嬉しいです。




　願わくば、

　この物語が貴方の心に残りつづけますように。







　そして、次にまた、新作でお会いできることを祈りつつ。

　攻撃天使の筆はここで置こうと思います。

　今夜は本当に、いいお酒を飲むことができそうです。早速、コンビニに出かけて買って来ようかな、と。




　二〇〇五年三月、夜


高瀬ユウヤ　　












攻こう撃げき天てん使し６




～ヘヴンズレイヤー～
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